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0.は じめ に
アルタイ諸言語の3つ のグループ、及び朝鮮語と日本語の間の系統関係は以前より問題にさ
れてきた。しかし、アルメニア語の印欧語族への帰属を決定づけたような、(た とえ少数でも)
精緻な音韻法則にもとつ く核心的な語彙の対応はいまだ見出されぬままである。
したがってこの5者 に系統関係を想定する基盤 となっているものは、その文法的類似であろ
う。 しかしこの5者 の文法は本当に 「似ている」と言えるのだろうか。類型論の研究がすすん
だ現在、接尾型で膠着的な形態論や、SOV語 順(及 びこれと密接な関係にある修飾語一被修飾
語の語順)の 統語論を持つ言語は、世界の言語でももっともありふれたタイプであることがわ
かってきている。他方、イン ドの諸言語をみてもわかるとお り、語順等の特徴が影響によって
変わりやすいとい うこともわかっている。 よって上記のような点をとりあげて 「文法が類似 し
ている」 と言っても、あま り意味がないだろう。
では文法の細部にも、偶然の一致とは考えにくいような類似点が見出されるだろうか。本稿
はこのことをあきらかにするために、形式よりも機能に重点を置いて、問題の5者 の文法的諸
形式を対照 してみることにした。
他方でこうした対照を綿密に行なうことは、次のような点でも有意義であると考える。近年、
亀井 ・河野 ・千野(1996:28-9)に よって、「アルタイ型」とい う統語類型が提案されている。
しかし 「アルタイ型」言語の本質的特徴、統語論的な可能性の広がり等はなお今後の研究課題
であると思われる。 したがってこのアルタイ型言語の典型としてあげられているアルタイ諸言
語 と朝鮮語、 日本語の諸文法要素を綿密に対照 し、その類似と相違の度合いを見極めることは
今後の類型論研究にとっても重要な意味があると考える。
筆者はフィール ドワークにもとつ くツングース諸語の記述研究を専門としてお り、他の言語
についての知識は十分でない。 したがって誤 りもあろうし考察も不十分な点があろう。他の言
語の研究者の御指摘を乞 う。またこれを議論の叩き台にこの方面での研究の発展することを期
待する。なお トルコ語 とモンゴル語と朝鮮語に関してはそれぞれ同僚の菅原睦氏と温品廉三氏
と野間秀樹氏 より多大な情報をいただいた。山越康裕氏と梅谷博之氏よりは、モンゴル諸語及
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びモンゴル語に関して重要な情報をいただいた。 ここに記 して深 く感謝の意を表 したい。特に
梅谷氏には本稿の不統一な点やわかりにくい個所などについてもア ドバイスをいただき、感謝
の念に堪えない。ただし本稿の誤 り等はあくまでも筆者の責任に帰すものである。
チュルク諸語には約27、 モンゴル諸語、ツングース諸語には約10の 言語があり、朝鮮語 と
日本語にもそれぞれたくさんの方言がある。本稿ではなるべくこのことに注意を払 うよう努め
たが、チュルク諸語では トル コ語、モンゴル諸語ではモンゴル語(ハ ルハ方言)、ツングース諸
語ではナーナイ語からの情報が主になってしまい、チュヴァシュ語や琉球諸方言など、要 とな
る重要な言語の検討が不十分である。文献による古い時代の言語の状況の考察も全 く不十分で
ある。特に 「このような現象は××語にはない」というような記述には注意していただきたい。
「ない」 ということを証明するためには全てを見なければならないわけで、それはある意味で
不可能である。
扱った文法事項も不十分で、特に語形成や補助動詞、動詞複合体の構成をはじめ、全く触れ
ていない面も多 くある。本稿を第一歩として、今後修正を含めて稿を重ねてゆきたいと考えて
いる。
なお表記に関して、トルコ語とモンゴル語は引用 したものを除き、一般的な正書法に従った。
朝鮮語は河野(1955)の 表記をもとに、便宜上若干これを変更したものを用いた(aをeで 、
田をeuで 、ηをngで 表記 している)。
1.0.名 詞 とそ の カ テ ゴ リー
1.1.譲 渡 可 能
明示的な譲渡可能の表示を持っているのはツングース諸語のみである。なお譲渡可能の接辞
はツングース諸語の中でも所属人称をもつ言語に限られ、属格で所有を示す言語(ソ ロン語、
満州語、シベ語)に はみ られない(津 曲1992:266)。
[ナ ーナイ語]
miijili-ji「 私の頭(私 自身の頭)」
私 頭一1人 称単数
miijili-ggoji「 私の頭(私 の持っている獣な どの頭)」
私 頭一譲渡可能一1人 称単数
なおオース トロネシア語族の言語では譲渡可能 と名詞分類が結びついているが、ツングース
諸語ではそのようなものはない。ツングース諸語の譲渡可能の接辞については次の論考も参照
されたい(Boldylev1976、 風間2001b)。
1.2.性
元朝秘史蒙古語 には、以下 にみ るよ うに、主語(も しくはそれ が修飾す る語)の 自然性(及
び数 、身分の上下)と 一致す るい くつ かの形式 があった(以 下 は栗林[均]1992a:522-23
にも とつ く、一部 は 日本 ・モ ンゴル友好協会編1993:160に よる)。
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(1)動 詞の単純過去
一ba/-be(男 性単数)、一bi(女 性単数)、 一bai/-bei(複 数)、
一bai/一bei(指 上形)、一ba/一be(指 下形)
(2)所 有者 の性 に一致す る形容詞 的実詞形成接辞
一tu/一t?男 性 単数)、 一tai/一tei(女 性 単数)、 一tan/-ten(複 数)
(3)形 動詞予定形
一qu/一k?男 性単数)、 一qui/一k?(女 性単数)、 一q㎜L/一k?(複 数)
(4)数 詞 の 「2」
qoyar(男 性形)ン 〃'π(女 性形)
なお この他 にも性 の区別 のあるい くつか の動詞語尾が ある。
栗林[均](1992a:523)によれば、 「一般 に、中世 モン ゴル語 の一連の動詞終止形語尾 に
は、2種 類 も しくは3種 類の異形態を持 つ ものが多 く、それ らの使 い分 けは、す でに区別 を失
ってい る部分 も多いが、 ある程度の傾 向を もって、主語の性 と数 に呼応 した使 い分 けを認 める
こ とがで きる。 これ らは、モンゴル語の、 よ り早 い段階 に存在 していた、性(gender)と 数の
残存形態 と考 え られ る」 とい う。
チ ュル ク祖語 に性の痕跡は全 くみ られ ない(R6na-Tas1998:73)。
ツングース諸語、朝鮮語、 日本語 には文 法的な性 のカテゴ リー はみ られ ない。
1.3.数
1.3.1.複 数 接 辞
チュル ク諸語 では もっぱ ら トル コ語の一ler2と同起源 の形式が用い られ る(チ ュヴァシュ語 の
一semは 後 に置 きか えられた ものである(R6na-Tas1998:73))。
ただ しチュル ク祖語 では何種類 かの集合性 を示す接辞 が想定 されてい る(R6na-Tasl998:
73)a
モンゴル語 では以下の4種 類 の複数接辞 が用い られている。名詞 の種類 に よって使 い分 け ら
れ ている面がある一方 、同 じ名詞が2種 類以上 の複数形 にな り得 る場合 もあ り、それ らの間 に
文体 的な差 がある場合 もある(温 品personalcommunication(以下ではp.c.と 略))。
(1)一(H)2yyA最 も一般的 に用い られ る
(2)一Hap主 に 「人」を示す名詞に、 中でも代名詞、固有名詞 、親族名詞 、職業名詞 につ
く
(3)一A名 詞派生接辞 一四,一4に よる派 生名詞 につ く(た だ しこの派生接辞がついて も、「人」
を示す名詞 ではない場合 にはつ きに くい(山 越p.c.))
(4)一C語 彙 的に限 られて用い られてい る
ツングース諸語 では言語 によって少 しずつ異 なるが、*一sal,*一1を 起源 とす る形式が用 い ら
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れ ている。 無生物につ く例はあるが、少 ない。朝鮮語で は一deurが 用い られ、 これ は無生物の
名詞 に も普通 につ く。 日本語では 「一た ち」、「一ら」、「一ども」が用 い られ てお り、現代で は、こ
れ らは 「人」 を示す名詞につ くのが普通である(た だ し 「これ一ら」な ど例外 もある)。
1.3.2.「 複 数 」 の形 式 が示 す 意 味
結論か ら言えば、朝鮮語以外の言語での複数形式は 厂近似複数」(多様性複数、とも)の 意味
を示しうる。
まず トル コ語の一ler2についてみる。
Ali'一lerと言った場合には 厂何人かのア リという名の人々」とい う意にも、「アリとその仲
間(家 族)た ち」 という意にもなる。
さらに、トルコ語では所有接尾辞との前後の位置関係で、多様性の意味が確定する場合もある。
teyze-m-ler「 私の母方 のお ば とそ の家族」、teyze-lerim「 私の母方のおば(複 数 の)」
お ば一1人 称単数:一複数 お ば一複数一1人 称単数
モンゴル語においては、こうした近似複数的意味がよりはっきりしてお り、複数形式は以下
に見るようなニュアンスを持っている。すなわち以下でみる 「複個数」的な意味を示す。
XOT-y}/,C{「 さま ざまな都市」a伽 一朋 「各家庭」aXHap厂 兄 を含む人'々」
日本語で 「お父 さんた ち」 といった場合、 これは父親 が多数 いる ことも意味 しうるが、多 く
の場合、 「父親及びその他 の人 々」 とい う意 味で用い られ る。
他方、朝鮮語 でab(オi-deur、 と言 った場合 には多数 の父親 を指すだ けで あ り、 「父親及 びそ
の他の人 々」のよ うな意 にはならない(梅 田1991:63)。
以上 にみ た ような 「近似複数」の意味 の実現、特 にその名詞 の特定性 との関連 につ いて、 山
越(2001)が あ る。
1.3.3.重 複 に よ る複 数
「複数形式」とみなしてよいかには問題があるが、 トルコ語 とモンゴル語には、以下にみる
ような語形成がある。まず トルコ語においては、名詞を重複 し、二番 目の名詞の語頭にmを
添加するか、語頭の子音をmに 変えるものである(以 下の例は竹内1989:451に よる)。
ekmekmekmek厂パ ンや らなんや ら」、bardak配ardakrコ ップ なんか」、
gazetemazete「 新 聞や ら雑誌や ら」
なお生産性 は低いが、全 く同 じ形 を繰 り返 して複数 を示す ことも、一部の語 においてみ られ
る(菅 原p.c.、 例 も)。
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軻sit軻sit厂 種 々 の 」
ldmkim「 人 々 の 」(口 語)
モ ンゴル語 にも語頭子音 の交替(mへ の交替 も しくは添加、他方mで 始ま る語 は、 一般
にz,sと 交替す る、内蒙古語 では方言 によってt,s,∫ な どと交替す る)を 伴 う重複 法があ る(以
下の例 は一 ノ瀬1992b:289に よる、なお この重複法 に関 してはKubo1997に 詳 しい)。
A33nM33n「 モ ンゴル 服や らなにや ら」yCMyc「 水や らな にや ら」
子音交替を伴わない単純な重複により複数を示す語もある。
yyJIyy川 「山 々 」 (一 ノ揀頁1992b:289よ り)
ツングース諸語にはこうした複数的な意味を示す名詞の重複法はみられない。
満州語には一部の非情物名詞に重複による複数形があるが、生産的ではない。
sese「 歳 々 」、baba「 所 々 」、jug甁jug?「 各 路 」、hacinhacin「 種 々 」(河 内1996:71)
朝鮮語では重複はもっぱら擬音語 ・凝態語に用いられ、名詞の重複が複数に用いられること
は少ない。以下のように副詞的に用いられ るものは若干存在する。
jibjib「 家 ご と」、nanarr日 々 、 日毎 」、gosgos「 い た る 所 」、daidai「 代 々 」(以 上 の 例 は ソ
ウ ル 大 学 校 語 学 研 究 所1988:84-6、 他 に もgusegguseg「 隅 々 」、'enjei'enjei「 い つ い
つ 」、'yeisnar'yeisnar「 昔 々 」 な ど が あ る)
日本語 には重複による複数があり、複個数(分 布複数)的 な意味を示す。以下の例と説明は
玉村(1985:38-41)よ り要約 したものである。
畳語複数が用いられる名詞の種類には、以下に見 られるような意味的偏 りがある。
山々 家々 所々 村々 町々 隅々 角々(か どか ど)く まぐま 津: 浦々々 峯々 瀬々 国々
寺々 端々(以 上 場所性名詞)
神 々 人々 我々(以 上 神格 ・人格名詞)
色々 くさぐさ 品々 様々(以 上 種類様態の名詞)
日々 月々 年々 前々 時々 のちのち あとあと 昔々 先々(以 上 時間性名詞)
いついつ これこれ それぞれ 我々(以 上 代名詞)
基本的な語で、地形を示すものが半ばを占め、その他の名詞も時間、人、種類など意味分
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野に偏 りがみ られ る。価値なき もの、卑小 なものには畳語が用い られない。3拍 以上の語
では少ない(例 外;所 々、あさな あさな、心々)。
複数を表す場合は、かな りの多数を表す。 「神 々」、「山々」のよ うに、「神の集団」とか[全
ての山」 とかのま とま りよりも、個 々の神 の集 ま り、個 々の 山の群れ といった個性や個別
性 に基礎 を持っている。1+1+1+…=nの よ うに、個性を残 しつつその類 の多数
を指す 〈複 個数 〉を示 している。
日本語に子音交替を伴 う生産的な重複はない(「 なんや らかんや ら」、「やっとこさっとこ」、
「しどろもどろ」など副詞的な語彙が散見されるのみで、無論 「複数」を示すものではない、
なおここで連濁はこの種の子音交替とは別物と考える)。
1.3.4.双 数
やはり問題はあるかもしれないが、その意味から一応 「双数」と呼ぶことのできる形式がツ
ングース諸語に広 くみ られる。ただし用いられるのはもっぱら人間を示す名詞で、 しかも意味
は必ず近似双数である。その使用は一定の文脈に限られており、頻度もあまり高くない。
[ナ ー ナ イ 語]asi-molia「 妻 と 二 人 で 」
他のアルタイ諸言語、朝鮮語、日本語にはこのような要素はない。
1.3.5.文 中の他 の 要 素 に よ る主 語 の複 数 性 の 表 示
チュルク諸語、及びツングース諸語には人称接辞があるので、述語につく人称接辞によって
主語の複数性が表示され うる。ただ し3人 称に関しては若干注意すべき問題がある(1.3.6.1.
及び1.3.6.2.で 後述)。
他の言語では、以下にみるように文中の他の要素、特に述語、中でも動詞述語による主語の
複数性の表示が存在する。
1.3.5.1.動 詞(の 語 幹 拡 張)に よ る複 数 表 示
チュルク諸語において、いわゆる 「相互」の形式とされているもの(ト ルコ語では一§)は 、
かならず しも常に 厂相互」の意味ではなく、「多方向性」の意味でも用い られる。
hertaraftakuSlarugu・ 婁一uyordu「 空 いっぱいに鳥 が飛び交 っていた」
あ らゆる 側 で 鳥が 飛び交 っていた(竹 内1989:385)
モンゴル語においても、主語の複数性 を動詞で表示す ることができる。主語があって、それ
の複数であることが明示 されている場合には用いなくともよい(以 下の2つ の例は橋本 ・谷
1993:99よ り)。
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ca面H6a卯 μハaa-Hayy?「こんに ちは(二 人以上の人 に向かって)」
良い で ある一複数一現在 疑問
次の例のように、(これがつく動詞語幹の意味によっては)相 互の意味になることもある。
Aonoo-A
七 一に
yy月aa-uraa-fl.「7時 に(私 たち二人 が)会 いま しょう」
会 う一複数一勧誘
なお この接辞 を、栗林[均](1992b:511)は衆動態 と呼び、ヴォイスに入れ て扱 ってい る。
Kullmann(1996)は ヴォイス とアスペ ク トのカテ ゴリーに分 けて扱 っている。
栗林[均](1992b:511)によれ ば、さ らにこの他 に共 同態:一nu「(誰 か と)い っ しょに～
す る」、及び相互態:一 叩 「互いに～ し合 う」がある。
ツングース諸語 の中でもウデへ語では、動詞で主語の複数性 を表示す る。相 互態 もさ らに別
にある。
[ウ デへ語]
daugi-du-ga「(彼らは)渡 った」
再び渡 る一複数一過去
他にやはり主語の多数性を示す接辞がある。 これはツングース諸語の多くに見られる。
[ウデへ語]
ama-kta-a-ti「 彼 らはた くさんでや って来た」
来 る一多数一過去一3人 称複数
日本語 の古文 では、「～つつ」 に複数主体 を示す用法 がある。 「～つつ」には文末 に用い られ
る用法 もあ るが、基本 的に副動詞的 に用い られ、動作の反復 を示す のが主な用法で ある。以下
の記述 と例 は林 ・安藤i(1997:886)に よる。
「つつ」が受ける句の動作の主体が複数である場合、「つつ」は 「(皆)ソレゾレガ～(シ)
テ」の意 となり、複数の人々が同じ事柄を同時に行なうことを表わす。
女房十五、六人ばかり、みな濃き衣を上に着て引き返 しっっありしに
「女房が十五、六人ぐらい、みな濃い着物を上に着て、量れそれが皆(裾 を)折 り返 して
いたが」
1.3.5.2.朝 鮮 語 の複 数 表 示 要 素(一deur)のfloating
朝鮮語で主語の複数を示す一deurは 文中のさまざまな要素に自由につ くことができ、いずれ
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の場合 も主語 の複数性 を示す(朝 鮮語研 究会1989:240-41、 以下 の例 も)。
'urihaggyo'ei=deurcaig'eurmanh'ibonaigo`issseubnida.
私達の 学校 に一複数 本 を た くさん 送 って います
(多 くの人が:主 語の複数 を示 す)
'urihaggyo'eicaig'eur=deurmanh'ibonaigo'issseubnida.
私達 の 学校 に 本一複 数 た くさん 送って います
(多 くの人々が本をた くさん:主 語 と本の複数 を示す も しくは、あ る一人 の人 が本 をた くさ
ん:本 の複 数のみを示す)
'urihaggyo'eicaig'eurmanh'i=deurbonaigo'issseubnida.
私達 の 学校に 本 を た くさん一複数 送って います
(多 くの人 が:主 語 の複数 を示す)
'urihaggyo'eicaig'eurmanh'ibonaigo=deur'issseubnida.
私達 の 学校 に 本 を た くさん 送って一複数 います
(多 くの人 が:主 語 の複数 を示す)
上記の例 には無 いが、文末の述語 にもつ くことができる。文 中の2つ 以上 の要素 に一deurが
つ くこともある(そ の場合 、いずれ の一deurも 主語の複数性 のみを示 す)。2つ ぐらいまでな ら
文章語で も普通 にみ られ るとい う。
他のアル タイ諸言語、 日本語 には この よ うな統語 的可能性 はない。
1.3.6.数 の 一 致
1.3.6.1.チ ュ ル ク 諸 語 に お け る動 詞 で の 主 語 と の 数 の 一 致
複数 の行 為者 をま とまった単位 とみるか どうかによって、一致 した り、 しなかった りす る。
これ は上述 の複 個数のニ ュア ンスを思わせ る(以 下 の例 は池 田2000:102)。
[タ タール 語]
alarkilde-ler厂 彼 らはバ ラバ ラに来た」alarkilder彼らはま とまって来 た」
キル ギス語 では動詞 に一lerを 用 いない代 わ りに、上述の 「相互」の要素が、主語 の複数 表示
のために多用 され るとい う。
1.3.6.2.ト ル コ 語 の 所 有 構 造 で の 被 修 飾 名 詞 に お け る 所 有 者 の 複 数 性
の 表 示
トル コ語 で、evleri、 と言 った場合 には次の3通 りの意味解釈 が可能である。
(1)彼 の複数 の家、(2)彼 らの単数 の家 、(3)彼 らの複数 の家
256
アルタイ諸言語の3グ ルー プ(チ ュル ク、モ ンゴル 、ツングース)、 及び朝鮮語、 日本語の文法は本 当に似 ているのか
っ ま り、被修飾名詞(所 有物)に っ け られた一ler2は所 有者の複数 性も表示 し得 る、 とい うこ
とになる(ev-ler-iと 分析 され る)。 も しくは、3人 称 の所 属人 称接辞 に数 の対立 を認 め、3人
称単数 を一(s)i、3人 称複数 を一leri2と しな ければな らない(ev-leriと 分析 される)。 なお、
ウイ グル語 では上記 の(2)及 び(3)の 解釈 は不可能 であ るとい う。
1.3.6.3.形 容 詞 等 の名 詞 修 飾 要 素 に お け る名 詞 との数 の 一 致
チュルク諸語ではウイグル文字文献に、形容詞や形動詞が複数接辞をとった例がわずかに見
出されるという(な おこれはDependentの 方のみが接辞をとっているのであるから、一致 と
いうのには問題があろう)。
aq-larbuht?l舊k?ir舊
「白い一複数 雲が 立ち上 って 雷 が鳴 り、」
中世 モ ン ゴル語 にお いて は、名詞 と形容 詞 の間 に数 の一 致 がみ られ た(例 は栗 林[均]
1992a:522に もとつ く)。
Goa-ssayi-d?i-d
き れ い な 一複 数 よ い 複 数 娘 一複 数
なお、 ここでの修飾要素 は、独 立の名詞 としては現代語 で もなお用 い られてい る(ca吻 厂良
い人た ち、大 臣etc.(訳 は小沢1983:321に よる)」)。
ucugank????e-dde'?麩er
小 さい(単 数)男 の子 小 さい(複 数)弟 た ち
(上 の例 は 日本 ・モ ンゴル友好協会編1993:160に も とつ く)
エ ウェン語 、エウェンキー語な ど北方の ツングース諸 語において、 こうした数 の一致がみ ら
れ る
[エ ウ ェ ン キ ー 語]
gugda-L-duuura-1-duu
高 い 一複 数 一与 格 山 一複 数 一与 格
「高い山に」
(Vasilevich1958:651)
1.3.6.4.数 詞 等 が修 飾 して い る場 合 の名 詞 に お け る複 数 表 示
トルコ語では数量を示す語が修飾 している場合、一ler2は用いることができない。
モンゴル語でもこうした場合、基本的に複数接辞は用いられない。
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他方 、ツ ングース諸語 では任意 ではあるが用い られた例がみ られる(言 語や方言 によっても
異なる、エ ウェ ンキ語 内部 での方言差 にっいてはVasilevich1958:651に詳 しい対照表 があ
る)。
[エ ウェンキー語]
〕uurbaja-1「 二人 の人」
二 人 一複 数(Vasilevich1958:651)
朝鮮語、日本語では任意に用いることができる。
[朝鮮語]
'ai-deurseimyengseimyeng'eui
「子供た ち 三名」 「三名の
1.3.7.二 重 複 数 形
モ ンゴル語 には次の よ うな例がみ られ る(温 品p.c.)。
'ai-deur
子 供 た ち 」
OX臨4置塀4
娘一複数一複数
日本語で も、 もはや複数の意 味が感 じられ ない場合 に、見か け上の二重複数形 が生 じるもの
があ る。
「子供 たち」 「友達た ち」
1.4.指 小 ・指 大
チュル ク諸語 に指大辞 はない。
ウズベ ク語 ではbir-gina「 一つだ け」にみ られ るよ うな要素一ginaが あ り、 これ は形容詞一
般に もついて 「やや ～だ」の意 味を示す。
トル コ語 に もや は りbir・icik「 た った一つのかわいい、唯一 の大事 な」にみ られ る一icikと い
う要素があるが、形容詞 につ くのは、「小 さい」、「少 ない」などの限 られた形容詞 の場合 のみで
ある。
モンゴル語 に もや は り指大辞 はない。
モ ンゴル語 には指小辞 一xaH4が あ り、よ く用 い られ る。数詞 についた場合 には 厂～だけ」の
意 味になる。
xo?xoH「 二っだ け」
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また、指小辞によって形容詞が 「やや～だ」の意になることがまれにある(凾p.κo"「 やや
近い」(た だし現在ではむしろこの派生 した方をより頻繁に用いる))。
ツングース諸語では指小辞がよく用いられる。数詞についた場合には 「～だけ」の意味にな
る。エ ウェン語、ネギダール語では指小辞が広く用いられるばか りでなく、指大辞もよく用い
られる。エウェン語では指小辞が形容詞につき、「やや～だ」の意になる(た だしこれを単に形
容詞の比較級 として扱っている先行研究もあり、これに関しては今後の検討を要する)。
[ナ 「ナイ語]juur-ka∂n「 二つだ け」(数 詞 につ いた例)
[エ ウェ ン語]turaaki-nja「 カラス(こ の名詞 は普通指大辞 とともに用い る)」
エウェン語にはいくつ もの指大辞、指小辞があり、一つの名詞に指小辞もしくは指大辞が二
重につく例も珍しくない。
[エ ウ ェ ン 語](以 下 の 例 はNovikovaidr.1991:90より)
atika-kaja一 ガ∂ 「背 の 高 い 立 派 な お じ い さ ん 」
olra-ca-kan「 ち っ ち ゃ ～ な 魚 」
日本語の中では、琉球諸方言、東北方言等において指小辞がよく用い られる。
以下には首里方言の 「グワー」についての西岡 ・仲原(2000:42)の 記述を要約した。
小 さい もの、愛 らしいもの、軽蔑すべきものに使 う。 「海」、「空」などもともと大きいもの、地
名、疑問詞、人称代名詞などにはつかない。本来尊:敬されるべき父母や先生、警察官などにつ
いた場合は、軽蔑、敬遠の意味合いが強 くなる。)
トゥジググー 「妻」、ッンムグ グー 「イモ」、イシググー 「石」、サキググー 「酒」、
ミーグ クー 「目」、タルーググー 「太郎(ち ゃん)」、
トゥルバヤーグ クー 「ぼんや りした奴」、フラー グクー 「馬鹿者」
他 に東 北方言 の 「棒 っこ」、茨城方言の 「蚊 め」、「牛 め」な どがある。
1.5.名 詞 類 別
1.5.1.助 数詞 に よ る名 詞 類 別
日本語、朝鮮語では名詞の形状に関して助数詞で名詞類別を行なうが、これはモンゴル諸語、
ツングース諸語にはほとんど見られない(も っぱら満州語、バオアン語など漢語の影響を受け
た言語にみ られる)。ただしモンゴル語では 山叩x3「(原 義は 「かけら」)が助数詞的に用いら
れることがある。さらに以下のような表現 もある(梅 谷p.c.、 例も)。
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H3「 θ∫77刀
1お 椀
H31「 四 〃π
1ビ ン
μa餉 「お茶一杯」
茶
apx凵 「酒一 ビン」
酒
日本語 とは異な り、朝鮮語では類別詞(助 数詞)を っ けないで固有数詞 を裸で使 うことがで
きる(門 脇1992:227-8、 下記の例 も)。
hanbang「 一 っ の 部 屋 」
一 部 屋
'adeurhana
,
息 子 一
ddar
娘
dur一'eur
ニ 対ー 格
ducaig「 二冊の本」
二 本
du'essseubnida.「 息子一人、娘二人 をも うけた」
置いた
トル コ語 には助数詞 がある(松 谷1991:119に は24種 類 ほ どの助数詞 があがっている)。
ただ、トル コ語 で助数詞 があっても省略 できる場合が多 く、また助数詞 の中ではtaneあ るいは
adet(日 本 語の 「1つ 」 「2つ 」の 「～つ」に近 い)が 広 く用い られ 、他の助数詞を代用で きる
場合が多 い とい う(松 谷1991:119)。 なお トル コ語 において助数詞 と して よ く用い られ る
par軋に はや は り 「かけ ら」 の意 がある。 ウイ グル語 にはきわ めて多 くの助数詞 があ り、 しか
も多用 され る。
こ うした数詞 、類別詞(助 数詞 を含む)と 名詞の なす統語構造及び語順に関 しての対照研 究
には、門脇(1992)が ある。
1.5.2.有 生 ・無 生
日本語 には名詞 の有生 ・無生 に応 じて 「い る」 と 「ある」の使い分けがある(厳 密 には 「不
定方 向に動 くもの/動 かない もの」に よる)。ただ し 日本語で も古代語及び和歌山方 言では区別
な く 「ある」 を使 う。 アル タイ諸言語 にこ うした 区別はない。朝鮮 語では非尊敬形 においては
区別 なく'issdaを 用い るが、尊敬形 では'iss'eusida「 お あ りになる」 とgyeisida「 い らっ し
やる」 の対立 がある。
格 をは じめ とす る他 のカテ ゴ リー と有生無生の関係 に関 しては後述す る。
1.5.3.ト コ ロ 性
日本語の名詞 は 「トコロ性 」(寺 村1968)に よって分類 され る。 「学校へ来 る」 とはいえ る
が、 「*オ レへ来 る」は言 えない。他 には漢語 に こ うした対 立があるが、アル タイ諸言語、朝鮮
語 にはこ うした制限 はない。
[朝 鮮語]
na=hantei
「私 に
'oda
来 る」(私 の所 に来 る)
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1.6.格
1.6.1.格 の数 と種 類
以下の表はあくまでも便宜的なものである。すなわち同じ格の名称が与えられていても、実
際の意味や用法の範囲については、言語間でさまざまなずれがある。それ らについてはできる
限り後述する。また諸言語の記述においては、ここで用いたものとは異なる格の名称が伝統的
に用いられているものもあるが、これ もあくまで対照の便宜のための変更である。さらに、あ
る言語で、ある形式が格であるか否か、という格の認定の問題は、それぞれの場合にさまざま
な難 しさを呈 している。したがって以下にみる格の数に関しても、あくまで一つの解釈である
ことをことわっておく。
個々の言語の格の数に関して問題 となる点について、若干の説明を補足 しておく。
現代の トルコ語の道具 ・共同格は接尾辞ではなく、付属語(後 置詞)で あって、アクセント
の移動を起こさない(林1995a:97)。 他方古代チュルク語には道具格 とみなすべき形式があ
った。現代の トル コ語では ㎞§一魏 「冬に、冬の間」のような語に、化石的な残存要素として残
っている。さらに古代チュルク語には方向格(一Yaru/一ger?もあ り、これは現代 トルコ語のi軻ri
「中、中の、中へ」(<*i辷麋er?の ような語にその痕跡を示している。様態格はこれを格の範
疇のメンバーとす るかについて議論があるが、いわゆるprono血nalnが 現れるとい う点で、
処格や奪格 と同様の振 る舞いを見せる。
チュル ク諸語の中でも、ヤクー ト語には属格、処格が無く、他方共同格、比較格、そして明
示的な不定対格がある。これらの違いはツングース諸語やモンゴル語からの影響 と考えられる。
ただしその不定対格は、もっぱら命令形とともに使われるとい う点など、その機能にはツング
ース諸語の不定対格 とは異なった面がみられる。
その他、チュヴァシュ語では与格と定対格が同一形態である(庄 垣内1989:872)。
モンゴル語 に関 しては、さらに欠格(rYの や、方向格、様態格をみとめる立場がある。人
称代名詞がこれ らの要素をしたがえる時には、他の格語尾と同様に斜格語幹をとる。このこと
がこれ らの要素を格とする根拠である。方向格のpyyは 、副詞 「下方へ、下流へ(ypyy)」 が
文法化 しつつある要素である。
ツングース諸語の中では、おおまかに言って北の方の言語の方が格の数が多く、南の方が少
ない(北 はウラル、南はモンゴル及び漢語からの影響がそれぞれ考えられる)。
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トル コ語 ヤクー ト語 モンゴル語 朝鮮語 日本語
主格 一φ 主格 一φ 主格 一φ 主 格
=gal='i/=ggeise
主格=ga
属格.(n)in4 一 属 格 一b12/一blH2
/一H/一VIVl
属 格='eui 属格=no
定対格 一(y)i4 定対格.(n)i4 定 対 格 一「/一bir2対 格
=r/='eur/=reur
対格=o
(不 定対 格 一φ) 不 定 対 格(分 格)
一tao/一da4/一lao/一na4
(不 定 対 格 一
φ)
一 一
与格 一(y)e2
(た だ し存在 の場
所 は表 わ さない)
与 位 格 一ga4/-ka4
みYa4角a4みxa4
与位 格 一A/一T 与 格
hantai/='eigei
/_'ei/=ggei
与格=ni
(方向格pyy2
/月yy2)
向 格='euro/=ro 方向格 二e
処 格 一de2/-te2 一 処 格='eise 処格=de
奪 格 一den2/.ten2奪格.(t)tan4 奪 格 一aac4 奪 格
=hantaise
/_'eigeise
奪 格(時 間)
=bute
奪格=kara
(道具 ・共 同格
一(y)lee/ile)
道具格 一(i6)nan4道具格 一aap4 道 具 ・方 向 格
='euro/=ro
道具格 二de
共 同 格 一liin4/-diin4
/一t?4/一n?4
共 同 格 一Ta函3 共 同 格
=hago/=('i)
rang
/=gwal='wa
共同格=to
一 一 一 到達格=ggaji 到達格
=made
様 態 格 一軻2/一ce2一 (様態格 山図「)様態格
=cerem
一
一 比 較 格
一taayar4/一daayar4
/一laayar4/一naayar4
一 比較格=boda 比較格
=yori
(格 の数)7(9) 8 6(10) 13 11
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なお、以下のツングース諸語に付 した1、IIな どの ローマ数字 は、Ikegami(1974)に よっ
て分類 されたグル ープである。
1 1 II 皿 IV
エ ウェ ン語 エ ウェンキー語 ウデへ語 ナーナイ語 満州語
主格 一φ 主格 一φ 主格 一φ 主格 一φ 主格 一φ
一 一 一 一 属 格 一i
対格 一w 対格 一wa 対格一ba 対 格 一ba 対 格 一ba
一 不定対格ja 『 一 一
与格 一du 与格 一duu 与格 一du 与 格 一do 与位格 一da
方 向格 一tki 方 向格 一tkii 方 向格 一tigi 方向格 一6i 一
処 格 一la 処 格 一laa 処 格 一la 処 格 一la 一
沿 格 一li 沿 格 一lii 沿 格 一li 一 (沿格dari)
奪格 一duk 奪格 一duk 奪格 一digi 奪格 うi鄒 奪 格 一6i
離格一gic 離格 一git 一 一 一
方 向場所格 一kla方 向場所格一klaa一 一 一
方 向沿格 一kli 一 一 一 『
道 具 格v_C 道具格 一t 道具格 うi 道具格 うi 道具格 一i
共 同 格 一vnun 一 一 一 一
指定格 一ga一 一 指 定 格 一na一 指 定 格 一go一 一
(格 の数)13 11 9 8 6(7)
1.6.2.格 を示 す 形 式 の 独 立 性
名詞の語幹末音等による異形態があれば、その格の形式 と語幹 との結合の度合いはより強い
ものとみることができるだろ う。
この点か ら考えてみると、まず トルコ語では語末音及び母音調和による異形態がある。
モンゴル語では母音調和がある他に、属格 ・与位格 ・奪格(及 び様態格)の 場合には、厂隠れ
たn」 が現れる名詞がある。なおブ リヤー ト語やカルムイク語では主格にも 一nつきの形態が
現れ、これがために 一n無 しのゼロ語尾である不定対格 との明示的な区別が生じるという(山
越p.c.、 下記の例も)。
[ブ リヤー ト語]
morin「 馬(主 格)」mor'「 馬(不 定対格)」
朝鮮語では名詞の語末音による異形態がある。
日本語の場合は、問に別の要素が現れた り、それ との順序を入れ替えた りできる(厂バス のー
み で 行 ける」に対する 「バス でー一のみ 行 ける」など)。異形態も持たない。つま り格の諸形
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式の独 立性 はかな り高い とい えるだろ う。
1.6.3.格 の つ い た 形 の 名 詞 的 性 格
以下の言語 では、格のついた形が直接名 詞述語 として(つ ま り名詞 同様 に)用 い られ る。
トル コ語okitaplark??hane-de.「 それ らの本 は図書館 に(あ る)」(林1995a:88)
モ ンゴル語H蘭MaHAaaxap-T?T凾M,H蘭MaHAaBxap-r.
8階 で、ですか?は い 、8階 でです。
朝鮮語で も用 い られ る。
donggyeng一'eise(='yo).hyeng-hantei(='yo).
「東京 か ら」 「兄 さんに」
日本語 で も用い られ る。
「あげたのは彼 にだ」 「来た のは東京か らです」
これ に対 して、 ツングース諸語では この よ うに格のついた形式は直接名詞 述語 としては用い
られ ない もの と思われ る。少 な くとも筆者 はまだその よ うな例 を知 らない。
1.6.4.二 重 格(あ る 格 の 形 式 の 後 ろ に 、 さ ら に 他 の 格 が つ き う る か)
チュル ク諸語で は一つ の名詞 に二つ の格の形式がつ くこ とは基本的に ない。ただ人称代名詞
及び指 示代名詞 においてのみ、属格の後 ろに後置詞起源 の道具 ・共 同格ileが 現れ うる(benimle
「私 と」、ただ し口語で はbenleも ある)。
モ ンゴル語 にお いては、属格 、共 同格(及 び欠格、様態格)の 後 ろに他 の格 が続 き うる(橋
本 ・谷1993:93-4)。 中で も、次の例に見 る属格一与位格 の連続 は、他 の連続 とは異 な り、か
な り高い頻度 で用 い られ る。
5aaTap一 酎月嘱 「バー トルの ところで」
与位格 と奪格の連続は、 「家」 とい う名詞 においてのみ観 察 され る。
t'3p-T-33C「 家か ら」
指示代名 詞 の次の よ うな形 も、歴史的には与位格 と奪格 の連続 に さかのぼる可能性 がある。
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3H;Q-33C厂 ここか ら」、T3H;q-33C「 そ こか ら」
ツングー ス諸語で は基本的 に格 が二重 につ くことはない。
朝鮮語 では向格 、与格 、処格、奪格、道具 ・方 向格 、共 同格 、到達格 の後 に属格、様態格、
比較格 、主格(否 定の場合 のみ)が 続 き うる し、 さらに、向格 道 具 ・方向格、向格一道具 ・方
向格一属格、 向格一対格 、奪格(時 間)一 主格 な どの連続 がある(菅 野他編1988:1020)。
日本語 では属格 が後項 要素 として他 の格 に続 くこ とがある(～ へ の、～ での、な ど)。 ただ
し*～ がの、*～ をの、*～ にの、の結合は ない。
他方、 日本語では奪格 と属格 の連続 によって示 さねばな らない場合 に、 トル コ語では奪格の
み を用いて表現す ることができる。す なわ ち、 これは言 いかえれ ば、 トル コ語の奪格名詞 は動
詞だけでな く、直接名詞 を も修飾す るこ とがで きるとい うこ とで ある。他の言語の格の諸形 式
には、 こ うした用法は見 られ ない。
aune-denbirmektup「母か らの手紙」(林1995a:93)
1.6.5.格 と有 生 ・無 生
チュル ク諸語 、モ ンゴル語 においては、有生 ・無生 に関す る格の使い分 けはない。 ただ しモ
ンゴル語 で は一部 の格 の使 い分 けに関 して 、 「人 間名詞」対 「非人 間名詞」 の対 立がある(1.
8.2.で 後述す る)。
朝鮮語 の与格一'eigei/-hantaiは 有生の名詞及 び代名詞 に、向格一'eiは無生の名詞及 び代名詞
に用いる。
日本語 では、(述 語 にもよるが)出 発 点を示す格 に関 して、無生物が主語 の場合 には 「を」が
使 えず 、 「か ら」 を用い なければな らない とい う制約があ る。
避 煙突 か ら 出てい る*煙 が煙 突 を 出ている
琉球語 の中には主格及び属格 において、有生 ・無生 による使 い分 けがある(1.7.2.で 後述)。
なお ツングー ス諸語 にお ける離格 と奪格 の対立 もこ うした有生 ・無生の対立 とみ なす ことが
できるか もしれ ない。
1.6.6.明 示 的 主格
日本語、朝鮮語には明示的な主格があるが、アルタイ諸言語にはない。ただしエウェン語に
は一部の要素(主 に代名詞)に 明示的な主格の表示(一k)が ある。
1.6.7.対 格 の 定不 定 と部 分 格
1.6.7.1.不 定 対 格 と部 分格
不定対格は、モンゴル語や トルコ語では無語尾の形式である。ただし定対格 と不定対格の使
い分けは、名詞の定不定のみによるのではない。名詞が動詞直前の位置を離れた場合にも定対
格が用い られ る。他にも形態的 ・統語的 ・語用論的条件が関与している(栗 林[裕]1989)。
それゆえに トル コ語に関しては、不定対格の名詞 と動詞の連続を一種の抱合 とみる立場がある
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(栗 林[裕]1989)。 満州語ではやは り無語尾の形式が不定対格 的な意味 をもっ(田 村1990)。
しか しそ の一方、一部 のツングー ス諸語(1群 のエ ウェンキー、 ソロン、ネ ギダル語)に は明
示的 な不定 対格がある。 この格 は、不 定の物、総称的な物、全体ではな く部分 、な どを示 し、
否定 とともに使 われる とい う点でウラル諸語 のい くつか に見 られ る部分格 とよ く似 た働 きを示
す(風 間1997)。
[エ ウェ ンキー語](不 定対格の例、Konstantinova1964)
不 定mookaar一 ∂ganakal,tadukmookaar-waadunaakal.
薪 を(不 定対)集 めに行け、 それか ら その薪 を(定 対)こ こに 置 け
部分ukummijauηkukol!
牛乳(の 一部)を 注げ。
否 定omolgilriarbakir,untajaaa6inbicaatin.
若 者たちは 裸足で、 靴 な し であった
実際に これ を部分格 と呼ぶ研 究者 もいる(例 えばソロン語の記述で あるPoppe1931)。 さら
に、ナーナイ語で は処格に 「部分」を示す用法がある。
[ナ ーナイ語](処 格 の部分格 的用法)
uika-waduktauri.
戸一対格 叩 く 「戸全体 を両手 でバ ンバ ン叩 く」(風 間1997:109)
uika-laduktauri.
戸一処格 叩 く 「ノ ックす る、戸の一部分を軽 く叩 く」(風 間1997:109)
rioanimaps-wamiawam-dola-nigarpaxani.
「彼 は クマ を その心臓 か ら 撃 った」(風 間1994:47)
モ ンゴル語 、 トル コ語 では奪格 にや は り 「部分」 を示す用法があ るが、朝鮮語や 日本語 には
こ うした 「部分」の用法 をもっ格 の形式 はない。
[トル コ語](奪 格 の部分格的用法、林1995a:93に よる)
?renciler-denHasanJaponcabiliyor.
「学生 た ちの うちで ハサ ンは 日本語 を 知ってい る」
osu-dani輻im.
「その 水(の うちの一部)を 飲んだ(私 は)」
hirsizikolun-dantuttum.
「泥棒 を 腕 か ら っかんだ(私 は)」(Lewis1967:38)
[モ ンゴル語](奪 格 の部分格 的用法 、清格尓泰1991:169-70に よる)
vv
qancui-aca6ingYaYaqu「 袖を引っ張る」
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budayan-acaniide㎞ 「飯(の 一部)を 食べる」
tuyul-iseg?-ecenitataysan
「小牛 を 尻尾 か ら'そ の つかんだ」(「小 牛の尻尾をつかんだ」の よ うな構 文
も可、 この例は筆者調 査に よる)
Yar-vacanibariqu「 彼 の手をつかむ(niは3人 称 の所属人称接辞;筆 者注)」
なお最後の例に関して、対格を用いることもできるが、その場合はただ単につかむ感 じであ
り、他方奪格を用いた場合には引っ張るようにつかむニュアンスが出るとい う(温 品p.c.)。
1.6.8.指 定格
これまでの研究において、ツングース諸語の多 くに見 られる 「指定格」とは、(1)必 ずその
後に人称接辞をとり、(2)「～のための物」とい う意を表わ し、(3)統 語的には目的語を示す、
ものとして記述されてきた。 しかし自動詞でもこの格をとるものがあり、しかもこの格をとる
動詞の意味範囲は限られている(も っぱら 「発見、獲i得、追及、作成、出現」など、その対象
が行為の後か ら生ずるものばか りである)こ とがわかった(風 間1999a)。 指定格 と、先に述
べた不定対格はツングース諸語の問にみ られる両者の分布が相補的である(下 記の表を参照)
ので、共通の起源に遡る可能性がある。機能の面でも、人称接辞を伴った不定対格は指定格的
な用法を示す。
他のアルタイ諸言語、日本語、朝鮮語にはこのような格はない。
ツングース諸語における指定格 と不定対格の相補的分布
指定格 不定対格
エ ウェン語(1) 一gal-rya な し
エ ウェンキー語(1) なし 一a-一ja
ソロン語(1) なし 一alja
ネギダル語(1) なし 一alja
オ ロチ語(II) 一laaljaal-naaな し
ウデへ語(rD 一na な し
ヘ ジェン語(II?) なし な し
ナーナイ語 クル ・ウル ミ方言(1
+皿)
一na な し
ナーナイ語(皿) 一go な し
ウルチャ語(皿) うu な し
ウイル タ語(:皿) 一ddoo な し
満州語(IV) なし 一〇
シベ語(IV) なし な し(?)
267
風間 伸次郎
[ナ ーナイ語]
m?agbi
私の 兄は
(指定格 の例)
daηsa・rgo-iwaga乙ini.
本一指定格 一人称 単数
私のための本を 買った
[エ ウェ ンキー語](人 称を伴った不定対格による指定格的用法の例、カルル ・メンゲス1953)
KyldnakaanmataMoηunkaan
キルド ナカー ン(と い う)英 雄 は ムグ カー ン(と い う)
ahaatkaanmaahyyja-wy
娘を 妻 として(自 分 の)
(娶 った)
1.6.9.場 所 ・時 を示 す 格(も しくは 格 に準 ず る形 式)
1.6.9.1.「 起 点 ・出発 点 」 を示 す格
朝鮮語では起点 と動作の場所を示す形式が同形だが(一'eise)、日本では鳥取方言の 「カラ」
にそ うした用法がある(「学校から勉強 した」)。
1.6.9.2.「 通 り道 」 を示 す 格
通 り道の意はモンゴル語では道具格、トルコ語では奪格もしくは対格(厂道を行 く」のような
場合)で 示される。
ツングース諸語の多くは 厂通 り道」を示す特別な格を持っている(沿 格、もしくは縦走格と
も)。ただし日本語のように対格で通 り道が示 され る動詞 もあるようだ。ナーナイ語では沿格が
なく、処格が奪格的意味と沿格的意味を併せ持っている(処 格の他に奪格があるが、こちらは
実際にはあまり使われない)。
朝鮮語では対格の他、道具 ・方向格も使われる。
日本語では対格が用いられるが、九州西部の諸方言では ニkaraが沿格 ・道具格的意味を示す
(「道から行く」「船から行 く」など、万葉集やその後の文献にも見える語法であるという、岡野
1988:222)a
1.6.9.3.「 到 達 点 」 を 示 す 格
トル コ語 で到達点 を明示す る際 には、与格の後にkadar/dek/deginと い う後置詞 を用 いる。
モンゴル語 では、XYPT3月 「～ に至 るまで」(XYP一 「届 く、及ぶ」の副動詞形)を 用 いる。
ツングー ス諸語 でも、例 えばナーナイ語 の 「一方向格+後 置詞siak」 のよ うに後置詞 を用 い
た到達点 の表現 がある(場 所 にも時間 にも用い られ る)。
朝鮮語 は=ggaji、 日本語 はニmadeを 用い る。
1.6.9.4.時(の 「起 点 」 と 「到 達 点 」)を 示 す 格
日本語、モンゴル語、 トルコ語において場所の起点を表わす奪格等の要素は、時問の起点を
示すのにも用い られるのに対 し、朝鮮語では空間的な起点には一'eise、時間的な起点には一bute
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と、異なった形式を用いる。
トルコ語、モンゴル語においては、場所の到達点を示す要素(上 述)が 時間の到達点を示す
のにも用いられる。
1.6.9.5.道 具 格 が示 す 場 所 的 意 味
道具格の形式は、日本語では動作の場所(=de、 琉球諸方言を除き)、朝鮮語では方向及び通
り道(ニ'euro/ニro)、 モンゴル語では通 り道(一aap4)、 のよ うに場所 も示すが、 トルコ語、ツ
ングース諸語では場所を示 さない。満州語でのみ属格 と同形である。
ちなみに朝鮮語 と日本語には、動作の場所を示す格と、存在の場所を示す格の対立があるが、
アルタイ諸言語では同じ格を用いて表現される。
1.6.10.「 な る 」 の と る 格(変 格 も し く は 転 成 格)
トル コ語 のol一 、モ ン ゴル 語の60川 一、 ツ ングー ス諸語のo一(以 下 の例 のナーナイ語 では
osi一)は 、主格の名詞の他に 「変化後の対象」 として無語尾 の名詞 を とる。他動詞 でも、も し
くは、他動詞化 して も、や は り無語尾の名 詞 を とる。
[トル コ語]padi§ahIbrahim'i
スル タンは イ ブラ ヒム を
sadrazamyapti.
大宰相 に した(林1995a:100)
[モ ン ゴル語]XYYr333M4
息子一再帰 医者
60nrocoH
なる他 動詞化一過去 「自分の息子を医者 に した」
[ナー ナイ語]rioambanizven'evojosiwaaηkipu.
彼 対格 班長 に な る一使役一過去一1人 称複数
「(我々は)彼 を班長 に した」(Onenko1980)
これを主格の名詞 とみてよいのか、それ とも主格 とは別の格のついたものとみなすべきか、
現時点では筆者にはわからない。その形式もゼロがついたものとすべきか、何もついていない
と考えるべきかもわからない。先行研究での取 り扱いもさまざまで、定説は無いようだ。主格
とみなせば、二重主格文をみ とめることになるが、以下で見るように朝鮮語ではこの構文で実
際に二重主格文が現れる。
なおこ うしたアルタイ諸言語では、変化前の名詞が欠けた一項動詞 としても上述の動詞を用
いる。言いかえれば、これ らの言語の 「なる」を意味する動詞は、 日本語に訳す と 厂できる」
にあたる意味も持っているとい うことである。このことは上記の名詞を主格 と考える根拠の一
つとなるのではないだろうか。
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[ト ル コ語]ak§amolmak.厂 夕方になる」(竹 内1989:289)
[モ ンゴル語]a刪pc60nm33.「 こけ ももが熟 した」
[ナ ー ナ イ 語]saaksaosiini.「霜 が で き た 」(Onenko1980:316)
ここでも う一つ注意 してお くべきことは、コピュラ文でも同様に格無しの名詞が現れることで
ある。一般にアルタイ諸言語の現在時制 ・肯定のコピュラ文ではコピュラが用いられないが、
過去や否定などの場合にはコピュラ的に機能する要素が現れる(以 下のモンゴル語及びナーナ
イ語では存在の動詞 としても用いられる6a凾x及 びbi一が現れている)。
[ト ノレコ 言吾]
Ban§ §arklcl.「 バ ル シ ュ は 歌 手 だ 」(林1995a:100)
Ahmetdoktoridi.「ア フ メ ッ トは 医 者 だ っ た 」(竹 内1989:184)
[モ ンゴル語]
6hMoHro川xYH.「 私はモン ゴル人 です」(温 品1998:128)
3H3ca凾xaHl4a面6a涌Ha.「これは、おい しいお茶ですね」(「話 し手 が現時点でその事実
を確認 した」場合 にはコピュラを用い る、温品1998:129に よる)
[ナーナ イ語]
五〇andmiibalapcijiasilbi.「彼 らは私の古い友達だ」(Onenkol986:153)
miiamimbivrachbicin.「私の父は医者 だった」(Onenko1986:24)
「なる」 に よる文 とコ ピュラ文 はこれ らの言語で明 らかにつなが りを持 っている と考 え られ
る。
朝鮮語 の 「な る」(doida)で は、変化後の対象 を示 す名詞 が明示 的な主格 の要素 一'i1-gaを
とる(た だ し道具 ・方 向格 を とるこ ともある。これ にっ いて梅 田1991:29は 「転成 の過程 に
注 目して表 現す る場合 」 とし、油谷他1993:545は 「変化 して あるものになる場合 」 として
いる)。 したがって二重主格構文 が生ず る。他方 コピュラ文 での二重 主格構文 は生 じないが 、否
定のコ ピュ ラ文ではや は り二重主格構文 が生ず る(次 の1.6.11.に あげた例文を参照 され たい)。
mur一'i'er'eum一'idoinda.「水が氷 にな る」(梅 田1991:29)
'orcaing'i-gagaiguri-rodoida.「おたま じや く しがカエル にな る」(油谷他1993:545)
したがって 「なる」 とい う述語 に関 しては、 日本語だ けが もっぱ ら与格 を用いてい るとい う
ことにな る。ただ し日本 で も琉球方言 の多 くでは無語尾形 を とる(「 うふっち ゅ なゆん(大 人
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になる;沖 縄 中南部方言)」、ただ し 「お もろそ うし」の琉球語 では 「に」格 を とる とい う)。
1.6.11.格 の 重 複
トル コ語 、モ ンゴル訊 日本語 ではふつ う格 の重複 を許 さないので一文 中に同 じ機能の同 じ
格 は2つ 現れ ない(た だ し トル コ語やモ ン ゴル語 では場所 を示す与格 、与位格 、処格では普通
に起 こる。 「彼 はモ ンゴル に ウランバー トル に生 まれ た」 のよ うな構文で)。
ただ し日本語の 中でも、八丈 島方言では格 の重複 が起 こる(金 田1993に よる、以下の例 も)。
ウイ ゴー ツブ リノ ケガ ナガキャ 「あいつ のは頭 の毛 が長い」
ワガ テー コノゴー ダイカ コー ヨ ブ ッチ ャバカ ラ 「私の太鼓 のを誰 か皮 をやぶいた」
上記は主格 と対格 の例だが、与格 の例 もあ るとい う。
さ らに、属格の後 に他の格がついたタイ プ も可能 で、直訳すれ ば次 のよ うになる3つ のタイ
プがともに可能で あるとい う。
太鼓の皮 をやぶ った/太 鼓のを皮 をやぶ った/太 鼓 を皮 をやぶ った
朝鮮語で はある要素 を強調 す る時に限って格 の重複(対 格 による)が 可能 である(梅 田1990:
12-5)a
したが って朝鮮語で は次の ように対格 の重複 した文 が可能で ある。
[他 動詞使役 文]
TarooneunJiroo-reurcaig一'eur'irggeihaissda.「太郎は次郎に本 を読 ませた」
太郎は 次郎一対格 本一対格 読 ませ た
(柴谷1978:365-67よ り、表記等 を一部 改変 した)
[全 体 と部 分]
'emenineun'a'i-rurson一'eurjab'assda.「お母 さんは子供の手を握 った」(梅田1990:13)
お母 さんは 子・対格 手一対格 つか んだ
[授 受動詞 文]
'icaig一'eurdongsaing・'eurjugeiss'e'yo.「この本は弟にや ります」(梅 田1990:13)
この 本 ・対格 弟 対格 あげる
[数 量を示す文]
ddar一'eurdur一'eurdeirigo'wassda.「娘 を二人を連れ て来 た」(風 間1994:43)
娘一対格 ニ 対ー 格 連れて 来た
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[その他]
'yeng'e-reurgongbu-reurhaissda.厂 英語を勉 強 した」
英語・対格 勉 強・対格 した(柴 谷1978:365-67よ り、表記等一部改変)
朝鮮語 では先に述べ たよ うに、さらに 「なる」の意 の動詞 を述語 と した文や 、「～で ない」の
意 の文 で二重主格構 文が生 じる。
[コ ピュラ文 の否定で]
'i
ges一'inaicaig一'ianida.「こっちの方 が私 の本 ではない」
この 物・主格 私 の 本・主格 ではない
ツングース諸語では他動詞使役文 では二重対格 になるのがふっ うであ る。「全 体 と部分」の構
文 でも二重 対格構文が用い られ るこ とがある。
[ナ ーナイ語]
alosimjinaonjokam-badansa-waxolawandini.
「先 生は 子供 に 本 を 読 ませた」(Avrorinl961:34)
rioanimapa-wamiawam-ba-nigarpaxani.
「彼 は クマ を その心臓 を 撃った」(風 間1994:40)
II群 ・皿群のツ ングース諸語 では、数詞及び数量 を示す形容詞が後 ろに遊離 した際に二重対
格 を とる(風 間1994)。
vnoanitoi溢 ηa/o劬i/oisogdata-wawaaxani .
彼 は 五匹の/た くさんの/少 しの 魚 を 獲 った。
v
noanisogdata-watoi丘Oa一汐α/o窃i一躍α/oi-wawaaxani.
彼 は 魚 を 五匹 を/た くさんを/少 しを 獲った。
なおモ ンゴル語で も数量を示す 形容詞 「全 て」、及 び数詞 が遊離 した際に限 っては二重対格が
起き る。
3H3HOM-bir6yr,q-HHraBb臼.
「この 本 を 全部 を 買お う」
3H3HoM-blrxoep-birasbfl.
「この 本 を 二冊 を 買お う」
ただ し数詞 の場合 には前の名詞を格無 し、 もしくは奪格 にす る方 が普通 である。
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3HOHOMxoep-bl厂aBb臼.
「こ の 本 二 冊 を 買 お う」
3H3HOMH-OOC
「この 本 か ら
xoep-bi厂aBb臼 ・
二 冊 を 買 お う」
エウェン語とエウェンキー語の多 くの方言では通常の語順で、数詞等のみな らず形容詞一般
に、しかもさまざまな格で規則的な 「一致」(先行研究はこうした現象を 厂一致」とみなしてい
る、このことについては風間1994も 参照 されたい)が 行われる。修飾語にのみ格表示がなさ
れる方言も存在する。格のみならず、数や所属人称、指大辞、指小辞の一致もある。
ウデへ語でも数量を示す場合には修飾語のみによる格表示、すなわち 「五匹を 魚 捕った」
のような格表示が現れる。
[エ ウ ェ ン キ ー 語 ポ リ グ ス 方 言]
tunηa-waulukii-lwaam.
五 匹 一を リス 複ー:数 獲 っ た(Konstantinoval964:117)
[エ ウ ェ ン 語]
ilan-dulaju-1
「三 っ 一に テ ン ト 複ー 数 」 (Benzing1955b:71)
[エ ウェンキー語]
buaja-1ji-tinjawi-1ji-tinajaak?urusinaw.
「私達は 良い一複数一道具格3人 称複数 舟一複数 道具格一3人 称複数 下流へ 出発 した」
(Kolesnikova1966:45)
[エ ウェン語]
munrukanηonomaη一a可a-1-bikorit-anja-1-biidacpasakalvin.
「ウサギは 長い一指大辞 複数 再帰単数 耳 指大辞 複数 再帰単数 いっせいに 叩いた」
(Benzing1955b:66)
[ウ デへ語]
ila-maaηanijaa-manoηoinibimi
「三一対格 年(三 年間)」 「十一対格 日 あって(十 日たって)」(Benzing1955a:149)
1.7.所 有/存 在
1.7.1.所 有/存 在 の 接 辞
「AはB持 ちである」、 「B持 ちのA」 、「AにBが ある」、 「Bが あ るA」 などの下線部
の ような意 味を示す接辞 がアル タイ諸言語 に共通 してみ られ る。モ ンゴル語 では 一tai3、トル コ
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語では 一114、ツングース諸語では言語によってその形式は異なるが(下 記の表を参照)、例えば
ナーナイ語で 一ko/一kuである。品詞 としては名詞から形容詞を派生する。モンゴル語での使用
が最も顕著で、ムー ドを示す文末形式に発展 しているものもある。 これ らに共通 していること
はAとBの 間に恒常的な関係(一 体感が感 じられるような関係、譲渡不可能的な関係)が あ
ることで、この点で存在動詞による存在文 と異なっている(風 間1999b)
[モ ン ゴル語]
rl4Y33「 一7「3」労K)Y?
「おまえは ペ ン持 ち か?」
しiann,qY33「6a面Hayy?
「おまえに ペ ンが あ る か?」
[ト ノレコ言吾]
adam
「あの人は
adamm
「あの人の
para-lamlki?
お金持 ち かなあ?」
parasivarmiki?
お金が ある かなあ?」
[ナ ーナイ語]
ga,asibuamanatraktor-ko-po.
「さあ、今 私たちは 自分たちの トラクター持ちだ」(Avrorinl981、 一poは 一人称複数)
suakolxozadoasutraktorb?nuu?
「おま えた ちの コルホーズには トラクターが あるか?」(Onenko1980:65)
群 言語名 形式 出典
1 エ ウェン語 一lkaan CinciusiRishes1952によ る
1 エ ウェ ンキー語 一c? ,一lkaan,一laan,一taj Vasilevich1958によ る
1 ソロ ン語 一∫i 胡 ・朝克1986に よる
1 ネギダル語 一lkan KolesnikovaiKonstantinova
1968に よ る
II ヘ ジェ ン語 一lki/一ki 安俊1986に よる
:皿 ウデへ語 一X1 筆者調査による
II オロチ語 一kt AvroriniLevedeval968によ る
皿 ナーナイ語 一ko/-ku 筆者調査による
皿 ウルチャ語 v-cu 筆者調査による
皿 ウイルタ語 一lu/一ttu 澗潟1981に よる
N 満州語 一nggal-ngge/一nggo,
一ling?一lingu
河内1996、 上原1960に よる
IV シベ語 一〇 李 ・仲1986に よる
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なお1群 の諸言語には別に共同格もしくはそれに準ずる形式がある。 したがって対象が人間
の場合には上記の諸形式は用いられず、共同格が用いられる。その点では トルコ語 と似た状況
にある(ト ルコ語にも道具 ・共同格ileが ある)。
朝鮮語や 日本語にはこうした接辞が見出されない。他方アルタイ諸言語の間で、これらの接
辞の機能はた しかによく似た面をみせるが、細かい点では違いもある。例えば次の例に見るよ
うに、これ らの接辞をとった名詞がさらに別の修飾語をとる際には、はっきりとした違いが現
れる。 トルコ語及びモンゴル語の修飾語がそのまま修飾できるのに対 し、ツングース諸語では
修飾語に道具格を要求する。4.1.の 形容詞の品詞的性格の項で述べるが、ツングース諸語で
形容詞を副詞として用いる際には道具格が用いられることがその原因として考えられる。
[ト ノレコ 言吾]
kiz
「彼 女 は
uzun
長 い
sa辷麝a.
髪 を 持 っ て い る 」
[モ ン ゴル語]
rypBaHHac-raHxYY
「三 歳 の 子供」
[ナー ナイ語]
ηonimi亨'nukta-ku
「長 い 髪 の毛持 ちの
akta
女 」
1.7.2.所 有 構 造 と属 格
本稿で扱っている諸言語間での所有構造の対照については、津曲(1992)が ある。
チュルク諸語、モンゴル語での属格は、もっぱら1.6.1.の 格の一覧表に示した形式が用い
られ、他に属格的に機能する形式はない。
トルコ語は後述の所属人称接辞を持つので、その所有構造はDoublemarking、 すなわち[名
詞1一属格 名詞2一所属人称接辞]の ような構造をとる。これに対 し、[名詞1名 詞2一所属人
称接辞]の ような構造もあり、両者の違いはしばしば名詞1の 定不定による違いとして記述 さ
れてきたが、後者は基本的に複合語とい うべき性格を持っている。そのように考えた場合には、
名詞2に つく接辞は所属人称接辞ではなく、複合語のマーカーとされる。 しかしこの構造の取
り扱いにはなお問題がある(林1995b)。
他方、ツングース諸語には基本的に属格がなく、所有構造では所属人称接辞のみを用いた[名
詞1名 詞2一所属人称接辞]の ような構造をとる。属格が有るのはもっぱら中国領のツングー
ス(ソ ロン語、エ ウェンキー語オロチョン方言、満州語、女真語)に 限られる(田 村1992、 津
曲1996)。 ただ しウルチャ語、ウイルタ語(南 方言)、 ナーナイ語(ビ キン方言)、エウェン語
(東方言)に は1,2人 称の人称代名詞に限って属格がある。
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1人 称単数 2人 称単数 1人 称複数 2人 称複数
ウルチャ語(皿) min sin mun sun
ウイルタ語南方言(皿) mini sini munu sunu
エ ウェン語東 方言(1) min hin mun hun
地理 的に も離れ た、 しかも1群 の言語 と皿群 の言語に分布 しているこ とか らみ て、 こ うした
要素はツ ングース祖語 に もあった、 と考 えるのが 自然だ ろ う。する と後 でみ る人称代名詞 の諸
斜 格形 は この属格 か ら形成 され た形 とい うこ とにな る。
朝鮮語 では='euiが 用い られ るが、属格無 しで直接名詞 を続 ける場合や、い わゆるsa'i-si'os
(後続名詞頭音 の濃音化)に よる場合 も多い。
namu(s)gaji[namu?kad3i]「木の枝」(津 曲1992:271)
日本語で はもっぱら 「の」が用 い られ るが、方言や古文で はさらに他の形式が用い られ 、使
い分 けが ある。以下 にこれ をみ る。
まず琉球語(首 里方言)の 属格 には、有生 ・無 生等 に よる使 い分 けが ある。以下は西岡 ・仲
原(2000:93-4)に よる。
「ガ」ga一'ari「 彼 、彼女」及び'uNju「 あなた」の後はガgaの み
ア リガ ムン ヤサ'ari-gamuNyasa「彼 のものだ よ」
ウンジュガ ナサ キ'uNju-ganasaki「 あなたの情 け」
厂φ」 一 人を表 わす言葉や人称代名詞、疑問詞の あと
アヤー テ ィガネー'ayaatiganee厂 母 の手伝 い」
ヌー シクチ ヤガ?nuushikuchiya-ga?「何 の仕事だ」
ワ ッター フニwattaahuni「 私 たちの船」
「ヌ」nu一 ほ とん どの名詞の あとにつ く
トウイヌ クスtui-nukusu厂 鳥 の糞」
古代 日本語 の属格 としては、 「つ」、 「な」、「(結合部 の)一s一」な ども用 い られた。その使 い分
けについて はまだ十分 に明 らかにはなっていない。
我 が 国 、 我 が 子 、 我 声 家 、
ま っ げ(目 っ 毛)、 天 つ 風 、
ま な ご 、 た な ご こ ろ 、 百(も も)な 人 「数 多 く の 人 」
haro-s-ame(春 雨),ko-s-ame(小雨),mura・S・ame(村雨),hi-s-ame(氷雨),
taba-s-ine(束 稲),uru-s-ine(粳 稲),mi-s-ine(御 稲),nigi-s-ine(和 稲),ara-s-ine(荒
稲)
ma-ss-ao(真 つ 青)
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中世 日本語においては、親疎によって属格が使い分けられた。
「が」親愛 ・親近感を表わす場合、及びこれより転 じて軽蔑、嫌悪、憎悪の感情を含める場合
「の」敬意を表わす場合、またはある程度心理的距離を保つ場合
1.7.3.属 格 の使 用 に 関す る言 語 間で の 対 照
日本語ではかな りさまざまな名詞間の関係に属格が用いられる。以下の分類は鈴木(1972)
を参考に、筆者による別の観点からの分析を加えて、整理 し直したものである。他の言語でも
より普通に属格が使われるものから、より使われにくいものへ、という順序におおよそ配列 し
てある。
(1)D(ependent)が 名詞的 一 所有関係;「 図書館の本」、「妹の靴下」
(2)Dが 場所、時を示す名詞の場合
(2a)Dが(具 体的な)場 所;「横浜の港」、「奈良の大仏」
(2b)Dが 時;「 夏の嵐」、「3時のおやつ」
(3)H(ead)が 内容を持っ名詞、いわゆる 「外の関係の連体修飾」的な関係の場合;
「映画の話」、「チュー リップの絵」
(4)Hが 動作名詞 の場合
(4a)Hが 動作名詞 、Dが 主語;厂 火 山の爆発 」、 「鹿 の鳴 き声」
(4b)Hが 動作名詞 、Dが 目的語;「 自動車の運転」、 「庭 の掃除」
(5)Hが 相対名詞
(5a)Hが 親族名称;「 私の父 」、 「彼 のお じ」
(5b)Hが 場所名詞;「 机 の上」、 「ビル の横」
(6)DとHが 同格;「 お にい さんの太郎」、「社長 の 田中 さん」
(7)Dが 形容詞 的に機能 し、属性 を示 してい る場 合
(7a)物 の種類;「 バ ラの花び ら」、 「柿の種」
(7b)道 具の用途;「 汽車のキ ップ」、 「果物 のナ イフ」
(7c)材 料;「 紙の飛行機」、 「ブ ロックの塀」
(7d)状 態;「 赤 ら顔の男」(所 有 か らの逆転関係)、 「でこぼこの道」
(8)Dが 数 量詞;「 一杯 の水」、「三匹の子豚」
(9)超 論理的 な関係(?);「 さよな らの秋 」、 「問わず語 りの心」
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このように日本語の属格の使用範囲がきわめて広いことは以前より指摘されている。そこで、
いったんこれを基準 とし、上に分類 された諸関係が他の言語でも属格を用いて表現され うるか、
されなければどのような形式をとるか、について考えてみたい。
(1)で は、どの言語でも(ツ ングース諸語を除く、ツングース諸語は先述のように基本的
に属格を用いないため)基 本的に属格が用いられる。
(2a),(2b),(3),(4a),(4b)の場合、 トルコ語、モンゴル語では基本的に
属格が用いられる。朝鮮語でも属格が用いられるが、用いられず単に名詞が並列 されることも
多い。
(5a)親 族名称は、多くの言語で所有者(正 確には、基準となる人物)の 人称の表示が義務
的である(ツ ングース諸語)。また(5a)親 族名称及び(5b)場 所名詞は、その基準を必要 と
する相対名詞であるが、これ らの名詞はツングース諸語において決 して譲渡可能の接辞をとら
ない点で特徴的である。 トルコ語、モンゴル語において属格は用いられる。
(5b)場 所名詞の場合、トルコ語では属格を用いるのが普通である。さらに場所名詞はその
後ろ(正 確には、まず所属人称接辞をとり、その後ろ)に 場所を示す種々の格形式をとる。 し
たがって トルコ語の場所名詞は名詞 としての性格を強く持っているといえる。
masa-nm
机一属格
?erin-dekitapvar.「机 の 上 に 本 が あ る 」
上 一処 格 本 あ る
他方 、モ ン ゴル語 で こうした表現 に用い られ る要素は、まず基本 的に後 ろに格 の形式 を とら
ない(た だ し奪格のみ は現われ る)。 したがって場所名詞 と呼ぶ のは不適 当で あ り、一般 に後置
詞 として扱 われ ている。次 に属格 の現れ についてみ ると、 これは こ うした後置詞 のそれ ぞれに
よって事情 が異な る。例 えばraAaa「 外」で は普通先行す る名詞 が属格 を とり、Aoop「 下」
は とらない とい う(温 品p.c。)。A33p「 上」では、属格 を とる場合 ととらない場合 では意 味が
異な るとい う(温 品p.c.)。
山凵P33H』33ρHoM6a面Ha.
机 上(接 している)に 本 が ある
山凵P33H〃"』33ρq回 凾μ3H6ai玩Ha.
机属 格 上(上 方、接 してい ない)に 電灯が あ る
朝鮮語 では こ うした場合 に属格(一'eui)を 全 く用 いない。その点で場所 を示す語の名詞性は
弱 く、後置詞 に一歩近 づいている と言 えよ う。場所 を示す格は この よ うな場所名詞の後 ろに必
ず用い られ る。朝鮮語では次の よ うな名詞 が場所名詞 として振 る舞 う(門 脇1998:18に よる)。
'ui「 上」
、mit「 下」、'arai「 下」、sog「 中」、'an「 中」、'ap「 前」、dui「 後」、'jep「 横」、
gjet「傍 ら」、gennepjen「 向かい側」、(他 にga'undei「 真 ん 中」などもや は り場所名詞 と考 え
られ る。 また これ らの場所名詞 には複数 の=deurが つ かない とい う性質 もある(野 間p.c.))
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calgsang一 φ
机
'ui一'eicaig'i'issda .「 机 の 上 に 本 が あ る 」
上 一に 本 が あ る
なお話 はそれるが、朝鮮語 の場所名詞 には、 日本語 の 「中」にあたるものにsogと'anが 、
「下」 にあた るものにmitと'araiが あって使い分 けが ある。限 られた領域 の 厂中」や 「下」.
には前者(sog及 びmit)が 用 い られる(門 脇1998:18)。 このよ うなはっき りした区別 は
アル タイ諸言語や 日本語 にはない(た だ しsogと'anの 意味の対立は 日本語 の 厂奥」 と 「内」
に似 た面がある とい う(野 間p.c.))。
日本語 においての場所名詞 は、前に きて基準を示す名詞が必ず属格を とり、場所 を示す格 も
場所名詞 の後 ろにつ くのが普通で ある。つま り日本語 の場所名詞は名詞 としての性質 を完全 に
備 えている とい うこ とがで きる。
机 の 上κ 本が ある
(6)同 格 的な関係 の場合、 トル コ語、モ ンゴル語 ともに属格を使 うことはできず 、単 なる
名詞 の並列 となる。朝鮮語で は名詞の並列、 もしくは指定詞一'idaの現在連体形(一'in)で しか
言 えない。
(7)の うち、(7a),(7b),(7c)では多 くの言語で属格 を用いない(ト ル コ語 、朝鮮
語 な ど)。 モ ンゴル語では(7a),(7b)の 場合には属格が現れ るが、(7c)の 場合 には現れ
ない とい う(梅 谷p.c.、 なお(7c)の 場合、修飾す る名詞 が 「隠れたn」 を持 っていれ ばそ
れ が現れ る とい う)。(7c)の 場合 に、ツン グース語 では この関係 を示す特別 な接辞 一ma/一ma
があって これが用 い られ る。
[ナ ーナイ語]moo-maogda「 木製 の舟」
トル コ語 では さらにこの場合、無表示の他 に奪格が用い られ る場合 もある。
tahta-danoyuncak「 木の お もちゃ」
(7d)「 所有か らの逆転 関係」 とは次の よ うな点 をい う。
「長 い髪の女」*「 髪 の女 」(「髪」 は側面語)⇔ 「女 の髪」(通 常の所有関係)
朝鮮語 では この よ うな場合連体修飾節 による 「髪が長い女(merigagin'y(オa)」 のよ うな表
現が普通で、「長い髪の女」式の表現は若干 詩的に感 じられ るとい う。アルタイ諸言語 ではこの
よ うな場合、上述の 「所 有/存 在 を示す接尾辞」 を用 いるこ とがで きる。
トル コ語では以下の両方 の表現 が可能で あるとい う(Lewis1967:260、 例 も)
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pencere-si
窓.そ の
a輅koda「 窓 の開いた部屋」
開いた 部屋
aﾇikpencere-li
開 い た 窓 持 ち の
oda「 窓 の開いた部屋」
部屋
(8)数 量詞 の場合、アル タイ諸言語 では属格 は用 い られ ない。朝鮮語で属格を用いた型は
まれ で、 日本語か らの影 響 による可能性 が考 え られ る(門 脇1992:238)。 朝鮮語での最 も基
本 的な型 は 「名詞一数量詞(一 格)」(子 豚 三匹、な ど)で あ る。モ ンゴル語では4ぐ らいまでの
数 ではTarypaBrお まえたち三人 」、axAYYxo?r兄弟二人」 のよ うな語順 も用い られ
る。
1.7.4.属 格 の 連 続 使 用
トル コ語 、モ ンゴル語及び 日本語では、基本 的にい くつ で も続 けて用い ることがで きる(例
えば、「とな りの家の庭の梅 の木 の花 の匂 い」 な ど)。
ただ し トル コ語 では、属格がい くつ も繰 り返 され るパターンは好 まれず、省略 され るこ とも
ある とい う(勝 田1986:32、 下記の例 も)。
Hasan'in
ハ サ ン の
amcasi(nin)
お じ の
oglu
息子
他方、朝鮮語のニ'euiは 連続 していくつも使用す ることは基本的に避けられる傾向にある。
日本語で属格名詞が連続するような場合(「となりの家の梅の木の花の匂い」など)に は、='eui
を一つもしくは二つ残 し、それ以外は基本的に単なる並列によって表現することが多いとい う。
1.7.5.主 節 に お い て用 い られ る 「属 格 」 の 主格 的用 法
トルコ語やモンゴル語、日本語の連体修飾節において、属格が主格的な機能で用い られるこ
とがあることは(5.8.3.2.で 後述)、 よく知 られている。 しか し主節でも、属格 とされてい
る形式が主格的な機能で用いられる言語がある。この場合、もちろん当該の形式はもはや属格
とい うには問題がある。すなわち、この現象は、ある同一の形式が主格的にも、属格的にも用
いられるとい うことである。
琉球語(首 里方言)の 主格の使い分けには主語の有生 ・無生が関与しているようにみえる。
以下の記述は西岡 ・仲原(2000:13-4)に よる。
「ガ」 主語 が人及 び代名詞 の時;ナ ビーガ ワラユン 「ナ ビー(女 性名)が 笑 う」、
ア リガ ミアテ ィ ヤン ドー 「あれが 目印だ よ」
「ノ」 主に一般名詞 の時;フ シヌ チュラサ ンヤー 「星がきれ いだなあ」
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上記の琉球語(首 里方言)に おける属格 の使い分 け と合 わせ て考 えると、 この言語の 「ガ]
及び 「ノ」は、主語 、 目的語 といった文 中での機能 の違 いよ りも、む しろ有生無生の違い を主
た る条件 として使 い分 け られ ている面 があるよ うである。
熊本方言で も 「の」 による主語の表示が ある。 「が」 も用い られ るが、秋 山 ・吉岡(1991:
187)に よれ ば、次にみる よ うな使 い分 けがある とい う。す なわ ち、 「の」主語 は 「雨 の降っち
ょる」の よ うな現象 文、感 動文の場合 に用 い られ る(FSPの 観 点か らいえば、「全体が新情報で
ある文」 とい うことができよ う)。 他方、理 性的な判断文 には用い られない(例 えば、「止めた
が良か」、「そ るが良か」な ど)。
1.7.6.物 主 代 名 詞 「～ の も の 」
トル コ語では、属格 の形式 が物 主代名詞 的に用 い られ る。 この点で 日本語 の 「の」 と似てい
る。属格の後ろに さらに 一kiを伴 った形式 も用 い られ る(勝 田1986:35、 以下の例 も)。
$uarabaseninmi?
「その 車は 君の か?」
benimbisikletimbozuk
厂私の 自転車は 故 障 している。
Senin-kinasal?
君 の は ど う?」
なお この 一kiは処格 に もつ き、「～にあ る、～にいる」(名 詞修飾 要素)、 「～ にあるもの、～
にい るもの」(名 詞的 に機能す る要素)と い う意味 を示す(林1995a:118-9、以下の例 も)。
k?-de-ki輟cuklar「 村 にい る子供た ち」el-iniz-de-ki「 あなたの手にあるもの」
村一処格一ki子 供(複 数)手 一2人 称(敬)一 処格一ki
モ ンゴル語では1.6.4.の 二重格の項でみた よ うに、一部の格は属格 に さらに接続す る。こ
の場合 に属格 は物主代名 詞 的に働 く(皿op氷 一〃舜跿湾 「ドル ジの ところに(一 属 格 与格)」 、
ax-biHPYY「 兄 のところの方へ(一 属格 方 向格)」、ax-b'H-raH厂 兄の と(一属格一共 同格)」)。
しか しこれ以外の格のつ く時には形 式名詞 的接尾辞 一xをつ けてか ら、そ の後 ろに格 をっけなけ
れ ばな らない(axbiH-xaac「 兄のよ り」)。以上 のモ ンゴル語 に関す る記述は橋本 ・谷(1993:
93-4)に よる。
ツングー ス諸語 では一ηgi(ナ ーナイ語 な どIH群 の言語 で、エ ウェ ンキー語 な どでは一ηi)に よ
って物主代名詞が形成 され る。
[ナーナイ語]
mi一ηgiinda-ggigoinai一 ηgi
「私 の(も の)」 「犬の(も の)」 「別 の 人 の(も の)」
(Onenko1980:549より、表記 は一部改変)
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エウェンキー語における上記の要素 一ηiは、一部の方言で属格的な機能で用いられることが
あるが、そのことからただちにこれを属格 とみることには問題がある(池 上1979:145)。
朝鮮語の属格一'euiには上記のような物主代名詞的な用法はなく、形式名詞的な語であるges
を用いなければならない。上記のアルタイ諸言語の物主代名詞形成要素は実詞(名 詞、形容詞)
にのみつき得るのに対 し、gesは 連体形の用言を受けることもできる(ア ルタイ諸言語ではこ
うした場合には形動詞が用いられる)。この点日本語の形式名詞的要素である 「の」と同じであ
る。ただ し日本語とは異な り、「の」と 「こと」の使い分けがなく、全部gesを 用いて示す。
1.8.人 称
1.8.1.所 属 人 称 接 辞
トルコ語 とツングース諸語では、人称接辞が必須の要素であり、屈折要素である。
ツングース諸語の多くは属格がないかわ りに所属人称接辞を所有されるほ うの名詞につける。
所属人称接辞を持つ点では トルコ語と似ているが、 トルコ語では属格が用いられ、基本的に二
9
重表示の所有構造をとる(1.7.2.で 上述)。
チュルク諸語の所属人称接辞とツングース諸語のそれの大きな違いは、以下にみる再帰人称
の有無の他に、もう1点 ある。ツングース諸語ではどの言語でも、1,2人 称だけでなく3人
称においても単数と複数で形式が異なるが、チュルク諸語では3人 称で数の対立が無くな り、
一つの形式があるのみである(数 の対立があるとみる立場 もある(1.3.6.2.参 照))。
モンゴル語の所属人称要素は、再帰人称要素とそれ以外に大きく分かれる。モンゴル語では
再帰人称の方が義務的な屈折要素であり、他の人称の所属人称要素は義務的ではない。なお橋
本 ・谷(1993)で は再帰の方を 「再帰所有語尾」、他の人称の方を 「人称所有の副助詞」 とし
ているが、他方で再帰の要素について、「統語論的には副助詞で、独立性が強い」と述べてい
る。栗林[均](1992b:507)は 両者を分けて扱っているが、ともに 「再帰所属語尾」、「人称
所属語尾」と呼んでいる。Kullmann(1996)は 再帰をreflexivesuffix、 他の人称要素を
case-boundparticlesと 呼んでいる。モンゴル語では3人 称と再帰人称には数の対立が無い。
この点ツングース諸語 とは異なっている。
モンゴル語の再帰以外の所属人称要素の中で、まず1、2人 称 とも複数のものはあまり用い
られない。3人 称のものは、もはや主題表示としての機能がその中心となってきている。
トルコ語の人称要素は格の前につくが、モンゴル語 とツングース諸語では格の後に人称要素
がつく。モンゴル語 とツングース諸語ではさらに一部の副動詞の後にもつ く(ト ルコ語の副動
詞はそもそも人称要素を全くとらない)。ただ しモンゴル語では後置詞の後にもつき、その独立
性がかなり高いのに対 し、ツングース諸語では後置詞の後につくことはなく、格 との間にはい
かなる要素も現れない(ナ ーナイ語で斜格表示と呼ばれているものを除く)。モンゴル語の再帰
以外の人称要素は、正書法でも離 して書かれる。
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[トルコ語の所属人称接辞]
単数 複数
1人 称 一(i)m4 一(i)miz4
2人 称 一(i)n4 一(i)niz4
3人 称 .(S)i4
[モンゴル語の所属人称要素]
単数 複数
1人 称 MレIHb nnaaHb
2人 称 しMHb T礬b
3人 称 Hb/-XHb(属 格 の 後)
再帰人称1一(r)aa4/一xaa4(属 格の後)
[ナーナイ語の所属人称接辞]
単数 複数
1人 称 ji/一bi 一po/一pu
2人 称 一Sl 一so/一su
3人 称 一ni 一6i
再帰人称 一ji/一bi 一arL仁ori
朝鮮語及び日本語にはこうした所属人称 の要素はみられない。 しかしいわゆる日本語の露出
形について、これを接尾辞 一iがついてできたものと考え、この 一iを限定語尾 として上記の所
属人称接辞 と類似の要素 とみる考えがある(池 上1980:101、 なお津曲1992:273も 参照さ
れたい)。なお以下での大文字は上代特殊仮名遣いの乙類を示す。
雨(amE〈ama-i)、 月(tukI<tuku-i)、木(kI〈kO-i)、 背(se〈sO-i)
亀井 ・河野 ・千野(1996:1110)は この 一iを 「一種 の絶対接 尾辞 」 と考えている。つま り
は、 日本 語 にもかつてはHeadmarkingな 所有構造が あった可能 陸が考え られ る。以 下の例 は
玉村(1985:16)を 参考 に した。
/E/→/a/雨 雲、風上、船宿、酒屋 、金物屋
〃 →/u/っ くよ、かむかぜ
/1/→/0/木 立、木枯 らし、木漏 れ 日、ほなか、ほのお、ほば しら
/e/→/0/そ む く
1.8.2.再 帰 人 称
ツングース諸語の多くでは、主語及び文末の定動詞以外の文中の諸要素(斜 格の名詞や人称
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をとる副動詞形)に は1,2,3人 称の他に再帰人称の形式があってこれがつく。この点でモ
ンゴル語に似ている(チ ュルク諸語には再帰代名詞はあっても再帰人称接辞はない)。上述のよ
うにモンゴル語でも再帰人称の表示は必須である。モンゴル語及びツングース諸語において、
主語が3人 称の文で文中の要素にも3人 称の人称の要素を用いると、それは主語 とは別の人物
ということになる。すなわちいわゆる第4人 称的な意味を示すことになる。この点ではむしろ
エスキモー語などとよく似ている。
[モ ンゴル語]
Aopm
「ドル ジは
Aopm
「ドル ジは
囗OP>K
「ドル ジは
HOM層00
自分の本 を
HOMHb
人の本 を
HOM画00
自分の本 を
AYYA-33
自分 の妹 に
AYYA-33
自分 の妹 に
AYYAHb
人 の妹 に
erceH.
や っ た 」
erceH.
や っ た 」
erceH.
や っ た 」
[ナーナ イ語]
v
noanisogdata一 】〕go=ノtsiaxani.
彼 魚 譲 渡可能再 帰人称 食べ た 「彼 は 自分 の魚 を食べた」
vnoanisogdata-1〕go-a一〃'siaxani .
彼 魚 一譲 渡可能一斜格表示一三人称単数 食べ た 「彼 は誰 か別 の人 の魚 を食べた」
さらにモンゴル語 とツングース諸語の再帰人称には次のような重要な共通点がある。すなわ
ち、再帰人称を用いた場合には、対格が現れず、再帰人称のみがついた形が目的語 として機能
する。ただしモンゴル語では、人間を表わす名詞一般、及び前方照応の指示代名詞の場合には、
対格の後ろにさらに再帰人称がつ くとい う(梅 谷p.c.)。 すなわちここで、人間を示す名詞 と
非人間を示す名詞 との問で格の取 り方に差が現れる(1.6.5.に 先述)。
1.8.3.ト ル コ語 に お け る 、処 格 所 有 構 文 と所 属 人 称 接 辞 に よ る属 格 所 有
構 文 と の 対 立
勝 田(1986:28)に よれば 「①所有接尾辞 を伴った表現は 「所有」を問題 に してお り、②位
格 を伴 った表現は 「存在」 を問題 に した表現 と考え られ る。①paramV稱.私 はお金 を持 って
い る。②parabendevar./parabende(dir).(あの 金 な ら私の ところにあ る。」とい う。
竹 内(1989:396)に も次の よ うな記述が ある。 「Benimkarde§imV禝.私には兄弟
がい る。(BendekardeSvar.とは言えない)。BenimparamV穩.私 にはお 金 が ある
(BendeparaV?r.と 言 えるが、 この場合は臨時的な所 有を意味す る)。」
これ に対 し、他 のアル タイ諸言語及び朝鮮語、 日本 語の所有構文(存 在 する ものを主格 に し
た所有構文 、1.7.1.の タイプの文 を除 く)は もっぱ ら与格名詞 を用い た構文 に限 られ、属格
所有構文はふつ う用い られ ない。
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1.9.FSP
1.9.1.主 題 提 示 要 素
主題 を示す要素で あるとして、朝鮮語 に は ニn/ニ'eun/=neun、 日本語 には=waが あって共
にさかん に用い られ る。疑 問詞疑 問文で対比 な どの何 ら強調 な しに普通 にたずね る場合には、
朝鮮語では=n/='eun/ニneunが 用 い られず 、主格 もしくは格助詞 な しの形式が用 い られ る。こ
の点では 日本語 と異なっているが、朝鮮語 の ニn/='eun/=neunと 日本語 のニwaの 機 能は互い
に大変良 く似てい る。
他方アル タイ諸言語にははっき りとした 主題専用 のマーカーは な く、ゼ ロ形式である主格 が
テーマ を兼ねてい る場合 が多いよ うだ。 しか しこうした主題マーカー の不在 を補って働 いてい
る要素がい くつか あると考え られ る。以下 ではその点 につ いて考察す る。
なおモ ンゴル語 の3人 称所属人称要素Hbが 主題 表示 の機 能を示す よ うになってきている こ
とはすで に述べた。
1.9.1.1.主 題 も し くは対 比 の 提 示 要 素 と条 件 形 の 関係(特 に 「な る」
とい う動 詞 の条 件 形)
トルコ語のiseは 、コピュラ的に働 く語幹i一 に条件を示す接尾辞 一seがついて成立した
ものである。単なる主題提示ではなく、強い対比のニュアンスを伴 う。
Mehmetbabasina,kardesiiseannesinebenzer.
「メ フ メ ッ トは 父 に 、 弟 の 方 は 母 に 似 て い る 」(竹 内1989:194)
ウズベク語でも 「なる」という動詞の条件形がテーマを示すのに用い られる。
menkeldim,u
「私は 来 たが、 彼
ゐoez3αkelmadi.
は 来 な か っ た 」
モ ンゴル語 で主題提示 に用 い られ る60川 も、60noxrな る」 に仮 定副動詞 一60月 がついた
形60月bonに 由来す る。
aryNX厂1eHI4H60/76YxA3月xレ1VIH冂po月eTapレ1HapblH
厂偉大なるレーニン は 全 世界の プロレタ リアー トの
6四 回冫K
「書 くこ とが
ua,gaxbon
できる な ら
6Vlu,g33.
書 き な さ い 」
6a「 山MeH.
師である」
(小沢1983:55)
(小沢1983:55)
ツングース諸語 の一部(ナ ーナイ語)・な どで もosini「 なる」が主題表示 に用い られ る。
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ambaanosininaadaambisu^一,naiosiniaji
「魔物 ならば す ぐに 静まって くれ、 人 な らば 悪 く
moηgumbo
「銀 を
galaisiosinipolgonpolgonjiani
求 める な ら、 布 で包んだ大きな塊 で
orkisira,
思 わ な い で くれ 、」
(風 間2001a:74)
baarambi,
得 る で あ ろ う、」
(風 間2001a:90)
日本語でも条件形である 「～なら」は主題提示にも用いられる。
コンピュー ター を買 うな ら、あれ がいいよ
コンピュー ター な ら、あれがいいよ
1.9.1.2.ト ル コ語 にお け る属 格 名 詞 の主 題 化
トルコ語では属格名詞 と所属人称接辞 との呼応がきちんと行なわれるために、修飾する名詞
(所有者)と 被修飾名詞(所 有物)の 問に他の要素をはさみ うる。したがって、属格名詞をテー
マとして文頭におくために、以下のような構文が用いられることがある(菅 原p.c.)。
onunIstanbul'daevivar.
彼 の(家)な ら 、 イ ス タ ン ブ ー ル に そ の 家 が あ る
1.9.2.定 不 定 と数 詞 の 「1」
トル コ語 で はbir厂1」 が不定 のものを示す のに頻繁 に用 い られ る。 特に、形容詞 と名 詞の
間 とい う独 特の位 置に現れ、この場合 は数 量ではな く、不定 を示す ことがはっ き りす る。
モン ゴル 語やツ ングース諸語 では、数詞 の1は このよ うな位置 には現れない。不定の意 味で
用い られ る こともあ るが、頻度 も トル コ語 ほ ど高 くない。
数詞 の 「1」は さ らに、トル コ語でbiraz「 少 し」、bir輟k「 た くさん」、モ ンゴル語でH3rK)M
「ち ょっ と」な どの よ うに、「少 ない」、「多い」な どの表現 と結びついて用い られ ることがあ る。
ツ ングース諸語では この よ うな例 はほ とん どない。ただ し朝克 ・津 曲 ・風間(1991:23,34etc.)
にamanasoxoη 「少 し」の例があ る。
1.9.3.係 り結 び
係 り結びとは、「文中のある要素を強調 し、それに強調のマーカーがつく際に、述語動詞が一
定の形(名 詞的に働 く、形動詞的な形)を とることを要求する」現象 とい うことができよう。
いいかえれば、動詞文をコピュラ文の中に投入するプロセスとみなすことができよう。こうし
た現象は古代 日本語と、琉球語、八丈方言等をはじめとする日本語の諸方言における残存が見
られるのみである。アルタイ諸言語、朝鮮語にこうした現象はない。
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2.0.人 称 代名 詞
2.1.斜 格 語 幹
ツングース諸語とモンゴル語は斜格語幹 として主格 とは別の語幹をとるが、 トルコ語は とら
ない(す なわち、主格、斜格をつうじて同じ語幹である)。ただ、ツングース諸語の場合、属格
以下はみな同じ斜格語幹から生じたものとみなせるが、モンゴル語では属格 とそれ以外の斜格
の間にさらに違いがみられる。
トル コ 語(林1995aに よ る)モ ン:ゴル語(小 沢1983に よる)ウイルタ語(池 上1993に よる)
1人 称 2人 称 1人 称 2人 称 1人 称 2人 称
主格 ben sen 主格 6M しlI4 主格 b? s?
属格 benim senin属格
)
Mレ1Hレ1図
)
し{匹4Hレ114 属格 05mini o■smi
与格 bana sana 与位格 HaA uaMA 対格 mimbeesimbee
定対格 beni seni 定対格
)
HaMaM「
)
『aMaレ1「 与格 mindu sindu
奪格 bendensenden奪格 Ha,qaacyannaac 方向格 mittai sittai
共同格 benimleseninle道具格 HaAaapuaMaap処格 mindulasindula
騰 bende sende共同格 )Ha月Ta図 )『aMTa図 沿格 mikki sikki
螂 minduusinduu
道具格 ● 丶ゆ ●m1「 り1 ● 丶戸■S1「u1
共同格 mindeesindee
2.2.一 人 称 複 数 包 括 形 と除外 形
まず トル コ語は1人 称複数における包括形と除外形の対立を持たない
sg. pl.
1人 称 ben biz
2人 称 sen SIZ
モンゴル語では現在 、包括形 と除外形の対立 を持たないが、かつてはその対立が あ り、下記
の除外形 が用い られ た。 この対立 は現在 もバオア ン、 ドゥンシ ャン、シ ラ ・ユ グル、 ダグール
に残 る。
[モ ン ゴル語]
1sg. 1pl. 2sg. 2pl.
除外形 包括形 普通 尊:敬
主格 6図 (6a)6叩 4レ1 Ta TaHap
属格
)
M回Hl414
)
MaHa囗 6MμH廂
)
『レ1Hレ1レ1 T礬bl
)
TaHal4 T礬穡blH
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なお最近 の話 し言葉 では、1pl.包 括形 に関 して6回 月Hyyc、2pl.に 関 してTaHyycと い う形
式 も用い られ るとい う(温 品p.c.)。
皿群(ナ ーナイ語、 ウルチャ語 、 ウイル タ語)を 除 き、 ツングース諸語 には基本 的にこの対
立がある。1、II群 のツングース諸語 では、所属人称接辞及び動詞 の人称表示 にもこの区別 が
あ る。
[満州語]
1sg. 1pl. 2sg. 2pl.
除外形 包括形
主格 bi ba musa S1 suwa
除外形 と一人称単数の形が、形の上で関連を持ち(母 音の交替による違いとなっている)、他
方で包括形はこれらとは全 く異なる形態を持っていることは、モンゴル語 とツングース諸語の
間にみられ る独特な共通点ということができるだろう。しかし除外形がより無標の形式をとる
のは他の地域でも観察されることであるらしい。細川(1992:450)に は次のような記述があ
る。
クリオール言語において包括/排 除の識別が発生 している場合、ウンザー ドイッチュや
ブルーム先住民英語の例にみ られるように、包括/除 外を弁別しない語彙供給言語の1人
称複数代名詞が、クリオール文法においては排除形に限定されていることが多い、という
事実は注目に値する
なおモンゴル語では、主格における除外形 と包括形の対立はなくなったが、属格形では現在
でもなお、少なくとも形の上でその対立を維持 している。ただ しその意味、ニュアンスの違い
は、除外対包括 とい う違いからズレてきているようである。
Ma月a戸cypryy川b厂 私た ちの大学」(連 帯感 のあるグループ、集団、組織の所有に際 して
用い られ る(温 品p.c.))
6%4H〃 舜cypryynbr私 たちの所有 してい る大学」(上 記以外で、個人 の集 ま りであった
り、一時的な所 有である場合 に用 い られ る(温 品p.c.))
NraHaHAo「 廂 ドギー(人 名)と 発話者 が親 しい仲 であるこ とを示す
MaHaHMOHro川 モ ンゴル が発話者 にとって親 しい母国で あることを示す
津曲(2001)で は満州語文語の包括形について、聞き手を含んでいなくとも、話 し手と聞き
手の間に親密 さがある場合には包括形が使われることを指摘している。満州語口語の包括/除
外の対立に関しても、服部 ・山本(1955)が その対立の意味を再考 している。
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朝鮮語の'uriと'urideurの 間 には以下の よ うな対立が ある とい う(梅 田1991:63、 以下の
例 も)。 これ も包括/除 外 の対 立に連 なるもの として考慮 に入れ てお く必要が あろ う。
nai'irurihaggyo'waAhaggyo'euicuggusihab'i'issseubnida.
明 日 私 たちの 学校 とA学 校 の サ ッカー の試合 が あ ります
「明 日私た ちの学校 とA学 校 のサ ッカー の試合 があ ります 」(他 学校 との対比なので'uriを
使 うのが適 当)
'urideurseisaram'eunsero'yagsog'eurgudgeihabnida.
私 たち 三人 は 互い に 約束 を かた く しま しょう
「私た ち三人 は互 いにかた く約束 を しま しょう」(成 員相互 間のこ とだか ら'urideurを 使 う
のが適 当)
日本で も沖縄北部方言(包 括(watt'a:)/除 外(?agami)、 島袋1992:820に よる)と 与
那 国方言(包 括(baNta)/除 外(banu)、 高橋1992:875)に この対立 がある。
2.3.4人 称
ウイルタ語のnooniは4人 称代名詞 として機能する、すなわちすでに3人 称の人物が現れて
いる文脈で別の3人 称の人物が現れる時、この人称代名詞が用いられる(Ikegami1968)。 こ
れまでのツングース諸語の記述には、これ と同源の語を単に3人 称の代名詞としているものが
多い。他のツングース諸語においても同様の機能を持っている可能性がある。こうした4人 称
として機能する人称代名詞は、他のアルタイ諸言語や、朝鮮語、日本語には知られていない。
こうした4人 称的な機能は、先の1.8.2.で みた3人 称所属人称接辞の4人 称的な機能と明らか
につなが りを持つものであろ う。
2.4.親 疎 ・敬 意(2人 称 ・3人 称 代名 詞 の親 疎 ・敬 意 にお け る対 立)
朝鮮語や 日本語 とは違って、アルタイ諸言語では敬語の体系は発達していない。ただし中世
蒙古語では身分の上下によって動詞の語尾に指上形 と指下形の使い分けがあった(日 本 ・モン
ゴル友好協会編1993:160、 小沢1978:128)。 これ以外でアルタイ諸言語において敬意に
よる対ヰがあるのはもっぱら人称代名詞においてである。
トルコ語やウズベク語では2人 称のみならず、3人 称の尊敬表現に3人 称複数の形式が用い
られる。 ウイグル語では2人 称単数 と複数のそれぞれに、普通 と、尊敬と、特定の3種 類が区
別 されるとい う(Reinhard1998)。
上記2.2.の 表にあるように、モンゴル語では2人 称代名詞単数にこの対立がある。ツング
ース諸語ではやはり2人 称の複数形が尊敬表現 として単数の相手にも用いられることがあるが、
まれである。近年のロシア語からの影響が考えられる。
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2.5.人 称 代 名 詞 と再 帰 代 名 詞
トルコ語の再帰代名詞kendiは 人称変化する。ただし格変化は指示代名詞と同じパターンを
とる(す なわち、pronominalnを 持っ)。
モンゴル語の再帰代名詞eepは 格変化に加え、さらに再帰人称接辞もとる。
他方ツングース諸語の再帰代名詞は所属人称接辞をとらず、格変化 にも不規則な点がある。
朝鮮語のdangsin,jeな どの1・2人 称代名詞は再帰代名詞起源である。現在の再帰代名詞
jagiも2人 称に用いられる場合がある。 日本語でも 「自分」という語が1人 称を指すのに用い
られることがある。アルタイ諸言語では、再帰代名詞起源の人称代名詞の存在は知られていな
い。
3.疑 問 代 名 詞
3.1.有 生 ・無 生(誰 と何 「名 前 は 誰 」)
ヤクー ト語 、 トゥヴァ語 、カザ フ語、モ ンゴル語、 さらにツ ングース諸語 の多 くは 「あなた
の名 前は誰」式 の言い方 をす る(菅 原 ・温 品p.c.)。 他方 トル コ語、 ウズベ ク語、 ウイ グル語
では 日本語や朝鮮語 同様 、「あなたの名前 は何 」式 の言い方 を、さらに タタール語 では 「あなた
の名 前は どんな」式の言 い方 もある とい う(菅 原p.c.)。
[ナーナイ語]siigarbusiui?「あなたの名前 は誰」
3.2.不 定 表 現
トル コ語 での不定表現 は基本 的に疑 問詞 とは形 の上で の関連が無 く、bir「1」 で不定を表現
す る(菅 原p.c.)。
istediginbirSeyvarrru?
「あなたの欲 しい 何かが あ りますか?」
biryeregidecekmisin.
「どこか 行 くんですか」
ただ しkim「 誰」に対 してはkimse「 誰か、 ある人」が ある。
ウズベ ク語、 ウイ グル語ではnerse「 何 か」 も用い られ てい る とい う(菅 原p.c.)。
モ ンゴル語で は疑問詞 によってその不定表 現は異なるが、疑 問詞 とH3「 厂1」 を構成要素 と
してい る点 では共通 してい る(温 品p.c.)。
誰か X3HH3r(3H)XYH
何か 刪aρHarIOM/ゆM
どこか(6こ) xaa」 』「3厂ra3ap/xaa宀「3厂r33
いつか X3333"3バ3H)μarT/x3333H3rT33
ツングース諸語では日本語 と同様に、疑問詞に疑問文のマーカーをつけて不定を示す。
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[ナ ー ナ イ 語]
daraojalani
机 の 上 に
ui-nuuuikawa
誰 か 戸 を
siaxasi-nuu.
食べたか?
xaa-nuublini.
イ可か あ る(xat「 何 」)
duktaini.
叩 い て い る(uz「 誰 」)
朝鮮語 では疑 問詞 がそのまま不定表現 に用 い られ る。漢語及び さらにその南方の諸言語では
この よ うに疑問表現 と不定表 現が形 の上で 区別 され ない とい う(橋 本1981:24-67に よる)。
jeguseg'ei'issneunges'imu'es'ibnigga?
「あの 隅に あ る ものは 何 ですか?」(油 谷他編1993:737)
mu'esjomjusibsi'o.
「何 か ち ょっ と 下 さい」(油 谷他編1993:738)
'yebosei'yo
,nugusibnigga?
「も しも し、 どなたですか?」(油 谷他編1993:410)
'isarammargon uguddansaram'ebsna?
「この 人 じゃ な くて 誰か 他 の 人 が いないか」(油谷他編1993:410)
3.3.全 部 否 定
トル コ語で は 「誰 もいない」はkimseyok(kimは 「誰」、kimseは 「誰か、ある人」)の
よ うに表現 され るが、一般 に全部否 定の表 現で は、ペルシ ャ語 起源 のhi轤? 用 い、疑 問詞及び
疑問詞派生の語 巻用い ない。
hi軛iryeredegitmedim.
「いかな る 場所へ も 行 かなかった」(竹 内1989:176)
モ ンゴル語では 日本語同様、 「イ可も～ない」 厂誰 も～いない」 といった全部否定 の場合には、
やは り[疑 問詞+「 も」 に類似 した機能 の付属語]を 用いて示す。 ツングー ス諸語 も同様 であ
る。
[モ ンゴル語]
πMaρy6apaa6aレixrY凾.
「どんなの も 品物 無い」(小 沢1983:610)
[ナ ーナイ語]
komnatadoui-daaabaani.
「部屋 に 誰 も いない」(Onenkol986:140)
ただ し、ツングース諸語 では全部否定 の意 を示す のに、後述 の相関構 文が用い られ るこ とも
多い。
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朝鮮語で は こ うした全部否定 の場合 、疑 問詞 より派生 した語 は使 われず、'amu「 誰(か)、
誰(も)」 か ら'amu-gesr何(か)、 何(も)」 や'amu-deirど こ(か)、 どこ(に も)」、'amu-ddai
「いつ(か)、 いつ(で も)」 が派生 した形になっている点 で特異 である(cfnugu「 誰」、mu'es
「何 」、'edi「 どこ」、'enjei「 いつ」)。
3.4.相 関構 文
この問題は複文の問題 として扱 うべきものかもしれないが、便宜上この疑問詞の項でとりあ
げることにする。
ツングース諸語のあるものは、日本語で 厂働かない者は食べない」のように表現するところ
で、疑問詞が用い られ、「誰が働かない、その人が食べない」もしくは 「誰が働かない、誰が食
べない」のような表現方法をとる。 これは疑問詞が関係代名詞にかな り近い機能を果たす よう
になってきているものとみることができる。津曲(1996)は これをロシア語や中国語の影響と
考えている。松村(1992:160-1)は これを相関的な構文と呼んでいる。本稿もこれにならい、
こうした構文を相関構文と呼ぶことにす る。松村(1992)に よれば、ウラル諸語のマ リ語など
にもこれ に類するものでさらに関係代名詞的な構造の文があることがわかる。
さらにこうした構文はモンゴル語や トル コ語でも普通に用いられるとい う。 日本語を母語 と
している者には確かに関係代名詞的で異質に映る構文だが、アルタイ諸言語全般に広く存在す
るもののようである。 したがってツングース諸語にある相関構文を全てただちにロシア語や中
国語からの近年の影響 と考えることには疑問を呈したい。
トルコ語では先行する節は必ず条件形にな り、疑問代名詞を指示代名詞で受ける形をとると
い う。
onual.
それを 取れ
hangisinibegenirsen,
どれ を 気 に入 るな ら(お まえが)、
「お まえの気に入 ったものを取れ」
(決 り文 句で)neredeak爭am,orada
どこで 夕方、 そ こで
sabah
朝
モンゴル語では、条件形だけでなく、終止形でもこの構文が成立する。やは り疑問代名詞を
指示代名詞で受ける形をとる。
X3HTYPYY∫1>K岡PH3,Tapxo>KHo.
誰 が 先 ん じて 来 る、 そいつが 勝つ 「先 に来た ものが勝 ち」
まだ十分な資料は無いが、こうしたアルタイ諸言語の相関構文には、次のような傾向がある
のではないかと考える。すなわち、英語で言えば先行詞を含んだwhatの ような構文をとる。
意味4)面 では、全体集合に限定をかけて特定の対象を選び出すのではなく、その条件にあては
まるもの全てに関してある事柄を述べる、つま り一般論を述べる文を形成する。
この点から考えると津曲(1996:183-4)がKolesnikova(1966)より引いているエウェ
ンキー語の二つの例は異質であり、これ らはやはりロシア語か らの影響と考えるべきものかも
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しれない。他方、朝鮮語や 日本語にはこうした相関構文は存在 しない。
3.5.反 語
朝鮮語が日本語と異なる点の一つに、「「ある」とい うことを強く主張するのに 「どうしてな
いでしょうか」と言 うなどの反語法がよく使われる」とい う点があげられるとい う(権1992:
14)
モンゴル語及びツングース諸語でも日本語よりははるかに多くこの反語表現が用いられる。
見方を変えればこうした反語表現とは疑問代名詞及び疑問のマーカーの、疑問以外の用法のひ
とつであるといえよう。どのような疑問詞からの反語が、どのように用いられているのか、等
についての詳細な対照は今後の課題 としたい。
4.形 容 詞
4.1.品 詞 的 性格
ツングース諸語における形容詞は、直接格の接辞をとるなど、形態的にほとんど名詞 と同 じ
ような振る舞いをする。 この点でモンゴル語、 トル コ語 と同じである。 しかしモンゴル語 とト
ルコ語の形容詞はふつうそのままの形で副詞 としても使われるのに対 し、ツングース諸語では
ふっ う道具格をっけなければ副詞的に使えない。
[ト ノレコ 言吾]
hazh
厂は や く
konu§mak.
話す 」(竹 内1989:175)
[モ ン ゴル語]
xyp,qaH図pe3P3レ1・
「はや く い らっ しゃい」(小 沢1983:499)
[ナ ーナイ語]
turganjitutuuri
「はや く 走 る」(Onenko1986:24)
朝鮮語での形容詞は動詞と形態的にほぼ同じ振る舞いをす る(ア スペク ト的な面から、連体
形の取 り方及び非尊敬の終止形に、はっきりとした違いが現れるが、その他はかな り共通 して
いる)。 さらに注目すべきはいくつかの形容詞(keuda「 大きい」、1)argda「 明るい」など)が
「大きくなる」、「明るくなる」の意でも用いられるという点である(梅 田1991:9に よる、た
だ し朝鮮語ではこうした形容詞は限られているようだ、なおアイヌ語やギリヤーク語に同様の
現象がみ られる、そしてこれらの言語でも形容詞は動詞 と形態的な振る舞いがほとんど同じで
ある)。
日本語の形容詞は現在用言の うちに数えられるが、これは歴史的に動詞 「ある」の助けを借
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りて諸活用形を整えてきたものであって、かつては名詞的性格を強く持っていたと考えられる。
語幹による複合語形成が、名詞同士の複合語 とパラレルであることにもかつての名詞的性格が
強く現れている(早 一足、雨一足)。現在でも琉球方言の一部では語幹のままで名詞を修飾するこ
とができるという(takajama「 高い山」宮古方言、狩俣1992:861).ま たいわゆる形容動
詞は連体的もしくは連用的に他の語を修飾す る時以外は全 く名詞 と同じように振る舞 う。
本稿が取 り上げた諸言語において、形容詞が名詞的な性格を持っているのか、それ とも動詞
的な性格を持っているのか、とい う違いは、形動詞が文末の述語動詞 として用い られるか否か、
ということと大きく関わっているものと思われる。つま り形動詞が文末でも用い られるアルタ
イ諸言語では形容詞は名詞的な性格を持っているし、形動詞が文末では用いられない朝鮮語で
は形容詞は動詞的な性格を持っている。
4.2.比 較 級
古チュル ク語や、 トル コ語以外の多 くのチュルク語には形容詞の比較級が存在する(例 えば
ウズベク語の一roq、しかし比較表現において必須のものとして要求されるわけではない、つま
り屈折要素ではない)。
比較級 と呼ぶには問題があるかもしれないが、次にみるような語形成の手法がいくつかの言
語に観察される。
トルコ語では第一音節を前に重複 して特定の子音を加えることにより、形容詞的な意味の語
が示す程度を強めることができる。生産性は高いが全ての形容詞的意味の語でできるわけでは
ない。母音で始まる語は必ず 一pを とり、子音で始まるものは一p、もしくは 一m,一r,一sをとる
(Swiftl963:123、 以下の例も)。
olgun「 熟 し た 」
ba§ka「 別 の 」
bellir確 か な 」
軋buk「 速 く 」
opolgun「 す っか り熟 した」
肋 醒ba眺a「 全 く別 の」
besbelli「 全 く確かな」
軋rcabukrた いへ んす ばや く」
モンゴル語 では、主に色や 、大 き さ、温度な どを示す形容詞の程度を強めるために第一 音節
を前に重複 して 一Bを っけ る(Kullmann1996:219、下記 の例 も。 なお よ り正確 には、形 容
詞 の第一音節 が閉音節 の場合 、音節末 の子音 を落 としてか ら前 に重複 して一Bをつけ ると記 述 し
なけれ ばな らない(梅 谷p.c.))。
ua-eμaraaH「 と て も 白 い 」、xa-BxanyyH「 とて も 暑 い 」
ツングー ス諸語 では、 こ うした部分重複に よって形容詞 を強 めるや り方は一般的で ない。 し
か し、シベ語、 ソロン語、オ ロチ ョン語 、ヘ ジェン語 に見出 され るこ と(い ずれ も中国領 のツ
ングース語で ある)が 報告 され ている(津 曲1993:86-7)。 これ らはモ ンゴル語 か らの影響 に
よって生 じた可能性が考 えられ る。
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朝鮮語、 日本語には形容詞の比較級は存在 しない。ただ朝鮮語では日本語の 「もっと、より
いっそ う」にあたるdeを 日本語よりも多用する(野 間p.c.)。
上記の他、指小辞が形容詞について比較級的に機能する(た だ し程度を弱める方向で)こ と
については、指小辞の項を参照されたい。
4.3.感 情 形 容 詞 の人 称 制 限
日本語の感情 ・感覚形容詞には人称制限があり、通常1人 称を感情を感 じる主体 としてしか
用いられない。3人 称を感情主体にとる場合には 「一がる」を用いるか、推量のムー ドの形式を
伴わなければならない。
*彼は恐い(恐 怖を感 じている主体が彼である、とい う意味で)
*彼は痛い*彼 は行きたい
彼は恐がっている 彼は恐いみたいだ
トル コ語の感 情述語 には こ うした人称制 限はない(菅 原p.c.)。
モ ンゴル語の6a臼PTa凾 「うれ しい」、ryH図rTa疏 「悲 しい」な どの感情形容詞 にはやは り人
称制限があ り、1人 称 を感情主体 として用 いる(温 品p.c.)。
朝鮮語 で も、gibbeu一 「うれ しい」、seurpeu一 厂悲 しい」、museb一 「恐い」な どをは じめ とす
る感情形 容詞 にや は り人称制 限があ り、話 し言葉では基本 的に1人 称 を感情主体 と して用い る。
三人称 を感情 主体 とす る場合 には、 日本語 の 「一がる」に似た機 能 を持っ 一'a/一'ehadaを 接続
す るか、推 量のムー ド形式 を接続 しなけれ ばな らない。 ただ し'apeu一 「痛い」は例外 で、3人
称主語 で もふつ うに用い られ、一'a1一'ehadaは 用 い られ ない。
geuneun'apeuda.
「彼 は 痛 がってい る」
*geuneun'ap-ehada.
5.0.動 詞 とそ の カ テ ゴ リー
5.1.ヴ ォ イ ス
5つ の どの言語も受身、及び使役に関連する派生接辞を持っている。これにはついては以下
で詳しくみる。再帰の派生接辞を持っているのは トル コ語だけである。これはモンゴル語 とツ
ングース諸語には再帰人称接辞があるのに対して、 トルコ語がこれを欠いていることと関連が
あるのかもしれない。相互に関しては、アルタイ諸言語の三つのグループがこの派生接辞を持
っているのに対して、朝鮮語 と日本語はこれを欠いている。日本語では分析的な表現である 厂～
し合う」があるが、朝鮮語には動詞の側で相互の意味を表示することができず、もっぱら副詞
sero「互いに」によってその意を表現している。
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5.1.1.受 身 とそ の機 能
アルタイ諸言語で一般に受身とされている形式は、非人称(不 定の行為者による行為、もし
くは行為者が誰であるかがあま り問題 とならない行為)の 性格を強く持っていると考えられる。
受身の形式の頻度は 日本語などよりも低 く、行為者が明示 される場合には能動文を用いるのが
普通である。
トルコ語の受身の形式(一il4/一(i)n4)は 、行為者が現れない場合に多く用いられ、非人称
述語の形成 としての性格を強く示 している。
モンゴル語で一般に受身 とされている一「Aは 「自発」 としての面を強く持っている(5.2.で
述べる)。言い換えれば、意図的に動作を行 う動作主を削除する機能があるといえよう。
ツングース諸語では受身にあたる形式はない言語が多く、それに近い働きをするものもある
がその使用頻度は低い。またこれまで受身 とされてきた形式にば、非人称の形式として、捉え
直すべき言語 もある。
フランス語に近い表現があるが、日本語では受身が使われるような場合に、ツングース諸語
では 「人」にあたる名詞を主語にした文を使 う場合がある。
[ナーナイ語]
aiSinmeηgunbici～n,(中略)乙Uηnunaicoolaxan
金 銀が あったのに、 すっかり 人が 盗んだ、(す っか り盗まれた)
(風間2000:114)
ただ しツングース諸語の中でもエウェン語は例外で、かなり頻繁に受身が用いられる。行為
者も与格をとって現れる場合が少なくない。
日本語での受身には、こうした非人称の機能の他に、主語不転換の機能で働いているものが
あると考えられる。すなわち、例えば 日本語では、「私は姉のケーキを食べた。そして姉が私を
なぐった」よりも 「私は姉のケーキを食べた。そ して(私 は)姉 になぐられた」の方が自然で
ある。すなわち(主 語が現れない文も多 く、動詞の人称変化もない)日 本語では、主語を変え
ないとい う目的のために受身が機能 している面がある(野 田1991a:130-3、 以下ではこれを
「主語不転換の機能」 と呼ぶ)。 またそれがゆえに受身の頻度も比較的高いのであろう。他方ツ
ングース語でも主語のない文が頻出するが、動詞の人称変化があるためか、同じようなケース
で受身を使わずに主語を交代させるようである。
なおモンゴル語やツングース諸語の一部では、使役の形式が受身の機能に用いられることが
ある(5.1.2.2.で 述べる)。そこでは主語不転換の機能も観察される。
5.1.1.1.間 接 受 身 文
トル コ語 では 自動詞 の受身 を含 め、 日本語 にみ られ るよ うな間接受身文は成 り立たない。 日
本語で は 自動詞 の受身 で表現 され る 「雨 に降 られ る」 とい う文は、 トル コ語において も被 動者
を主語 に して表現す る ことはで きるが、そ こでは 自動詞 で はなく、他動詞yakalamak「 つか
まえる、 とらえる、襲 う」の受身形yakala-n-mak「 つかまる、取 りお さえ られ る、(病 気 な ど
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に)か かる」 によって表現 され る。
Yagmura
雨に
yakala-n-mak(も し く は)vyagmuratutulmak
降 られ る(竹 内1989:382)雨 に 降 られ る(竹 内1989:402)
(tutulmak「 つ か ま え られ る 、 恋 を す る 、 と り こ に な る 」)
なお トルコ語では自動詞が受身形になることがあるが、これは非人称文で、日本語に訳せば
可能のような意味になる。
Bu
この
bu
この
yoldanNl爭anta§1'nagid-il-ir..
道 か ら ニ シ ャ ン タ シ ュ に 行 か れ る(行 け る)
kapidangir-il-mez.
ドア か ら 入 られ な い(入 れ な い)
(林1995a:156)
(林1995a:156)
いわゆる持 ち主 の受身の間接受身文 「時計 を奪 われ た」は、形 の上 では軋lmak「 ぶっ ける、
叩く、投 げつけ る、害 をす る、襲 う、盗む、(楽 器 を)奏 でる、まぜ る、音 を出す、似 る、鳴 る
etc.」 の使役形 である軋l-dar-mak「 鳴 らせ る、奏 で させ る、奪われ る、泥棒 にさらわれ る」を
用いて、saatlm1軋l-dar-dim「 時計 を奪 われた」(竹 内1989:74)の よ うに表現す ることが
で きる。 ここにも後でみ る使役 と受身 の接近 をみ ることができる。
モ ンゴル語で は以下でみ る朝鮮語 同様 、体の部 分に関 しては間接受身文(持 ち主の受身)が
成 り立つが、それ以外 は基本 的に成立 しない とい う(温 品p.c.)。
6囗3H3HOXONArapaaxa3一 」彫 π一r図x-caH.「 私はこの犬に手 を噛まれた」
私は この 犬 に 手(自 分の)を 噛む一使役一完了過 去
ただし次のように体の部分でない間接受身文(持 ち主の受身)の 例も見出されるという(梅
谷p.c.)。 動作の対象の譲渡可能性や所有階層での位置、その行為によって生じる主体の不利
益、などがこの構文の成立条件になっていないか、詳 しく調べてい く必要があると思われる。
しIVIMr331_13pMaa、040,000Aonnap3a∫M∫1-yy/7-aHa几叫》K33.
チムゲー ツェルマーに4万 ドル だ ます一使 役 副動詞 失った
「チムゲー はツェルマーに4万 ドル だま し取 られ た」
19980HblHaMapypryy月caHTapレ1aHblx-aa90xyB囗凾「μacaH-AAap-yγ1」caH.
1998年 の 秋 育てた 穀物の一再帰90パ セーントを 雪一与位格 圧する一使役一形動詞
「1998年 の秋 に育てた穀物 の90%を 雪につぶ された」
なお若い世代では、以下のように元の動詞(他 動詞)の 目的語(対 象物)が 現れない受身文
を文法的と判断 した、とい う(温 品p.c.)。
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6レ1山vMvynA
私 は 蚊に
xa3-YYn-caH.「 私は蚊に食 われた」
噛む一使役過 去
朝鮮語では、やはり譲渡不可能な体の部分などでは間接受身文(持 ち主の受身)が 成 り立っ
が、それ以外は能動文もしくは直接受身文による(塚 本1983:182、 以下の例文も)。
geuneungireudengai'eigeisoneurmur-ri一'yessdalmur-ri一'essda.
彼 は 飼っていた 犬 に 手 を 噛まれ た
gegisemyengonranhada.(能動文、 自動詞 の受身は不可)
そこに 立つ と 困 る(そ こに立たれ る と困る)
'abejiganaipyenjireur'irgeberyessda.(能動文、体の部分以外の持ち主の受身は不可)
父 が 私の 手紙を 読んで しまった(私 は父に手紙を読まれた)
naipyenjiga'abejihantei'irghyejyessda.(直接受身文)
私 の 手紙が 父に 読 まれ た
5.1.2.使 役
5.1.2.1.二 重 使 役 形
トル コ語 、モ ンゴル語 の使役形 は二重 に用 い られ ることが ある。 トル コ語での頻度 はあま り
高 くないが、モ ンゴル語 ではこ うした二重使役形 の生産性 は高い とい う。
[ト ル コ語]
§of6rmuavine
運転手は 助手 に
yolculankoltuklanna
乗客たち を 座席 に
otur-t-tur-du.
座 らせ させ た(林1995a:160)
モンゴル語の場合、二重使役形は上記の トルコ語の例のように意味の方でも使役の事態が二
重になるとは限 らない。すなわち必ずしも 「AがBを してCを ～させ させた」 とい うような
意味にはな らない。モンゴル語の二重使役形の機能については梅谷(1999)に 詳 しい。
ツングース諸語では形の上で二重使役形と解釈できるものがあるが、語彙的であり、生産性
は無い。
5.1.2.2.受 身 と し て も 用 い られ る使 役
モ ン ゴル語 では一般 に使役 とされ てい る 一yy月2/-nrが 受身 の意で用 い られ る場合 が ある
(以下の例 は梅谷1998:5-6に よる)。
6囗
私は
6囗
私は
,gynnnaa-r
ドル マ ー を
月op鼡 図一A
ドル ジ に'
yレ1∫1層」Vyn-caH・
泣 か せ た
AopoM冫Kn-yyrFCaH.
い じ め られ た
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上の例に見 るよ うに、使役 の意ではCauseeに 対格 が(自 動詞の場合)、 受身の意では行為者
に与位格 が用い られ る。
したがって一般 に受身 の形式 とされてい る一「Aと の機能 の違いや使い分 けが問題 とな る。
例 えば、「殺 された」と言 う場合 に、行 為者が不特定であ る場合には一叩 に よる受身文が、行
為者が具体的 に特定 されてい る場合 には一yy∫12/¶ 「 による受身文 が用 い られ る(温 品p.c.)。
梅谷(1998:64)は 以下の よ うな文 の違 いについて、 どの よ うにイ ンフォーマ ン トが感 じ
てい るかを報告 している。す なわ ち、一yyj12/¶ 「 を用いた上の文では 「バ トが私をめがけて
叩いてきて、私 が叩かれた状況が思い浮かび」、一叩 を用 いた下 の文で は 「バ トの近 くを通 りか
かった ら、ち ょうどバ トが手 を動か して、そ の手がたまたま私に当たって叩かれた状況 、ある
いは、バ トが暴れ ていたが、その ことに気づかず に近 くを通った私がバ トの手に当たって叩か
れ た状況 が思い浮 かぶ とい う」 としてい る。
6囗EaTa-AμOXM一 」μ7-caH、
私 は バ トに 叩 か れ た
6レ16aTa一,qUoxレ1層 ノ7τ一caH.
私 は バ トに 叩 か れ た
なおモングォル語(土 族語)に は受動態を形成する特別な接尾辞がなく、受動態は使役形と
同じ形で表わされるとい う(栗 林[均]1992c:493)。
ツングース諸語でも、満州語、ナーナイ語、ウイルタ語などでは、一般に使役 とされている
形式が構i文や動詞の意味によって受身を意味する場合がある(詳 しくは風間2002)。
[ウイル タ語](下 記 の例文はTsumagari1985に よる)
biiVcaanarreeηon-vHaut-dm-bi.
私 は その 人 を(対 格)行 かせた(行 く一使役 ・受身一完了一一人称単数 主語)
b?aanaridupaaccooc-cim-bi.
私 は その 人 に(与 格)叩 かれた(叩 く一使役 ・受身一完了一一人称単数 主語)
ここで もや は り、使役では対格名詞 が、受身では与格名詞 が現 われ ているが、 この ような格
が受身/使 役 の意味 を決定 しているわけではない(風 間2002)。
朝鮮語 の一'i/-hi/一ri/一giも使役 と受身の両方 の意味 にな り得 る。さ らに単 なる他動 としての意
味で も実現す る(bo-da「 見る」 一bo一,'一da「 見 える、見せ る、見 られ る」)。
ただ し以下 のい くつかの点に留意 してお く必要があ る。 まず この接辞 は語幹 との結びつきが
強 く、意 味の面で も形の面で も語幹によって不規則 な面を示す。つ ま りは文法的 とい うよりも
語彙 的な 要素 であ る(次 の5.1.3.で さ らに述 べ る)。 使役 的 な意 味 のもの には上 記の他 に
一'u/-gu/一cuと い う異形態が ある(形 の面で の大 きな違 いから、別形態素 とす ることも考え られ
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よ う)。 一'i/-hi/-ri/-giが っ く動詞語幹の意味に よって も、使役 か受身か、 どち らの意 味にな る
かはあ る程度決 まってい る。meg-da「 食べ る」に対す るmeg一'i-da「 食べ させ る」とmeg-hi-da
「食 われ る」のよ うに、形 の分かれ るもの もあ る。 さらに、慶 尚道の方言では使役的な意味の も
の と受身的 な意味の もの とでアクセ ン トが異なる。
英語の"Ihavemyhaircut."のよ うなhave使 役文、フランス語 のfaire使 役文、 中国語の
「叫jiao4」 、 「譲rang4」 による使役文で も受身 の意 味で解釈 され る場合が あることが知 られて
い る(現 代 中国語 のこ うした用法 について、橋本1989:901は 満州語の影響 を考 えてい る)。
ナーナイ、 ウイル タな どのツ ングース諸 語には非意 図的再帰的、及び主語不転換、 とい うべ
き使役の用法 がある(詳 しくは風 間2002)。 トル コ語 にも非意 図的再帰 的用法 の使役 がある。
なお主語不転換 とみ るべ き使役の用法はギ リヤーク語やエ スキモー語 にもみ られ る。 日本語の
現代語 にお ける 「少年 は 目を輝 か ぜて話を聞いていた」、古文の 「馬 の腹射 さぜて 」な どもや
は り主語不転換 の機能 を持 ってい るとみ るべきであろ う(風 間2002)。
[ウ イル タ語]
ηaalabikitaanjigodlukpauc一 乙i-ni.(非 意 図的再帰的用法)
私 の手 が 針 で また 刺す一使役一完 了一三人称単数(池 上1997:114)
「私 の手 に針 がまた刺 さった」
jeewipalim-bee一 乙i-miarkaulleeni.(主 語不転換)
自分 の相棒 を 急 ぐ一使役一継続反復相一副動詞 彼 はゆっく りす る(池 上1997:60)
「自分 の相棒 が急 いでいるのに彼 はゆっく りす る」
jillanjiwaninarreesaa-woo-6i.mi.(主 語不転換)
彼 は うそをついてい る、 人 を 知 る一使役一継続反復相一副動詞)(池 上 ・津曲1990:60)
「彼 は うそをついてい るよ、人 が知 ってい るの に」
[トル コ語]
Vasfiye
ヴァスフ ィエ
Teyze
おば さんは
yLIZ一?麩ukiz-dar-dL(非 意 図的再帰的用法)
顔 を ほて らせた(川 口1999:93)
5.1.3.動 詞 の 自他
5.1.3.1.使 役 と他 動 詞 化 、受 身 と 自動 詞 化 の境 界
日本語では使役と他動詞化、受身と自動詞化の境界は、形の点では少なくとも分明である。
そして動詞の自他は語彙の問題、使役 と受身はともにかなり生産的であって、文法の問題 とい
うことができる。いわゆる能動詞(意 思動詞)が ほぼその派生可能な範囲にあたる。意味の点
ではその境界は連続 している面があるが、違いが現れる場合もある([]内 のようなニュアン
スが生じる、野田1991b:225-6、 例も)。
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[使役]母 が順子を寮に入 らせる
[他動詞]母 が丿頂子を寮に入れる
[受身]風 船が割られる
[自動詞]風 船が割れ る
[動作主の自主的な意志]
[動作主の意志を問わず]
[動作主の存在]
[自然な変化]
他方、トルコ語のいわゆる使役形式 一dir4etc.(動詞語幹によってさまざまな異形態がある)、
モンゴル語の同じく一yy川2/¶「は他動詞形成接辞とも使役の接辞ともいえるもので、その境
界は明確に引けるものではない。 どちらの言語でも派生 した動詞の意味は予想できない面があ
る。
[ト ル コ 語]
ye-mek「 食 べ る 、etc.」
ye一碗r-mek「 食 べ させ る 、 養 う、 育 て る 、etc.」
[モ ン ゴル語]
臼B-ax厂 彳7く、etc.」
臼B一卿 一ax「 行 かせ る、発送す る、派遣す る、(仕 事 を)行 な う、実行す る、etc.」
特に トルコ語では形の面でも不規則な異形態が多く、語彙の問題であるということができる。
以下は独 自の使役形を持つ動詞の例である(林1995a:161に よる)。
git一 「行 く 」 g6tUr一 「持 っ て 行 く、連 れ て 行 く」、g6nder一 「行 か せ る 、送 る 」、
gider一 「去 らせ る 、 取 り 除 く 」
gel一 「来 る 」 getir一 「持 って来 る、連れて来 る」
g?一 「見 る 」 96ster一 「見 せ る 」
kalk一 「起 き る、
持 ち上が る」
kaldlr一 「起 こす 、 持 ち 上 げ る 」
朝鮮語 の一'i/-hi/-ri/-giも形 と意味 の両面 で語彙的な不規則性 を示 し、これ も語彙の問題 で あ
る とい うことができる。他方朝鮮語 では使 役に さらに一geihadaと い う分析 的な形式が、受身
にも 一'ejidaと い う形 式があって、 これ らはきわめて生産 性が高い。
5.1.3.2.自 他 対応
ツングース諸語でこれまで単に 「自動詞から他動詞を派生する」とされてきた接辞(ナ ーナ
イ語では一wo/一wu/一bo/一bu)が ある。 しか しこの接辞がつく動詞の意味を調べてみると、「移
動」を示す動詞ばかりに偏っていることがわかる。他方派生された方の動詞はもっぱら 「運搬」
を示す動詞ばか りである。 したがってより詳 しくはこの接辞の機能を 「移動動詞から運搬動詞
を派生す る」ものと規定す ることができる。
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[ナ ーナイ語]
ii一「入 る」ii-wu一 「入れ る」、
too一 「上 る、 山の方へ行 く」too-bo一 「持 って上 る、持 って 山の方へ行 く」
agbin一 「現れ る」、agbim-bu一 「引き出す 、取 り出す」
他 のアル タイ諸言語や朝鮮語 、日本語には この よ うな機 能を持つ接尾辞 は見 出されていない。
また これ まで 日本語研 究において一般 に 「自他対応」 と呼ばれてきた ものは、以下のよ うな
構 文的な対応 を前提 としていた。
自動詞文 本が 落ちる
他動詞文 彼が 本を 落とす
つまり自動詞主語(S)=他 動詞 目的語(P)で ある。しかし上記のツングース諸語にみ られ
る場合にはこ うした制限は無 く、上に見た移動動詞と運搬動詞の対応の場合、む しろ以下のよ
うな自動詞主語(S)=他 動詞主語(A)の 対応を背景に成立 していることが多い。
[ナーナイ語]
自動詞文tai
そ の
他動詞文tai
そ の
nai
人 が
nai
人 が
jookciji?麋uxani.
家 に 入 っ た
moowajookciji?黔u-guxani.
薪 を 家 に 入 れ た
したがって 「自他対応」 とい う概念その ものについて も、異 なるタイ プを示す言語 を視野 に
入れた上で、考 え直 して行 く必要があろ う。
5.1.4.動 詞 の 他 動 性
5.1.4.1.同 族 主 語
ツングース語では、見かけの上では1項 動詞 であるが、(主 語 の)名 詞 の語幹 と、動詞の語幹
が同一で、意味的 ・実質的には0項 動詞 とみるべき ものがある。 これ を 「同族主語」 と呼ぶ こ
とがで きるだ ろ う。
[ナ ーナイ語]
tigdatigda-i-ni(雨 が雨 る)
雨 雨が降 る一形動詞現在一3人 称単数
他 方モン ゴル語や トル コ語 では、全 く同一 の語幹 ではないが、一方が他方か ら何 らかの接 辞
で派生 した ものに、 こうした同族 主語 を とるものがある(菅 原 ・温品p.c.)。
[トノレコ言吾]
yagmurvyag一 厂雨 が降 る(降 るものが降 る)」
[モ ンゴル語]
u,3U3ru3u3「 川3x「 花が咲 く(花 が花 る)」
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ちなみに 「雨が降る」 とい う表現 に関 して、 この現象 は概念的 に主体 と動作が一体化 してい
るので、多 くの言語 において、主語 の名詞 、もしくは動詞 の片一方にのみ 「雨」の意味が あ り、
他方 には 「雨」の意味がない表現が多 く見 うけられ るよ うだ。た とえば朝鮮語 では 「bigaoda
(雨が 「来 る」)」、モ ンゴル語では 「60pooopHO.(雨 が 「入 る」)」、ロシア語では 「月o氷 月bH,q?.
(雨が 「行 く」)」のよ うな言い方 をす る。これ らの言語 では名詞 の方 に 「雨」の意 があって、動
詞 の方には 「雨」の意 がない。他方英語、 ドイ ツ語、 フランス語等で は動詞の方に 「雨」の意
があ る。これ らの言語 では主語 が必須 であるので、形式主語 を とるこ とにな る(英itrains.独
esregnet.仏ilpleut.)。
5.1.4.2.同 族 目的語
同族主語の問題 と平行 して、同族 目的語の問題がある。これ らはやはり表面上は二項動詞だ
が、意味的 ・実質的には一項動詞であり、いわば半二項動詞(擬 似二項動詞)と でも呼ぶべき
ものである。
トルコ語では、原則的に名詞 と動詞は別語幹だが、なんらかの接辞によって派生したものに
は同族 目的語をとるものがある。
oyunoynamak「 踊 りを踊る」
モンゴル語でも同様に、原則的に別語幹だが、接辞、特に一月a4によって派生 したものに同族
目的語をとるものが多くある。
uvyAYYna-X「 歌を歌 う」
ツングース諸語では派生接辞をとらずに直接名詞が動詞語幹として用いられ、その名詞を同
族 目的語にとるものがある。
[ナー ナイ語]
jari-wajari一 「歌 を歌 う」
niηmaam-baniηmaan一「物語 を物語 る」
他 方、一la/一laによって名詞 か ら派生 した動詞が同族 目的語 をとるもの もある。
aapombaaapo-la一 「帽 子 を か ぶ る」
muawamua-la一 「水 を 水 汲 み に行 く 」
朝鮮 語 にはcu-m一'eurcu-dar踊 りを踊 る」、ggu-m一'eurggu-da厂 夢 を夢 る」、sar-m一'eur
sar-da「 人生を生き る」な ど、上記 の諸言語 とは逆 に、動詞語幹 よ り一mに よって派 生 した名
詞 を同族 目的語 にとるものが ある。
日本語 ではい わゆる同族 目的語 をとるものに、「踊 りを踊 る」、「歌 を歌 う」、「舞 を舞 う」な ど
が ある。
日本語 の場合 、「歌」は名詞語 幹 より動詞語幹 を、 「踊 り」及び 「舞 」は動詞語幹 よ りいわ ゆ
る連用形 によって名詞 を派生 した形 になってい る。
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5.1.4.3.感 情 述 語 とそ の とる格
角田(1991)は 格枠組みの面から、二項述語に関する階層を提案 している。すなわち 「直接
影響一知覚一追及一知識一感情一 関係一能力」の順で他動性の強いものから順に弱いものへ と
階層をなしているとい う考えである。ここでは特にこの うちの 「感情」を示す動詞のグループ
がどのような格枠組をとるかについて対照してみることにした。
トルコ語 モンゴル語 ツ ン グー ス 諸 朝鮮語 日本語
語(ナ ー ナ イ
語)
一al-eklzmak 2-bir-yypnaxciajaktala一 =hantei/一'eigei ～がんを/～ に
与格 ¶yyp月ax 方向格 hwareurnaida 怒る
対格/与 位格 与格
一a/-e爭a§㎜ak )一AraMxax
うi。rdoηgosL_'einorrada
一功判 こ驚く
与格 (「不思議 に思 道具格 向格
う」 の意)
与位格
一A/一aac
凵lo脳X
(「び っ く りす
る」 の意)
与位格/奪 格
一A/一bir
μOしMX
(「い ぶ か る」 の
意)
与位格/対格
一al-esevinmek一A6a臼P川ax 一waagdanasi一='i/一gagibbeuda主 題 主 格へが ～に/～ を
一dansevin輙i
与格/奪 格
一A6a臼PTa函
与位格 jiagdanas??対格/道 具格
(日本語の 「～は～が構文」
に類似、以下も)
=(r)eurgibbehada対 格
離
一ぽ～が嬉しい
一a??mek )一AryHMrTaM 一lailaaji一 ='i/一gaseurpeuda ～が～を悲しむ
一dan??mek
与格/奪 格
なお??mekは
与位格
jiilaaji一
処格/道 具格
主題 主格
二(r)eurseurpehada対
格
図ま～が悲しい
形の上では受身
で、?mekr悲
しませ る」 があ
る
一autanmati 一AVI4VIX 一wailaaji一 _'i/一gabuggeurebda 図士)を恥ずか
一danutanmak
与格/奪 格
一aaCU4NX
与位格/奪 格 jiilaaji一
対格/道 具格
主 題 主 格
=(r)eurbuggeure'wehada
対 格
しがる
図ま》が恥ずか
しい
一dankorkmak )一aaca囗X
うiηoolo一
='i/-gamusebda主 題 主 格～がんをi恐がる
奪格 奪格 道具格 _(r)eurmuse'wehada図ま～が盟い
対格
「怒る」は感情を感 じる主体からの対象への働きかけが強く感 じられるためか、与格や方向格
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が用い られてい る。他 方 「恐い」は対象 か ら感情 主体への働 きかけが感 じられ るためか、奪格
が多 く用い られてい る。それゆえに、 この二つ を両極 として表を作成 した。他 の感情述語 では
格構造 の揺れが観察 され る。
朝鮮語 の='i/-gagibbeuda「 うれ しい」以 下4つ の述語は形容詞 で、一'a/一'ehadaを 用 い
て動詞化 され る(4.3.参 照)。
5.1.4.4.ガ ヲ交替
日本語において願望及び可能の形式によって派生(語 幹を拡張)す ると、その他動性は低 く
なり、対格のみをとっていた動詞が同じ名詞に主格 もとれるようになる(願 望の場合、拡張さ
れた語幹は形容詞変化となる、ただ し 「一がる」によって再度拡張すれば動詞変化に戻 り、対格
しかとれなくなる)。
魚 が/を 食べ たい 魚 を 食べ たがっている 酒 斑/を 飲 める
朝鮮語 ではや は り願望 の形式(一gosipda)に よる文で、主格 と対格の両方 が用い られ るが
(一gosip一,ehadaで は対格 のみ)、 可能の文では対格のみで ある。
sur一'i/一'eurmasi-gosipda.sur*一'i/一'eurmasi-gosip一'ehada.
「酒 が/を 飲 みたい」 「酒*が/を 飲 みたがってい る」
sur*一'i/一'eurmasi-rsu'issda.
「酒*が/を 飲む ことができる」
5.2.意 志 ・無 意 志(自 発 の 表 現)
モンゴル語では受身 とされている形式 一叩 が無意志表現に用いられる(斉 藤2000)
HaMa画 「6yμaaTa函xyypraM、03冫K6a面Ta川qyJlyyxa3a-r,q-aB.
私(対 格)米 入 り 炒め物 食べて いたら 石(主 格)噛 む一gd・過去(噛 んでしまった)
ra冂TT3p3rH図 回uoHxoopHaAaAo川oHMa∫1xapa-r,q-naa.
汽車の 窓越 しに 私 に 多 くの 家畜 見えた
6目ra月TT3p3rHM凾uoHxoopojloHMaJIxap一 月aa.
私 汽車の 窓越 しに 多 くの 家畜 見た
一部 のツ ングー ス語 では使 役 とされ てい る形式一waan2/一bowaan2が 無意 志表現 に用 い られ
る(5.1.2.2.参 照)。
[ナー ナイ語]
moowataminasalcijitoiko一欄 α〃一kim-bi,
薪 を 扱 っていて 目へ 当た る一使役一完 了一一人称単数 主語(当 てて しまった)
(風間1998a:78)
朝鮮語 では 一'a/一'eberida「(補 助動詞 ではない、独立用法での意味は)捨 てる」、 日本語 で
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は 「～て しまう」が完了及び無意志表現に用いられ得る。
nareurdugo'ajugabery-essda.
私 を 置 い て 永 遠 に 行 っ で 乙 ま っ た
ggambag'ij一'eberi-da.
う っ か り 忘 れ で 乙5ξ う
さらに朝鮮語 では 一'a/一'ejidaに 日本語の 自発表現 に対応す る用法 がみ られ る。
neuggy・e/ida厂 感 じ られ る 」
gidary-e/ida「 待 た れ る 」
1623)
'yegy-e/ida厂 思 え る 」
geuri'w-e/ida「し の ば れ る 」(油 谷 他 編1993:
日本語の諸方言では、北海道から東北、北関東、静岡に分布す る 「～サル」に代表される形
式が広 く無意志表現に用い られている(加 藤2000:10-11、 以下の例も)
[偶発行為]ウ ミオ ミタラツイハシラサッタ 「海を見た らつい走ってしまった」
[自然発生]マ ドガシゼンニアカサッタ 「窓が自然に開いた」
[可能表現]コ ノコンロダラコ ドモニモサカナガヤカサル
「このコンロなら子供にも魚が焼ける」
総 じてヴォイスの形式が無意志性を表示するために多く用いられていることが興味をひ く。
タイ語をはじめとする東南アジアの言語では、無意志動詞 と自動詞、意志動詞 と他動詞が密接
な関係にあり、全ての動詞は語彙的に意志動詞か無意志動詞に指定されているようだが、アル
タイ諸言語、朝鮮語、 日本語ではそのようなことはない。無意志的な動作でも他動詞によって
表わされ うる。
5.3.ア ス ペ ク ト
5.3.0.接 辞 で 示 され る(統 合 的 す な わ ち 非 分 析 的 な)ア ス ペ ク ト形 式
トル コ語のアスペ ク ト的意味 を示す形 式はみな屈折接辞 であ り、ムー ド、テ ンスの要素及び
副動詞 と同 じ位 置で これ らと相補 的に対 立 し、後 ろには人称 のみを とる。 したが ってテ ンス と
は未分化で ある。
モ ンゴル語では 一WVIX「完 了」、一3aHa4「 一時」、及び 一CXVIVI「瞬時」 と、生産性 の高い形式
と して は3種 類 の アス ペ ク トを示 す 派 生接 辞 が ある(Kullmannl996:131-6、た だ し
Kullmann1996は 本稿の1.3.5.1.で とりあげた 一U,raa4を さらにアスペ ク トの中に加 えて
い る)。他方副動詞 に文法化 した別の動詞 を続 け ることに よって、す なわち分析的 な形で さま ざ
まなアスペ ク ト的意味 を示す ことができる。
エ ウェン語 ではアスペ ク トを示す10ほ どもの派生接辞(語 幹拡張接辞)が あ り(以 下 の表
はNovikova1968に もとつ く)、 これ はツングース諸語の 中で も多い方であ る(他 にも、反動
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体 一rga「逆方 向に、再び～す る」、試動体 一s6i「～ しよ うとす る/し そ うになる」 をアスペ ク
トに加 えることが考え られ る)。エ ウェン語 では しか もアスペ ク トの接辞が一つの動詞 に二つ も
三っ もつ くことがまれ ではない。おそ らくアル タイ諸言語 の中でも、分析的でない(つ ま りは
派生(語 幹拡張)接 辞 による)ア スペ ク トの形式 が最 も発達 した言語 とい えるだ ろ う。
継続体 ～ してい る う/一c/ji/一～}i/jid/一cid/う茸/一～渮etc.
(母音調和 の異形態は省略、以下 も)
一回体 一回～す る 一n
多回体 何度 も、 もしくは続 けて～ してい る 一t/一c/一ci
始動体 ～ し始 める 一1
習慣体 いつ も～す る .一wat/一wacetc.
反復体 かつては～ していた ものだ、 一gra/一gara/一kara/一varaetc.
長時間継続体 ず うっ と～す る うaan
希少体 たまに～する 一wan
速攻体 すばや く～する 一malei
瞬間体 ちょっ と～す る 一san/一sn/一s
朝鮮語 ではアスペ ク ト専用の派生 もしくは屈折接辞はない。一'ass/一'essは意味の上で 「完 了」
的 な面 を持つ が、 厂過去」 と して扱われてお り、一geissは ムー ドと しての性格 を強 く示 してい
る。
日本語 にもアスペ ク トを示す非分析 的な形式はない。 やは りタ形 の意味 に 「完了」的な面が
あるのみで ある。
5.3.1.(分 析 的 な 形 、 特 に 存 在 動 詞 に よ る)不 完 了 及 び 完 了 の 形 式
エ ウェン語やエ ウェンキー語 では進行 な ど不完 了的な意 味を示す接辞が ある。 しか しこれは
接辞であ って、副動詞的な形式に存在 の動詞 を続ける 日本語(～ て い る)や 朝鮮語(一go'issda,
一a/-e'issda)、モ ンゴル語(一 冫K6a函x,一aa月6a啾)の や り方 とは異なっている。 トル コ語 の
一iyorは 歴史的 には 「歩 く、進 む」の意の独立 した動詞 にさかのぼ る(林1995a:33)。
チュル ク諸語の中で も、ウイグル語 、ウズベ ク語 な どで は一pも しくは一a/-eな どの副動詞 に、
tur一(「立っ 、 とどまる」、 トル コ語 のdurmakと 同源)が 接続及び融合 して成立 した形 式が、
現在 進行 や完了の状態を示す形式 として用 い られ ている(菅 原p.c.)。
なおモ ン ゴル語 の存在動詞6a凾xは 元々 「立ち止 まる」等 の意味で、現代モンゴル語 で も近
似 の意味 を保持 してい る6a啾 「や める(他 動詞)」 が用い られている。 日本語 の 「い る(〈 ゐ
る)」 もかつての意 味は 「座 る、座 ってい る、 しゃがむ 、ある場所 に存在す る、住む、活動 がや
む、静ま るetc.」 で ある(林 ・安藤il997:1418に よる)。
日本語(共 通語)の 「～て いる」は現在進行 の意 味 と結果 の状態 の継続の意味の両方 を示 し、
動詞 によって どち らかの意 味に決 まるのが普通 である。それ ゆえこれに基づ いた動詞分類 がな
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されている。ただし、動詞によって、また文脈によっては両方の意味になり得る。朝鮮語にも
類似の状況があ り、アスペク トによる動詞分類が行なわれてきている。
他方西 日本の諸方言の多 くでは、「～(連 用形)よ る」、「～(音 便語幹)と る」の対立があ
り、前者は主に現在進行、後者は主に結果の状態の継続の意味で用いられる(大 分及び愛媛で
の前者は、「～よる」に将然体の用法もある、すなわち 「(今)～ しようとしているところだ」
(例えば滑走路を走っている状態で 厂飛行機が飛びよる」 と言える)で も用いられるとい う)。
以下の愛媛方言の例は佐藤(2002:159)よ り。
蛇が死ん どる 「死んでい る」 蛇 が死 んに ょる 「死 にそ うだ」
雨が降っ とる 「雨が降った(跡 があ る)」 雨が降っ りょる 「雨が降ってい る」
「～ しそ うだった」 の意で 「～ しよった」が用い られる方言 は さらにた くさんある。
過去 に起 きたできご とをその形跡 か ら判 断す る 「雨が降っ とる」 のよ うな用法 はそ の機能 の
点で、5.4.2.で み る伝聞法の機 能にっながっているもの と考 え られ よ う。
この よ うな対立 が さらにモ ン ゴル語及 び朝鮮語 にみ られ る。 おお ざっぱに言 えば、上記 の
一冫K6a崩x及 び 一go'issdaが 現在進行 の意 に、一aa月6a函x及 び 一al-e'issdaが 結果 の状態 の継
続 の意で用い られ る。ただ し朝鮮語の 一go'issdaは 、再帰的な意味の動詞 な どでは、結果 の状
態 の意 味にな ることが ある。 またモ ンゴル語 の 一aa月6a凾xに はさ らに 「長い継続」(「今朝 か
らず っ と雨 が降っている」な ど)の 用法 もある。なお朝鮮語の 一a/-e'issdaは 自動詞(中 で も、
なん らかの結果 の残存 を含意す る 自動詞)に しかっかない、とい う生産性 に関す る制 限があ る。
日本語 の 「～ている」 には さらに 「習慣」、 「経験」の用法が ある。上記 の ヨル ・トル の対立
を持つ方言 では 「習慣」につ いては ヨル及び トルの両方 を用い ることができ、「経験」では トル
が用 い られ る。
私 は毎朝新 聞 を読ん デt'ノレ
私 は毎朝新 聞 を 読み.9JL,/読 ん みウレ
彼 は も う2回 も韓国へ行 っ テイIL
彼 は も う2回 も韓国へ*行 き31L/行 っ ん〃
日本語の古文 には完了 を示す形式に 「つ」 と 「ぬ」があった。 両者 の違い について はい ろい
ろな説が となえ られて きたが決定的な説はない とい う(林 ・安藤1997:871)。 両者 の間には
一般的傾 向 として以下 のよ うな対照的特徴が見 られ るとい う(林 ・安藤1997:871)。
接続 表現される気分や感 じ 意味
つ 主に他動詞につ く 人為的(動 作的)、主観的 ある動作 ・動きがそこで終わった
ぬ 主に自動詞につ く 自然的(状 態的)、傍観的 ある動作 ・動きがそこから発生した
「ぬ」に関して、自動詞にっ くという接続の面と、ある動きが発生し、その結果の状態が継
308
アル タイ諸 言語 の3グ ル ープ(チ ュル ク、モ ンゴル 、ツングース)、 及び朝鮮語、 日本語の文法は本当に似 ているのか
続 してい る、 とい う意味の面 では、朝鮮語 の 一a/-e'issdaと 共通す る点がある。
5.3.2.習 慣 体
トル コ語 とモンゴル語 には語末 の屈折接辞 である(つ ま りテ ンスやムー ドの接辞 と相補 的に
現れる)習 慣 体を示す形式が あ り、習慣や一般 的心理 を示す のに用い られ る。
トル コ語 でのこの形式 一ir4/-er2/一rは、中立形 と呼 ばれてい る(林1995a:48、 以下の例 も)。
Fatmasabah
「フ ァ トマ は 朝
klSlnyagmuryag-ar.
「冬 は 雨 が 降 る 」
erkenkalk-ar.
早 く 起きる(そ うい う習慣 だ)」
使用 は限定 されてい るが、形動詞 としての用法が ある(林1995a:212、 下記 の例 も)
yan-ardag「 火 山(燃 え る 山)」
モ ンゴル語 でのこの形式 一μar4は 、習慣 形動詞(橋 本 ・谷1993:84)、IndefinitePresent
(Kullmann1996:144)などと呼 ばれて いる(以 下 の例はKullmann1996:144より)。
61!ler川ee6YPI旦o川ooHL乱arThoc;qor.
「私は 毎 朝 七
syHxanyyHbon;qor.
厂夏は 暑 く な る」
時に 起きる」
これに対して、日本語ではこうした習慣や一般的心理を示すのに特別な形式を持たず、上記
の訳のように単なる現在形や進行形を使 う。朝鮮語もやはり特別な形式を持たない。
ツングース諸語では例えば上記のエウェン語の表にある習慣体(一wat/一wacetc.)が これに
近い機能 を持つものといえるだろう。 しか しこの形式は語幹拡張の派生接辞であって、屈折接
辞ではない(テ ンスやムー ドの形式はこの後ろに続 く)。
5.4.テ ンス
5.4.1.テ ンス の形 式 と大過 去 形
朝鮮語は過去形を二つ重ねて用いることができる点で特異である(大過去形と呼ばれている)。
アルタイ諸言語、日本語においてテンスの要素は接辞の中でももっとも後ろにつき(人 称の接
辞を除く)、屈折的な性格を強く持っているが、朝鮮語の一'ass/一'essはそ うではない。
梅田(1989:958、 朝鮮語の表記は本稿の方式に変えた)に よれば、「過去形は、現在まで
の過去のある時点で起こった動作を、その起点に注 目して表わす。一方、いわゆる大過去形は、
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過 去のある時点に動作が終結 した ことを表 わす。動作 の終点 に注 目して表現す るか ら、現在 の
状態 とはっ き り区別 された過 去の ことが らを表 わす。 したが って、「お客 さんが来た」は、過 去
形 を使 って 、sonnim'i'osy-ess一'e'yo.と い えば、客は今玄関に来てい るのであ り、大過 去
形を使 ってsonnim'i'osy-ess-ess一'e'yO.と い えば、客 は来た けれ ども、すでに帰っていない
ことを表 わすので ある」 とい う。
モ ンゴル諸語で もブ リヤー ト語では二つの過 去形 が複合 的に用い られて大過去(も しくは過
去完了)が 示 され るとい う(山 越p.c.、 下記 の例 も)。
biiosh-oo=b'.「私 は 行 っ た 」
私 行 く 一形 動 詞 過 去 一lsg.
biiosh-oo-hon=bi.「私 は 以 前 に 行 っ た 」
私 行 く 一形 動 詞 過 去 一形 動 詞 完 了 一1sg.
なお上記 の例 中の 一〇〇(/一aaetc.)は モ ンゴル語 の 一aa4と 、一hon(/-hanetc.)は モ ンゴル
語 の 一caH4と 対応す る要素である とい う。
ツングー ス諸語 は一般 にテンスの区別 を有す るが、エ ウェン語の直説法現在 ・過去 の形式(も
っ とも頻度 の高い形式 である)は 現在 と過去の両方 を意味 し うる。
日本語 の古文 の 「～つ つ」 の成 り立 ちについて、完了の助動詞 「つ」が二っ重なった とす る
説 がある(林 ・安藤1997:886)。 しか しその機 能の面で は、朝鮮語 の大過 去形 とは異 な り、
反復や継続 を主な用法 としている。
5.4.2.ト ル コ 語 、 モ ン ゴ ル 語 、 古 代 日本 語 に お け る 過 去 テ ン ス で の
evidentiality
トル コ語 の過 去形において、evidentialityに お ける対立があ ることは よく知 られ ている(以
下の例 は亀 井 ・河野 ・千野編1996:969に も とつ く)。
gel-di「 来た(来 た ことを目撃 した場合)」(経 験法perceptive)
gel一配∫5「 来た(伝 聞)」(伝 聞法reportive)
林(1995:25)は この 一mi§ にっいて、 「過去形 と異な る点は、行 為が行 なわれ た時点 より
あ とでその こ とに気付いた こ とを、積極的にあ らわす点であ る。過 去形 に較 べ、間接 的な知識
であるこ とが強調 され る。話 し手が直接見た ものでな く他人か ら聞いて知った事柄(伝 聞)や 、
あ とに残 された痕跡や結果か らの類推、な どが典型的」であ るとしてい る。
た だ しこの対立 はチ ュル ク諸語 全般 を通 じ一 貫 して見 られ る もので はない とい う(菅 原
p.c.)o
モ ンゴル語1ご は以 下の よ うな過 去 の諸形 式 とそ の使 い分 けが ある(以 下 の表 は橋 本 ・谷
1993:79に も とつ く、ただ し一部改変)。 なお以下 の諸形式 の うちで、一caH4及 び一aa4は 形動
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詞 で あ り 、 他 は 定 動 詞 で あ る と さ れ て い る 。
一B 単純過去
第一式
直截的な過去叙述:話 し言葉では、疑問文でだけ。第二式より
時間的に最近の感じがある。 「～した」
一caH4 単純過去
第二式
最 も普通の過去:詠 嘆の気持ちのない客観的な過去形。第一式
よりも時間的に前の感 じがある。「～したんです」
一川aa4 近過去 心理的に近い過去:自 分で体験 ・見聞した既知の過去の出来事
を叙述 したり、予期 していた出来事の発生を目前にして、「ほら
～したよ」 と詠嘆を込めて表現する主観的な過去形。
一JK33/一433遠過去 心理的に遠い過去:未 知だった過去の出来事を新たに知ったり、
予期 していなかった出来事の発生を目の前にして、「なんと～し
たんだ」 と詠嘆を込めて表現する主観的な過去形。
一aa4 推察過去 完了状態の推察、話 し言葉で
朝鮮語 には 「目撃法」(菅 野他1988:224)と 呼ばれ る形式(一dera)が ある(「 体験 法」 と
も呼 ばれ る、野間p.c.)。
geuneun'oneurhaggyo'eiga-dera.
「彼は 今 日 学校 へ 行 っていたよ(歩 いてい るところを 目撃 した)」
geuneun'oneurhaggyo'eiga-ss-eyo.
「彼は 今 日 学校 へ 行 ったよ」
'igeijoh -dera.
「これが いいんだ よ(お まえは知 らないだろ うが)」
(話 し手の体験 に基づ く、聞き手 は体験 していない ことが前提で用い られ る)
油谷他(1993:498)は この形式 につい て、「過去の回想 ・詠嘆を表わす、過去の 自分 の体験
に基づいて現在 もそ うだ と断定す る、etc.」 と述べ てい る。
日本語の古文 の過去形 には 「き」 と 「け り」の対立があった(以 下の記述及 び例 は林 ・安藤
1997:382,:490-1)a
き 一 過 去(今 よ り以前に 自分 が直接体験 した とい うこ とを回想す る)。
け り 一 過去か らの継続 ・伝 聞過去 ・詠 嘆を含んだ気 づき ・単 なる過 去、単な る詠嘆(後 発、
鎌倉時代 以降)。
今宵は十五夜な りグ ク 厂(今まで気付かなか ったが)十 五夜 だったのだなあ」
(気づ きの 「け り」)
その人ほ どな く亡(う)せ に ゲ クと聞き侍 りL
「そ の人は まもな く、亡くなったそ うだ と私 は聞きま した」
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現代語 で の 「今 日は金曜 日だった っグ]な どの 「っけ」 にもこの残存が観察 され る・
このよ うな詠 嘆 を含 んだ気づ きの意 に関 しては、 トル コ語 の一mid、及び モン ゴル語 の一>K33
にも類似 の用法 がある。
[ト ノレコ言吾]
kahvebit一 〃晦.(コ ー ヒーを入れ よ うとして コー ヒーがな くなってい るのに気付 き)
「コー ヒー が 終 わってい るよ」(林1995a:24)
[モ ンゴル語]
Haprap-433.(い ま気付 くまで知 らなかったが)
「太陽 が 出た よ」(橋 本 ・谷1993:38)
現代の日本語諸方言にも各地に 「けり」の残存が観察される。大井川流域から川根町、春野
町には 「降っク、見ク」がある。静岡では以下のような使い分けがある。
イッタ ー 現在完了 イ ソク ー 過去 イ ソタソグ ー 過去完了
これ らは上述の、朝鮮語における大過去 とその構成と機能が類似している。
岩手には次のような対立がある。
行 った っグ 過去の事実を傍観的 ・伝聞的に表現する形式
行 った った 実際に体験 した過去の事実を回想的に表現する形式
5.4.3.未 来(も し くは現 在)に 用 い られ る過 去 の形 式
トルコ語の過去形(経 験法)に は近未来の用法がある。
gel-di-mr今 行 き ま す 」
来 る 一過 去 一1sg
ウズベ ク語 、 ウイ グル語 にもあ り、 しか も古 くか らある用法である とい う(菅 原p.c.)。
モ ンゴル語 の 一naa4に は近未来の用法が ある(橋 本 ・谷1993:111、 以下の例 も)。
6M臼B-naa.「 私は(も う)行 きます」
中国語 の 「了」や ロシア語 の完 了体 な ど、完 了 とされ ている形式 が近未来 を も示す ことが思
い起 こされ る。
なお上述 のモ ンゴル語の過去の形 式の うち、一B及 び 一冫t(33/一433に も近未来 の用法 があるが、
その使用 はまれ で、方言 によってはほとん ど用いない こともあるとい う(橋 本 ・谷1993:111)。
このよ うにみて くると、モ ンゴル語 でテ ンス とされてい る形式はテ ンスの対立 よ りも、客観 的
対主観的 、直接 的認識対 間接 的認識 な どの対立が重要で、ムー ド形式 と しての面を強 く示 して
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いるよ うに思われる。
朝鮮語では以下のような例を除き、基本的に過去形を未来の出来事を示すために用いること
はできない。
'oneursihab'eun'uriga'ig'y -ess-e.
「今 日 の 試 合 は オ レ た ち が 勝 っ た な 」
他方朝鮮語で は特定の用言 に関 して、過去形が現在の状態を表わす のに用い られ る。
gyerhonhaiss-seubnida「 結婚 しています」、darin'一ass-da「 似 ている」な ど。これ は朝鮮語 の
過去形の歴史的 な由来 と関連 してい る。
日本語 で も完 了 とされ ている古文の 「つ」、厂ぬ」、現代語 の 「～て しま う」は未来 を示 し得 る。
～命限 りつと思ひ惑は る 「これで命 もきっ とおわ りになって しま うと、思い うろた える」
はや舟 にのれ、 日も暮れぬ 「早 く舟 に乗れ 、 日が暮れ て しま うそ」
明 日にはも う読ん で しま クよ
また、命令 のニュア ンスを帯びてでは あるが、 「さあ、買 った」、 「ち ょっ と待 った」、 「どい
た どいた」の よ うに タ形が近未 来を示す のに用い られ る。「あっ、バ スが来た」の よ うにたった
今発見 した現在の出来事を示 すのに も用 い られ る。 これ もタ形 の歴史的 由来(〈 てあ り)と 関
連 してい る。
5.5.ム ー ド
5.5.1.2人 称命 令 法
トルコ語の命令形、モンゴル語の命令形(下 記参照)が 語幹そのままの形であるのに対 して、
ツングース諸語の命令形は一般に明示的な接尾辞を用いた形をとる。すなわち語幹による命令
形を持たない。
[ナ ー ナ イ 語]
sia-rUU「 食 べ 一ろ 」
満州語だけは例外で、動詞語幹による命令形が用いられる(モンゴル語の影響 と考えられる)。
しかしこうした満州語においてもやはり少数の不規則動詞に明示的な形での命令形が痕跡 とし
て残っている(池 上1979:347)。
なおチュルク諸語の中でもハラジ語には10種 類の命令形があり、動詞の語彙による使い分け
がある(菅 原P.c.)。
トルコ語には丁寧な命令、もしくは複数の相手に対する命令に用いられる複数命令形(一(y)
in4)が ある。
モンゴル語では命令法に類する語尾は以下のような体系をなしている慄林[均]1992b:509)。
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命令 一φ irr来 い 」
勧告 一(G)穩ai4 ir-ere「(後 で)来 な さ い 」
催促 一(G)穰s4 ir-et営 厂(早 く)来 な さ い 」
懇願 一(e)gu・ η2ir-ogtuη 「おいで下 さい」(た だ し文語的な表現)
勧告 の一(G)arai4を 、以下にみ るツングース諸語 にお ける遠未 来命令法 とみ なす こ ともで
きる。
他方 モ ンゴル諸語 の中で もブ リヤー ト語での 一aaraiは 、未来命 令の意味が 明確で 、モ ン ゴ
ル語 の よ うに丁寧 な命令 として用 い られ る ことはない とい う(山 越p.c.)。 丁寧 な命令、依頼
には上記 のモ ンゴル語 の 一(a)gtuり2に 対応す る 一gtiiが 用 い られ 、 さらにこの両者 を汲み
合 わせ て 「丁寧な未来命令 」を表 わす こ ともできる とい う(山 越p.c.、 下記 の例 も)。
er'一eere-gtii「 後 で お い で 下 さ い 」
来 る一未 来 命 令 一依 頼
ツングース諸語の多くに特徴的なことは近未来命令形(「今す ぐ～ しろ」)と遠未来命令形(「あ
とで～しろ」)の対立を持っていることである。これは近隣のダグール語やヤクー ト語、ドルガ
ン語にも影響を与えている(藤 代1992:321-4)。
ナ ー ナ イ 語sia-ruu「(今)食 べ ろ 」sia-xaari「(後 で)食 べ ろ 」
朝鮮語 の命令形 は一(eu)sei'yo,一ra、 日本語 の命令形 は一e/-roである。 ただ し両言語 ともよ
り丁寧な依頼 、も しくは さらにぶ っきらぼ うな命 令な どに、 さま ざまな形式 とそ の使い分 けが
ある。
5.5.2.1・3人 称 命 令 形
アルタイ諸言語の中には1人 称命令形、3人称命令形 と呼ばれているものを持つ言語がある。
1人 称単数命令形は 「私に～させろ/私 は～しよう」、1人 称複数命令形は 「私たちに～させろ
/私 たちは～しよう」、3人 称単数命令形は 「彼に～させ よ」、3人 称複数命令形は 「彼 らに～
させ よ」と訳すことができる。上記の日本語訳では使役 と2人 称命令の結合で表わされている。
言いかえれば、1人 称 もしくは3人 称の人物による行為が実現されるよう、話し手(1人 称)
が希望し、これを聞き手(2人 称)に 宣言もしくは要請する、 とい う事態である。そして聞き
手がその実現に能力 ・影響力を持つ場合には、2人 称への働きかけとい う面が強くな り、2人
称への命令 として機能する。他方聞き手があまり強い影響力を持たない場合、1人 称単数では
意志もしくは願望の形式と、1人 称複数では勧誘の形式 と、3人 称では希望の形式との、境界
や使い分 けが問題となる。この点に関して、ツングース諸語ではその境界があって異なる形式
が使用されるのに対 し、 トルコ語及びモンゴル語ではその境界は明確ではなく、連続 したもの
であるようだ(下 記の5.5.3.願 望法 ・勧誘法の項を参照)。
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したが って1人 称及び3人 称 の命令形 は、意志 ・希望 形 も しくは希求法(optative)と して
記述 されてい ることも多い。
トル コ語 モンゴル語 ツングース諸語
(ナーナイ語)
1人 称単数命令 一(y)eyim2 _fl 一gi-ta
1人称複数命令 一(y)elim2 (一gi-to)
3人称単数命令 4-Slri 一r
● ●
一gi-ni
3人称複数命令 一sin4(一ler2) 一gi一乙i
上記 の トル コ語の一(y)eyim及 び』一(y)elimを 構…成 す るeの 要素 に関 して、 これ を独
立 の形態素 として分析す る見方 もある。 その根拠 は、現 代語 ではあま り用 い られ ない もの の、
二人称単数 のveresin「 与え ろ」、三人称のvereと い う形式 があるとい う事実に よる。
なおナーナイ語では筆者 の知 る限 り1人 称複数命令形 はほ とん ど用 い られ ない。
朝鮮語で は 日本語 と同様に使役 と命 令の組 み合 わせ に よって表現 され る。 ただ し1人 称 と3
人称 では若干そ の構成が異なってい る。
naigameg-geiha-ra.
「私 が 食べ るよ うに せ よ」(「私 に食べ させ よ」:話 し手 が主導権 を持ってい る場合)
タ　na「eurmeg-1一 「a・
「私 を 食べ させ よ」(「私 に食事 を与 えて くれ」:聞 き手が主導権 を持 ってい る場合)
ラ ロ 　 ラ
geUSaramelgelmegナ8「 α・
「あの 人 に 食べ させ ろ」
5.5.3.推 量 法 ・願 望 法 ・勧 誘 法
トルコ語 モンゴル語 ツングース諸語 朝鮮語
(ナ`fイ語)
推量(～するだろう)
●
一1retc.(中 立 一x6a凾x(aa)sainaa(副 詞)V一(eu)rgeissda
形) 一(eu)rges'ida
一(y)acak
/一(y)ecek
(ただ し主観
的な判断であ
る場合のみ)
将然(～ しそうだ) 一al-eyaz一 一XHb33 一(eu)rgesgatda
一Maap6a齟a 一(k)ica一/一(k)ica一●一geiss一
願望(～ したい) 一mek/一mak (テンスー人 称) 一gosipda
■
iste一 一XIOMC礬
_A
意志(～ しよう) _(y)eyimz 一gojawa/一gujawa一(eu)rgei('yo)
(「約束法」と呼ば
れている)
一(eu)rges'ida
●
一geiss一
勧誘/提案 一(y)ehm2 一go(ari)/一gu(ari)ja
(～しよう) 一(eu)bsida
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トル コ語 の一(y)elimは 話 し相手 を含 む場合 に も(す なわち包括的一人称複数的 にも)、 含
まない場合に も用い られ る。 したが って含む場合 には勧誘 となるが、含 まない場合 には 「(あな
た(方)は ど うす るかは ともか く)我 々の方は～ しよう」とい う提案 となる(林1995a:64)。
モン ゴル語の 一xbnncaHは 実現 可能性 の低い願望 の際 に用い られ る(温 品p.c.)。
モ ンゴル語の 一Maap6a所Haは 厂～ しそ うにな る」の意で も用い られ るが、 これ と同様 に
ナーナイ語 の一(k)i乙a一 にもこ うした 「将然」の用法があ る。 この ことは、近未来 の実現 が期
待 され る事 態に関 して、1人 称 が主語 であれ ば願望 とな り、3人 称が主語 となれ ば将然 とな る
わけであ り、その両方 に使 える形式 はこ うした人称 の違い を越 えて意 味範 囲が展 開 している も
の と考える ことができる。
[ナ ーナイ語]
m?agdagu-ica-iwaacakawa
「私 は 飛 ぼ うとしている アオサギを
icaxambi.
見 た 」 (Avrorin1961:63)
同様 にモ ンゴル語 の一臼は意志 にも勧誘 にも用い られ るが、意志は1人 称 単数 、勧誘 は1人 称
複数 に関 して機能す る とい う違 いであって、 こ うした単複の違いを越 えてこの接辞 の意味範 囲
が展 開 している もの とみ るこ とができる。 日本語の 「～ しよ う」に も同 じこ とがいえる。
ツングー ス諸語 では、願望 に関連 して、厂食べたい」、「眠たい」な どの生理 的欲求 には上記 の
一(k)i乙a一(テ ンスー人 称)と は異 なる、一masi一/一mosi一/一musi一(テ ンスー人 称)と い う形式 が用 い ら
れ る。
[ナ ー ナ イ 語]
jo覗 鰐'一 「食 べ た い 」、aa-masi一 「眠 た い 」
諸方言も視野に入れた上で 日本語に目をやると、やは り勧誘(1人 称複数)か ら意志(1人
称単数)へ 、さらには推量(3人 称)へ と、広い意味範囲に展開している形式を持つ方言 と、
それぞれの意味範囲に諸形式が分化 している方言があることがわかる。
意味 東北 ・関東 東京 静岡他
推量
イ グベ ー
イ クダ ロー イク(ズ)ラ
意志
イ コ ー
イカズ(イ カザー)
消極的
勧誘
積極的 イカマイ
(上の表 は山 口1987:136-56を 参考に作製 した)
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上代 の 日本語で も、願望 と勧誘が同 じ形式 「な」によって示 された(林 ・安藤1997:958、
下記 の例 も)。
[願望]
この岡に 菜摘ます子 家聞かな 名告 らさね
「この岡で若菜を摘んでいられる娘 さん、どこの家の人か聞きたい、名前をおあかしよ」
[勧誘]
熟田津に船乗 りせむと月待てば潮もかなひぬ今は漕ぎ出でな
厂熟田津で船に乗 り込もうとして月の出を待っていると、潮 も満ちて来た、さあ漕ぎだそ う
よ」
ウチチーヤマ トゥグチ(標 準語習得の過程で沖縄の基層方言の干渉を受けて成立 した中間
的言語変種)で は勧誘形が終助詞 「ネ」を伴って話 し手の意志の表現に用い られる(真 田編
1999:28、 以下の例も)。
ウチワ ベントー タベ3一 ネ 「私は弁当を食べるね」
サキニ カエ μ一ネ 「先に帰るね」
5.5.4.五 感 の 異 な る感 覚 に よ って 異 な る推 量 の形 式
日本語 には、推量の表現に関してその情報の来源、五感の経路によってさまざまな形式があ
り、使い分けられている。
きっ とllに ちがいない
たぶんllだ ろ う/で しょ う
ど うや ら 【1み たいだ
llら しい
1雨 が降る1よ うだ
やっぱ りIiん じゃないかな
ひ ょっ とす ると1[か もしれ ない
1【 そ うだ
1は ず だ
1ん だ
雨が降 り1そ うだ
[伝聞か、はっき りしない、間接的情報]
[視覚以外の感覚による根拠のある推測]
[伝 聞、聴覚に よる推測 の一種1?]
[視覚による推測]
トル コ語でも推量のムー ドの形式は発達 しており、述語につ く付属語もいくつもあってその
使い分けは難しいとい う。
モンゴル語、朝鮮語では上記のような日本語の諸形式に近い機能を持った以下のような諸形
式が存在する(モ ンゴル語に関しては温品p.c.)。
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モンゴル語 朝鮮語
～だろ う/で しょ う 一x6a涌x(aa) 一(eu)rgeissda
一(eu)rges'ida
-geiss一
～ よ うだ 一x(bM)山 匹6a齟a V一諸 連 体 形gesgatda
～みたいだ
～ らしい 一x60月o∫1TO凾
～んじゃないかな 一Ha6図3 jianh'eurgga
～かもしれない )一氷Mara月rW 一(eu)rjidomoreuda
～(連 体形)そ うだ 一Har3H3 一(eu)ndagohada
～はずだ 鱒・)一xeCTOレ1 一(eu)rges'ida
～んだ 一'a'yaji/一'e'yaji
～(連 用形)そ うだ 一XHb(33) 一(eu)rgesgatda
ツングース諸語でのこうした推量の形式に関する研究はまだあま り進んでいない。筆者 にと
ってもっともなじみのあるナーナイ語では、推量の形式はあまり発達していない。もっぱら副
詞sainaa「 たぶん」が用い られ、動詞は特別な形をとらないことが多い。
5.5.5.疑 問
5.5.5.1.ト ル コ語 に お け る疑 問 のfloating
トル コ語 で は、疑問の焦点 とな る語 の後 ろに疑 問小辞 ㎜ が くる(林1989:1391-92、 以下
の例 も)。
sizd?Murat-lakonu爭 一uyor-du-nuz.
あなた(は)昨 日 ムラ トと 話 し てい た(あ なたが)
sizd?Muratlakonusuyormu-ydunuz?「あなたは 昨 日ムラ トと話 していたのですか」
sizd?MuratlamikonuSuyordunuz?「あなたが昨 日話 していたのはムラ トとですか」
sizdUnm?uratlakonu§uyordunuz?「あなたがムラ トと話 していたのは昨日ですか」
sizmid?Muratlakonu§uyordunuz?「昨 日ムラ トと話 していたの はあなたですか」
他のアルタイ諸言語及び朝鮮語、 日本語にはこうした 且oatingはみられない。ただし日本語
の古文における 「や」及び 「か」は文中に現れ、特に 「か」は付いた語のみにその疑問のスコ
ープがかかる点で上記の トルコ語の状況に類似している(後 述)。
5.5.5.2.YesNo疑問文 と疑 問詞 疑 問文 との 対 立
トルコ語ではYesNo疑 問にのみ疑問助詞を用いる。ただ しチュルク諸語の中でもヤクー ト語
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では疑 問詞疑 問文 にも明示的な形式が用い られ る(YbsNo疑 問文 にはduo/d禔A 疑 問詞疑 問文に
は一Iy)。
モ ン ゴル語 でも使い分 けがあ る(YesNo疑 問文ではyy/YY、 疑 問詞疑問文ではB3)。
ナーナ イ語 ではYesNo疑 問文 には=noo/=nuuを 用い るが、疑問詞疑問文には用 いない。
ウイル タ語 ではYesNo疑 問文 には=iを 用 い、疑問詞疑 問文 には=kaetc.を 、 さ らに
=ijuuは 両方 に使われ るよ うであ る(池 上1994)。
現代朝鮮語 では疑問 のマーカー 一ni,一(eu)bniggaはYesNo疑問文 にも、疑 問詞疑問文 に
も用 い られ る。
ga-ni'?「 行 く?」mwe-ni?「 何?」
gabni-gga?「 行 きます か?」mu'ess'i-bnigga?「 何 です か?」
中期朝鮮語 にはY6sNo疑 問 一ga、疑問詞 疑問 一goとい う対立 があった。
現在で も慶 尚道方言では以下の よ うな使 い分 けがあ る。
[YesNo疑 問文]babmeg-na?「御飯 食べ る?」
[疑 問詞疑問文]mwemeg-no?「何 を 食べ る?」
日本語 の丁寧文で は どちらに も 「一か」が使 える、非丁寧文 の疑 問詞疑 問文では使 えない。
行 きます か?こ れ は何ですか?行 くか?
??こ れ何 か???こ れ は何 か?こ れ何?/何 これ?
琉球語(首 里方言)に も対立があ る(西 岡 ・仲原2000:39-40、 下記 の例 も)。
ク レー フデ イ ヤイ ビー ミ?kureehudiy稱b?麥i?(Y6sNo疑問文)
これ は 筆 ですか?
ク レー ヌー ヤイ ビーガ?kureenuuyaib?麋a?(疑問詞疑問文)
これ は 何 です か?
古文 の 「や」と 厂か」の対立もこれ に近 い もの と考 え られ る(以 下の表 と例 は林 ・安藤1997:
284-5,:1308-10に よった)。
意味 「疑問」のかかる範囲 文末用法の接続 疑問語との関係
や 事実の判断を問いかける 文全体にかかる 活用語の終止形 付かないのが普遮 ,
付 く場合には疑問
語が後にくる
か わからない語を単純に問う 付いた語のみにかかる 活用語の連体形 付くのが普通。疑問
語が前にくる
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いつれの山か天に近き(竹 取)[疑 問語 との関係]
信濃やいつこ[疑 問語 との関係]
ありやなしや[YesNo疑 問文での使用]
我が振る袖を妹は見つ らむか 「私が振る袖を妻はみただろうか(た ぶん見なかったろう:否
定的な答を前提 としている)」
妹や見つ らむ 「妻は見たであろうか(た ぶん見ただろう:肯 定的な答を期待 している)」
5.6.否 定
5.6.1.動 詞 の否 定 と コ ピュ ラ文 の否 定 と存 在 の否 定
動詞の否定 コピュラ文の否定 存在の否定
トルコ語 V-ma一
(た だ し 中 立 形 の 否 定 は
V-mezで あ り、他方否定の副動
詞一medenは 対応す る肯定形 が
ない)
Ndegil Nyok
モンゴル語 V一 形 動 詞 語 尾 一r翅
(V-xrY凾,V一 月arrY函,
V-aarY所,V-caHrY面,
V-MaaprY所)
N6回 山 N6a面xrY函
Na亅1ra
N6a吻arrY凾
(強意 ・恒常的否定)
NYr瞬(ま れだが、
主に対句 ・慣用句で)
ツングース諸語 主に否定動詞a一 による コピュラ(存 在動詞
bi一)の 否定による
Nacca,aacin,anci,
maaki,abaa,kawa,
穩i粐
朝鮮語 'anV
V-ji'anh-da
(不 可 能 はmosV
V-jimosha-da)
N=gal='i'ani-daN=g l='i'ebs-da
日本語 V(a)na-i
(形容詞変化)
N=de=wa=na-i
/jyana-i
(形容詞変化)
N=gana-i
(形容詞変化)
中央アジアのチ ュル ク諸語におけ るコピュラ文の否定では、コ ピュラの否定(古 代チ ュル ク
語舐-m艘)に 由来す る形式が現在 も用い られ てい る(菅 原p.c.)。
モ ンゴル語の コピュラ文の否定に用い られ る6囗 山 は、かっ て用い られていた存在動詞b??
に否定要素 一首iがつ いてできた もので ある(温 品p.c.)。 中期蒙古語の存在動詞 にはa一 とb??
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があり、現代語のcl?K33,6川33に 残存 している。のちにこれらは元々 「立ち止まる」等の意
味であった6a啾 に取って代わられた。他方で現在でも6a面xrや める(他 動詞)」 が用いられ
ている。現在のモンゴル語は後置型の否定(v一形動詞語尾一rYの となっているが、かつては前
置型の否定小詞(??ese)も 用い られた(風 間1992:257)。
多くのツング"ス 諸語で、動詞の否定では否定動詞を用い、否定 される動詞は形動詞になっ
て否定動詞の後ろに置くや り方がみ られる。フィンラン ド語等をはじめとするウラル諸語にみ
られる否定動詞を思い起こさせる。
[オ ロチ語]
a-si-mi
否定動詞語幹 現在形動詞一1人 称 単数
mutaja.
できる一形動詞 「私 はで きない」
[エ ウェン語]
a-sa-mxaa-r
否定動詞語幹一定動詞 一1人 称単数 知 る一形動詞 「私 は知 らない」
例外はナーナイ語 と満州語だが、これらが後置型の否定に転じた背景にはモンゴル語の影響
が考えられる(池 上1979:347-9)。
m?aa-rasim-bi.
私 知 る否 定現在一1人 称単数 「私 は知 らない」
ツ ングー ス諸語 の名詞 ・形容 詞 の否定 は存在 の動詞兼 コピュラで あ るbi一 の否 定形 に よる
(ただ し肯定 ・現在 ではコピュラを用いない、 この点に関 しては トル コ語及びモ ンゴル語 と同
様 である)。 他方存在 の否定で は存在の動詞 の否定 を使 わず、不変化 の特別な語を用 いるが、ツ
ングース諸語間でその形式は さま ざまであ る(エ ウェン語vvacta,ネ ギダール語aa乙in,ウ デへ
語an乙i,オ ロチ語maaki,ナ ーナイ語abaa,ウ ル チャ語kawa,ウ イル タ語anaaな ど。 風間
1998b:64-5も 参 照 され たい)。
5.6.2.欠 格 的 形 式
ツングース諸語 のい くつ かでは、「～な しで」とい う意 の句では、名詞 が否定 と呼応す る接辞
一laを とるが、 この正体 は明 らかでない(処 格 に似 ているが異形態 の現れが異 なる(一n終 わ り
の名詞 で一dolaと な らない)、 風間1997:110-1)。
ウイ ル タaSi-laanaanari.
妻 の な い 人
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ウ デ へabuga-la
父
an乙i
なしの
他のアルタイ諸言語及び日本語、朝鮮語にこのような形式はない。
5.6.3.禁 止
トル コ語 V-ma
モンゴル語 6hTM凾VIV-aapa凾!〉 一aau及 び6YYV
ツ ングース語 否定動詞の特別 な形oうiv
(ただ しネギダール語 はa-xalV、 満州語 はumaV)
朝鮮語 V』jima/mar'a('yo)(〈mar一「止 め る 」)
日本語 V(r)una
トルコ語の禁止の形は、否定で拡張された動詞語幹による命令形とみることができる。すな
わち禁止の事態が形の上でも否定の命令形で示 されていることになる。
チ ュル ク諸語 の中でもチ ュヴァシュ語の禁止形 は小詞anを 動詞 に前置す る(庄 垣内
1989:872)。 ただしこれはウラル諸語(ウ ドムル ト語)か らの影響で生じたものである可能
性がある(庄 垣内1989:872)。
モンゴル語の6囗Tr廟 は、歴史的にはかつて用い られた存在動詞に現在でも用いられてい
る命令形が接続 して(<b?黎?ei)成 立したものである(温 品p.c.)。
日本語の古文においては、禁止を示すのに不連続形態素 「な一そ」が用いられた。現在も長
野方言の 「なな行っと」に残存する。以下の記述は林 ・安藤i(1997:958-9)に もとつく。
上代では 「雪なたなびき」のように 厂な」が単独で禁止を表わした。平安時代には、「過ち
すな」も現れ、「な一そ」は 「～してくれるな」と優 しくとめる表現だが、「な」を文末におく
と、自分より地位の低い人に対 して強く禁止する意となる。
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5.7.可 能 ・許 可 」義 務
トル コ語 モ ンゴノレ語 ツング スー諸 語 朝鮮語 日本語
(ナー ナイ語)
能力可能 一(y)abil一 一1K4稟禮 ●一rrnmuta一 一rjur'arda 一(rar)eru
～状況可能 /一(y)ebil一 一hc60nox 一血korpi一 一rsu'issda /一(r)eru
～許可 一il一/一in一/一n一 一NくaM冫Kレ1X ● ■一ml司a
一'al一'e=do
一se一人 称olmak doida 一te=mo?
鏃 一mah/一meli )'xx3P3rT3凵 ● ●一ml司a 一'a='yal一'e=y一(r)
一xrY凾60刀 一gila一/一gila一ehadaldoidauニbeki=da
60月oxrY函一〇ri/一uri 一(a)
)一川「Y囗 na-kereba
60川oxrY凾 ●nar-ana-i
不可能 一(y)ama一 )一氷Ha月axrY凵 ・ ●一mimutaasimos一 一(rar)enai
/一(y)eme一 一m60月oxrY面 一jimos-hada/一(r)enai
一x(HNH) 一(eu)r
)
aprarY囗 su'ebsda
不許可 ^一 〇lmaz 一氷60月oxrY画 gV●一mlacaasi 一uryen 一te=wa
an-doidaikenai
/一'aseneun
an-doida
/一'eseneun
an-doida
可能 ・不 可能、義務 な どこれ らの表 現では分析的な表現が多 く用 い られ ていることがわかる。
他方、接辞 によって統合的 に示 され るもの は、 トル コ語に多 くあ り、モ ンゴル語にはない こと
が わか る。
トル コ語 の一(y)abil一/一(y)ebil一 は、歴 史的には副動詞形 にbil一 厂知 る」が接続す るこ と
によって成立 した。能力可能 の意で用い られ る。他 方いわゆる受身形 の 一il一/一in-/-n一は中立形
を後 ろに したが えて状況可能の意 で用 い られ る。 この ような受身形の否定は、状況不可能 、も
しくは禁 止の状況で用い られ る。
モ ンゴル語の 一氷ya,qaxは 能力 可能及 び、一部 の状況可能(時 間や お金 があって、でき る)
の場合 に用い られ る。一冫K60noxは 許可 ・不許可 によく用い られるが、「その魚 は食 べ られ る」
な どの場合 の よ うに、可否 が主体 の能力 にいっ さい関係が な く、対象物の状態にのみ 関係が あ
る場合 に、用い られ る。一冫KaM氷 囗xは 時 間があってで きる場合に用い られる。
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ナーナイ語の 一mi:korpi一 は時間が あってで きる場合 に用 い られ る。
朝鮮語 の不可能 の形式の使 い分 けは、油谷他(1993:724)に よれ ば以下の よ うである(一
部改変)。
一jimoshadaと 一(eu)rsu'ebsdaは文章体 ・会話体共に用 いる ことができるが、mosV
はお もに会話体 に用い られ る。また、一jimoshada、mosVは 本来的 に能力がな くてできない
ことを、一(eu)rsu'ebsdaは 能力はあ るがなん らかの条件 によって一時的 にで きな くな った
ことを意味 し、一(eu)rjurmoreudaは 経験 ・知識 ・技術な どがなくてできないことを意味す る.
日本語 の古文 にみ られ る不可能の形式 「え一 ず」の 「え」 はア行下二段活用動詞 「う(得)」
の連用形 「え」が副詞化 したもので あ り、 したがって上代 には肯定形 も用 い られた(御 船>z進
み き 「お船 は うま く進む こ とがで きた」)と い う(林 ・安藤1997:209)。
日本 語 の諸 方言 には能力 可能 と状況 可能 を区別 す る ものが多 くある(以 下 の表 は柴 田編
1975:94-5に もとついて作成 した)。
能力可能 状況可能
札幌 書ケル 書クニイイ
近畿 ・中国 ・四国 ヨー書 ク 書ケル
福岡 ・佐賀 書クル 、書 キキル 書カルル
首里 書キユーシュン 書キキ リユン
大分方言では不可能に以下のような三種類の区別がある(佐 藤i2002:184に よる)。
タベ キラン 「食べ る事 ができない」
アユの うるかはす かんき一、たべ き らん
「アユ の うるかは嫌 いだか ら食べ ることがで きない」
タベ7Lン 「食 べてはいけない」
そん豆腐 は くされち ょるき一 、たべ られ ん
「その豆腐は腐 ってい るか ら、食べ てはいけない」
タベ レ(v)ン 「食べた くない」
腹いっペー じ、 も うたべれれ ん
「腹 い っぱいで 、も う食 べた くない」
5.8.形 動 詞 ・副 動 詞(き れ つ づ き)
5.8.1.連 体 修 飾 で の底 の名 詞(HeadNoun)に よ る対 立
トルコ語では主語を底の名詞とする連体修飾節 と、目的語(よ り正確には非主語)を 底の名
詞とする連体修飾で異なる動詞の形式を用いる。中期朝鮮語でもやは り異なる動詞の形式を用
いることがある。
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トル コ 語 で の 区 別 は 以 下 の よ う で あ る(一(y)an2vs.一dik4/一tik4、及 び 形 動 詞 と し て の
一(y)ecek,一mi§,一er/-ir/-r)。
okuyan輟cuk「 読 む(読 んだ)子 供」
oku-dug-umkitap「 私の 読んだ 本」(1人 称)
oku-dug-unkitapr君 の 読 んだ 本 」(2人 称)
輟cugunoku-dug-ukitap「子供の 読 んだ 本」(3人 称)
例えばoku-dug-umkitap「 私の 読んだ 本」にみられるこうした構造は、oku-dukkitab-am
のように通常の所有構造にみられるような、名詞の方に所属人称接辞がついた構造か ら、動詞
の主語を明示するために、動詞の方へ人称接辞が移動することによって、歴史的には成立して
きたもの と考えられる(菅 原p.c.)。
なお トルコ語におけるこの対立には、主語が動詞 と一体化 している場合や無人称文に見られ
る例外があり、その使い分けの条件に関する統一的な説明はなお今後の課題である(菅原p.c.)。
またこの対立は トルコ語においては顕著であるが、他のチュルク諸語では必ずしも明確には
対立していない状況がある(菅 原p.c.)。
中期朝鮮語での区別は以下のようである。
meo・gunbab「 食べた御 飯」第IV語 基 一トN
meo・geunsarAm「 食べた人」 第II語 基+N
他のアルタイ諸言語及び 日本語では、このような対立は見られない。
5.8.2.形 動 詞 、 副 動 詞 等 の 「機 能 」
もし文の中心となる述語 として使われる動詞形(ふ つ う以下にみる言語では文末にくる)を
定動詞、名詞を修飾する機能を持つ動詞形を形動詞、名詞 と同様に働く動詞形を 「名動詞」(一
般的な用語ではないがここで提案するものである)、動詞等による述語を修飾する動詞形を副動
詞 と呼ぶことにすれば、アルタイ諸言語(特 にモンゴル語 とツングース諸語)で 一般に言われ
ている形動詞は機能的観点からはむしろ定 ・形 ・名動詞 と呼ぶべきものであ り、これに対立す
る定動詞 と副動詞がある。他方朝鮮語の半言(banmar)及 び連用形に観察される形式は定 ・副
動詞、連体形は形動詞 とい うことになるだろう。 日本語の連体形はかつては定 ・形 ・名動詞、
現在の連体 ・終止形は定 ・形動詞、連用形は副 ・名動詞、ギ リヤーク語の説述形(服 部1944)
は定 ・副動詞といえるだろう。
印欧語の研究の中で発達してきた旧来の言語学の用語をそのまま持ちこんで、こうしたアル
タイ型言語 における名動詞を動名詞、形動詞を分詞 と呼ぶことには問題が多いと考える。印欧
語の動名詞及び分詞は動詞 としての力を大きく失っているが、アルタイ型言語の形動詞や副動
詞はそうではない。印欧語では接続詞及び関係代名詞が発達 しているのでもっぱら定動詞形を
用いて文を構成 していくことができるが、アルタイ型の言語ではそれ らが発達 していない分、
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形動詞や副動詞が多用され る。以下にみるようにその種類も多い(特 に副動詞は多い)。
トル コ語 モンゴル語 ツングース諸語 朝鮮語 日本語
(ナーナイ語)
名動詞 一mek2,一met 一(eu)m,一gi
4-Ha定動詞 一diラ.d4 一(r)a(n)/一(r)a(n)一(neu)nda
.4-iyor ウK33/-H33 一ka/一ka 一(eu)brida
4一月aa 一(eu)bdida
_g
副動詞 _(y)ip4 4-Hraa 一血(単 数) 一go 一(i)te
一(y)e2《y)e2 4-xaap 一maari/一maari(複 数)一'ase/一'ese 一(i)nagara
一(y)erek2 一pi(単 数) 一gena
一meden2(1) 一Ba月4/.6a月4一paari/一paart(複 数)一gedeun 一(r)uto
2-Gesine /-xy月2 一raa/一raa/一daa/一daa
o-gei 一(r)eba
2-mek-ten-se 4Maa冫KI4H 一dalal-dala 一(eu)mye 一(i)tara
4-x川aap 一(eu)myen =node
一meden2(2) 一vocra一/一U乙io一 人 称 一(eu)myense
o
=none
一tik軻4 4-nnaru 一90一/一9U一 人 称 一(eu)meuro =vara
/一dik軻4
4一丁an 一iうi一人 称gasa 一(eu)ni
一(y)eli2 2-HryyT 一(eu)nigga =ga
一(y)ken 一(eu)njeug =kara
一?4〈/-r 一(eu)rye =keredo
一H 一(eu)ryego mo
4-aa,q 一dorog
一B4 一deni
一derado
一doi
●
Ja
一neundei
●o
うlman
一'ado/一'edo
一dagaetc.
副 ・名動詞 一(y)ince4 一(i)
(一inceyekadar
「～するまで」
では名動詞的)
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副 ・定動詞 一se一人 称 4-caap 一'a/一'e
(定動詞用法は (ただし定動詞 ji
願望の意で。副 の用法に関し 一neundei
動詞とは認め ては、6aviHa etc.
ない立場もあ の省略とも考
る) えられる)
形動詞 一neun
一(eu)n
一(eu)r
一den
形 ・名動詞 一(y)eng 一ru
.廿k4/.dik4
形 ・定動詞
・4
一㎜ § 一(r)u
一(i)ta
形 ・名 ・定 一(y)ecek2 一Aar4,一X(定 一シーriシーdii
動詞 動詞の場合、 一xan/一㎞
後続要素を
必要とする)
一aa4(基 本的
に後続要素
が必要)
形 ・定 ・名 ・ 4-nnaap,
副動詞 一caH4(付 帯
状況を示す
副動詞的用
法がある)
中期朝鮮語の連体形には形動詞的(名 詞的)用 法があったとい う
用いられる、下記の例は龍飛御天歌より)。
威 化振旅hnsin-nro與 望'i
(もっぱら格接辞を伴って
mo( jnvnna'onan-nrbosigo
「～ が 来 た と こ ろ 、(そ れ を)見 て 」
日本語 の八丈方言では終止形 と連体形(「書こ人」のようになる)の 間に形の上での対立があ
る。 これ は万葉集 にも例があり、東国方言の古い姿である可能性がある。
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5.8.3.複 文 にお け る主 語 の転 換 と維 持
日本語における 「私は太郎が来たとき寝ていた」のような文、すなわちいわばrSlS2V2
V1」 のよ うな構造の文では、どちらの名詞がどちらの動詞の主語なのか、わか りにくくなる可
能性が考えられる。 日本語や朝鮮語では=haと=ga、 一(n)eunと 一i/-gaのような対立がこ
の可能性を回避するのに役立っていると考えられ る(し たがって 「私、太郎、来たとき寝てい
た」 とするとそのわかりにくさがはっきりする。他方 「太郎来たとき私寝ていた」のような語
順にすれば問題はなくなる)。
たけしな服を脱ぐと、ハンガーに掛けた(ハ ンガーに掛けたのはたけし)
たけしが服を脱ぐと、ハンガーに掛けた(ハ ンガーに掛けたのが誰かははっきりしない)
しかしアルタイ諸言語では主題を明示的に表示する要素はそれほど頻繁に用いられない。で
はどうやって上記の分かりにくさを回避 しているのだろうか?
日本語の副動詞の中には、一nagaraな ど主語の転換(す なわち、主節 とは異なる主語をとる
こと)を 許さないものもあ り、このこともやはりわかりにくさの可能性を回避す るのに役立っ
ていると考えられる。
彼が皿 を洗って、私がそれを拭いた
*彼が皿 を洗いながら、私がそれを拭いた
他の言語でもやはり主語の転換を許す副動詞と許さない副動詞に分かれているようだ。 さら
に副動詞に主語の数や人称を表示するものもある。このことを次の5.8.3.1.で 考察する。北米
のアルゴンキン諸語などにおける指示転換(Switchreference)は 、同主語であるか異主語で
あるかを専用の要素で明示的に表示するものであるが、これに対してこうした言語の副動詞が
示す上記のような特徴は、いわば隠れた(間 接的に機能する)指 示転換とい うことができよう。
さらに、使役や受身を用いて従属節中の主語を転換 し、主節と同じ主語にそろえることによ
ってわか りにくさを回避する方法もある。これについてはすでに受身や使役の項で考察した。
他方モンゴル語でもっとも顕著に観察されることだが、従属節中の主語を斜格で表示するこ
とによって上記の分か りにくさを回避する方法もある。これについては5.8.3.2.で 考察する。
指示転換の方が、いわばV2に よって上述のわかりにくさを回避するものであるとすれば、
従属節中の主語が斜格をとることはいわばN2に よって上述のわかりにくさを回避するもので
あるといえよう。
5.8.3.1.主 語 を 転 換 で き る 副 動 詞 と転 換 で き な い 副 動 詞
トル コ語 においての以 下の記述 は勝 田(1986:153)に もとつ く。
まず先 の表 にあげた副動詞 の うち一(y)ip4,一(y)e2一(y)e2,一(y)erek2,一meden2(1)
「～せず に」,一ceslne2,一mek-ten-se2は 主語 の転換 を許 さない、っま り従属節 自身の主語を持
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たず、その動作主は主節 と同 じでな けれ ばな らない。
他方 一meden2(2)「 ～ しない うちに」,一tikge4みdikge4,一(y)eli2,一(y)kenでは、主
語は同一であわ て も、異 なっていて もよい。 ただ し主語が異な る場合 は、副動詞 に対 して主語
を立てな けれ ばな らない。
この よ うに トル コ語 の副動詞 は一般 に人称 を示す要素 を とらない が、条件副動詞 一seだ けは
例外 で、過去にっ くの と同 じ人称接辞 をとる。条件節 と主節の主語は同 じであって も異な って
いて もよいが、同 じで あって も条件 形の人称接辞 を省 略す るこ とはできない(林1995a:189、
例 も)。
eksprese
「急 行 に
yeti§ 一5θ一msaatondaIstanbul'avarlrlm.
間 に 合 え ば(私 が)十 時 に イ ス タ ン ブ ル に 着 き ま す(私 は)」
こ こで条件形 の人称 を落 とせば、条件節 の主語は3人 称の人物 と解釈 され る。
次 にモ ンゴル語 の副動詞であ るが、 これ は以下の四つのグル ープに分 けることができる。
ま ず 一Hraa4,一xaap4は 常 に主 節 と 同 じ動 作 主 を と り、独 自 の 主 語 を持 た な い 。 次 に
一Ba月4/-6a月4/一xyn2,一Maa氷 回H4,一x川aap4は 場合 に よっては主節 とは異 な る主語 を とるこ と
があ り、その場合その主語 は対格 を とる。一nnaru4,一Ta月4,一HryyT2も や は り場合に よっては主
節 とは別 の主語 を とることがあ り、その場 合対格 をとる。他方上記 の二つの グル ープ とは異 な
り、主節 と同 じ主語の場合には、副動詞 の形式の後ろに再帰人称接辞がつ くことがある。
6凵MOHro川pyy
厂私 は モ ンゴルへ
FIB-777層a∂a冫Kレ1∫1Xレ1レ1H3.
行 く ま で(自 分 が)仕 事 を す る 」
さらに主節 と異なる従属節の主語は、対格形でなく、所属人称要素によって示すこともできる。
6吼 ロHap凵P-M3厂14Hb山yyA日B川aa.
「我 々 は 来 た ら(彼 が)す ぐ に 出 発 す る 」
最後 に、一冫K/-W,一H,一aa月4,一64の グル ープ は、主節 と対等の節 を形成 し、その主語 は常 に主
格 をとる。 もちろん異主語を とるこ とができ る。
ツ ングー ス諸語で も、副動詞 の中には人 称を表示 するものと しない ものがあ り、人称 を表示
しない ものは基本的 に主語の転換 を許 さないのではないか と考 え られてい る(例 えば ウイル タ
語にっい ての津:曲1988:745、 ナーナイ 語にっいての津 曲1989:1459な ど)、 ただ しまだ具
体的に証 明 された とはいえない。
ナーナイ語 な どには、先 の表 中の一mi(単 数)/一maari/一moori(複 数)、 及び一pi(単 数)/
一paari/一poori(複 数)に み られる よ うに、主語の数 のみを表示す る副動詞 もある。
満州語 の副動詞 はどれ も人称 を とらないが、やは り基本的 に同主語 をとるもの と異主語 を と
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るものに分 かれ 、使 い分 けがある。これ については、『満州実録』巻1～4に 基づ く研 究(津 曲
1982)が ある。
朝鮮語 について、野間(1997:114)に よれ ば、一(eu)myense,一'ase/一'ese「 様態」は従
属節 内に独 自の主語 を持たないが、一(eu)myen一,'ase/一'ese「 原因、理由」,一(eu)niggaは
独 自の主語 を持ち得 る とい う。 これ らだ けでな く、全ての副動詞 は独 自の主語 を持つか否かが
決 まってい るが、節の機能 を考慮す る必要がある とい う。詳 しくは野間(1997)を 参照 されたい。
日本語 に関 して、一(i)te,一(i)nagaraは いわゆる南(1974)の い うA類 で、独 自の主語
を持 たない。 一(r)uto,一(r)eba,一(i)tara,=node,=noni,=naraは同 じくB類 で、独 自の
主語 は持 ち うるが、独 自の主題 は持 ち得 ない。ニga,=ka胆,=keredomoはC類で、独 自の主
語 も主題 も持 ち得 る うものである。
5.8.3.2.従 属 節 中 の斜 格 主 語
トルコ語では、連体修飾節の主語は属格でしか現れない(一 部例外的なものでのみ主格が用
いられる)。形動詞の名詞的用法、すなわちHeadな しの、形動詞 による名詞節の主語も基本
的に属格である(ま れに主格をとることもある)。
他方朝鮮語、 日本語における連体修飾節の主語は、主格と属格がともに現れる(日 本語でい
ういわゆる 「ガノ交替」)。
[朝鮮語]
り　 タ 　 ラヲ
90yang1.eUlUneUn
猫 の 鳴 く
na/8配 ∫sarden
私 の 住 ん で い た
sori
声
gohyang
故郷(例 は ともに油谷他1993:1418)
しかし朝鮮語の場合、次に見るような語順の転換が可能であるために、連体修飾節中の主語
と言えるのかどうかに問題がある(野 間p.c.)。
ヲ 　 タ コウ つ
UneUngOyangl-eUl
鳴 く 猫 の
sardenna一,eu
住 ん で い た 私 の
sori
声
gohyang
故郷
っま りgo'yang'i一'eui「 猫 の」やna・'eui「 私 の」 は名詞 に直接かかってい る単なる修飾 要
素である とも考 えられ る。 この点で 日本語 と朝鮮語 の状況 は大 きく異なってい る。
モ ンゴル 語では さらに属格 の他 に対格 による斜格主語が ある(最 近の考察 としては例えば水
野1995が ある)。
ただ し同主語の場合、主語は一つ しか用い られない。副動詞 に再帰形の使用 は同主語を強調する。
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6レ1XI!1『33∫133C
私 は 授 業 か ら
MPM3「 μ33L馬a図raa
戻 って来 るとす ぐに一自分の 昼 ごはんを
yycaH・
食 べた
異主語の場合、従属節には対格(不 定の時は不定対格(一 φ)、有生名詞は対格、無生名詞は
不定対格になることが多い)か 属格が用いられ る。属格は連体修飾節及び名詞的に働 く形動詞
節でよく用いられる。
TYYH〃 〃厂
彼 を
μop鼡 〃%厂
ドル ジを
月op氷
ドル ジは
θH3aレ1月blH
この 家庭 の
M〃 宀7〃〃
私の
7召Hb'
おま えの
「3PT33
家に
xap囗xa皿
戻って来 た とき
臼月caH「3冫K
勝 った と
Fl月caH「3>K
勝 った と
Hoxo図 厂xyl4BaJ1
犬が 吠 えた ら
TapbcaHL尾3μ3「
植 えた 花は
X3川C3H
言った こと
6ycaμHb臼Pレ1araa
他 の者 たちは 話 を
6叩COH.
思 った(人 々は)
60月COH.
思 った
しll!Irapaapaレ1・
おま え 出て来て くれ
Ma山 「oe
とて も
し{レ1Hb3eB
おま えのは 正 しい
YP「3」1冫K∫IYY月 冫K33・
続 け て い た
ypra冫K33・
きれいに 育 った なあ
6a凾Ha.
ツングース諸語で も、満州語でや は り連 体修飾節な どで属格 の斜格主語が、間接 引用文(ala一
「告 げる」、dorji一 厂聞 く」、9且ni一 「思 う」、hendu一 「言 う」、se一 「と言 う」 に導かれ る)で 対
格の斜格 主語が用い られ る(久 保1981)。
gerenhafasa
「衆 官人等(は)
sirnゐ8sain
汝 を よ い
semeαZαhabihe,
と 告 げ て い た 」
ナーナイ語 では直接 引用 文で対格 の斜格主語が用い られ る(Avrorin1981:159)。
da益a翅 枷 ゐ加 ∂xomoosiroamunkini.
「祖母 は 私 に 黙 って いう と 言 った」
トル コ語で も、その統語構 造を どのよ うに考 えるかは問題 だが、次のよ うな例が見 出され る
(菅原P.c.)。
onuakllllbuldum.
「彼 を 賢 い と 思 っ た 」
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朝鮮語では、思考動詞等の引用節の主語であっても、対格にすることはできない。
geusaram一'i/*一'eur'igyesseur
「そ の 人 が/*を 勝 っ た
geragosainggaghi.
の だ と 思 っ た 」
中期朝鮮語の従属節中には対格の斜格主語があった。例は釈譜詳節 より。
ラ　1nAnsur層eur
これ は 酒 を
MisnAn酒 泉'eurogadimodhomeurhAnAdahAnida
た くさんあ る 酒 泉に 行 かれ ない ことを 恨む と 言ったのだ
古代 日本語におけるミ従属節(形 容詞のみ)中 においては、対格主語が用いられた。これは
主に上代の用法である(林 ・安藤1997:1222、 以下の例も)。 この 「を」の扱いは間投助詞
とされている、ただし現れないこともある
瀬 をはやみ(瀬 がはやいので)
山深み(山 が深いので)春 とも知 らぬ松の戸に
6.結 語
以下に本稿でとりあげた5つ の言語及び言語群の間にみられた類似点と相違点を整理する。
《アル タイ諸言語の3グ ループ にお ける類似点 》
無標の主格(1.6.6.)、 無標 の転成格(1.6.10.)、 所有/存 在 の接辞(1.7.1.)、 相 関構文(3.4.)、
受身の非人称的性格(5.1.1.)、3人 称命令形(5.5.2.)、 人称要素 を とる副動詞(5.8.3.1.)
《 トル コ語 とモ ンゴル語 と日本語 の類似点 》
「気づ き」 を示す過去形(5.4.2.)
《モ ンゴル語 とツングー ス諸語 と朝鮮語 の類似点 》
受身 にも使役 にも用い られ る形式(5.1.2.2.)
《モ ンゴル語 と朝鮮語 と日本語 の類似点 》
感情形容詞 の人称制限(4.3.)、 存在 動詞 によるアスペ ク トで の現在進行 と結果継続 の対立(西
日本の 日本語で、5.3.1.)、 ガ ノ交替(5.8.3.2.)
《 トル コ語 とモ ンゴル語 の類似点 》
複数形式 が数詞 と共起 しない こと(1.3.6.4.)、 子音交替 を伴 う重複(1.3.3.)、 無標 による不
定対格(1.6.7.1.)、 奪格 の部 分格 的用法(1.6.7.1.)、 「1」 を用いた不定表…現(3.2.)、 二重
使役形(5.1.2.1.)、 屈 折形式 による習慣体(5.3.2.)、 部 分重複 と子音 添加 による形容詞 の強
調(4.2.)
《 トル コ語 と朝鮮語 の類似点 》
連体修飾 での底 の名詞 による対立(5.8.1.)
《モ ンゴル語 とツングース諸語 の類似 点》
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数 の一致(元 朝秘史蒙古語 と一部 のツングース語 で、1.3.6.3.)、 再帰人称接 辞 とそ の用 法
(1.8.2.)、 人称代名詞の斜格語幹(2.1.)、 一人称複数にお ける包括形 と除外形 の対立(2.2.)
《ツ ングース諸語 と朝鮮語 の類似 点》
重複 に よる複数 の不使用(1.3.3.)
《朝鮮語 と 日本語 の類似 点》
発 達 した助数詞(1.5.1.)、 存在 の場所 と動作の場所の格 におけ る対 立(1.6.9.5.)、 高頻度 の
主題表示 要素(1.9.1.)、 敬語(2.4.)、 主題 主語構文(い わゆ る対象語)に よる感情述語構文
(5.1.4.3.)、 ガ ヲ交替(5.1.4.4.)
《 トル コ語 独 自 の 特 徴 》
属 格 所 有 構 …文(1.8.3.)、 「1」 に よ る 不 定 表 示(1.9.2.)、 派 生 接 辞 に よ る 「再 帰 」(5.1.)、 疑
問 形 式 のnoating(5.5.5.1.)、 派 生 接 辞 に よ る 「義 務 」(5.7.)
《 モ ン ゴル 語 独 自 の 特 徴 》
性(1.2.)、 従 属 節 中 の 対 格 主 語(5.8.3.2.)
《 ツ ン グ ー ス 諸 語 独 自 の 特 徴 》
譲 渡 可 能(1.1.)、 双 数(1.3.4.)、 指 大 辞(1.4.)、 属 格 の 欠 如(1.7.2.)、 指 定 格(1.6.8.)、
沿 格(1.6.9.2.)、 明 示 的 な 不 定 対 格(1.6.7.1.)、 派 生 接 辞 に よ る 豊 富 な ア ス ペ ク ト形 式(5.3.)、
推 量 の 形 式 が 未 発 達 で あ る こ と(5.5.4.)、 否 定 動 詞(5.6.1.)、 欠 格 的 形 式(5.6.2.)
《 朝 鮮 語 独 自 の 特 徴 》
複 数 形 式(近 似 複 数 の 意 味 が 無 い(1.3.2.)、floatingす る(1.3.5.2.))、 頻 繁 な 主 格 の 重 複
(1.6.11.)、 時 間 の 起 点 格(1.6.9.4.)、 属 格 の 物 主 代 名 詞 的 用 法 の 欠 如(1.7.6.)、 疑 問 詞 が 直
接 不 定 表 現 に 用 い られ る こ と(3.2.)、 特 別 な 全 部 否 定 の 形 式(3.3.)、 形 容 詞 の 動 詞 的 性 格(歴
史 的 に も 、4.1.)
《 日本 語 独 自 の 特 徴 》
名 詞 の ト コ ロ性(1.5.3.)、 有 生/無 生 に よ る 主 格 や 属 格 の 対 立(主 に 琉 球 語 で 、1.7.2.,1.7.5.)、
係 り結 び(1.9.3.)、 間 接 受 身 文(5.1.1.1.)、 使 役 及 び 受 身 か ら 独 立 した 自他 対 応(5.1.3.2.)、
以上のように整理 してみたが、実際には上記の諸特徴は同列に並べられるものではないだろ
う。すなわち重要 さや珍 しさの度合いはそれぞれ異なっていることだろ う。他方、歴史的に跡
をたどれ るものと、たどれないものの違いもあろう。すなわち、もとは類似 していたがそれぞ
れの言語での変化によって互いに違いを広げていった点や、逆にお互いへの影響をはじめとす
る原因か ら似てきた点もあるだろう。こうした吟味や評価を詳 しく行なって、上記の諸特徴を
さらに整理 していく必要があるが、それは今後の課題としたい。まずはこれを一つの目安 とし
て、方言を含めた各言語の記述研究をより深 く進めていく必要がある。また本稿では取 り上げ
ることのできなかった文法カテゴリー等にっいても対照を行っていく必要がある。このような
研究はまだ出発点に立ったばか りであるといえよう。
系統問題に関していえば、上記のように類似点も相違点もそれぞれ多くあり、現時点ではや
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はり何 とも言えないとい うべきだろ う。 しかし、系統関係を仮定 しなければどうにも説明 し難
いような珍しい共通点(例 えば、タガログ語 とクメール語にある接中辞のような)は 、現在の
ところ一つも見出せていない。
次に類型論的観点からの意義について再度触れておく。本稿の中で何度か触れたが、類似点
とした特徴の うちのいくっかは内的な(必 然的な)関 連を持っていると考えられる(例 えば、
形容詞の名詞的性格と形動詞の機能、再帰人称の存在と指示転換、修飾語被 修飾語の語順と発
達した副動詞の体系、などである)。これ らの研究を進めていくことで、「アルタイ型の言語類
型とはどのようなものであるのか、」ということを徐々に明らかにしていくことができるのでは
ないかと考えている。
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DotheThreeGroupsofthe"Altaic"Languages(Turkic,Mongolic,
andTungusic),aswellasKorean,reallyResembleJapanese
GrammaticalStructure?:AnAttemptataContrastiveGra㎜ar
Analysis
KAZAMAShirjiro
蹴yoσ η'v6r5め・qプ170κ'9η3翩 ∫65
Keywords:genealogy,languagecontact,typology,contrastivelinguistics,
languagesoftheAltaictype
Linguistshavebeendebatingthegenealogicalrelationshipbetweenthethree
Altaiclanguagegroups,Korean,andJapaneseforsometime.Butnoonehas
beenabletoestablishalexicalcognatesamongthecorevocabulariesofthese
languagesbasedonthestrictlawsofphoneticchange,suchasthe
correspondencesthathaveenabledustoassignArmeniantotheIndo-European
languagefamily.
Thebasisforhypothesizingarelationshipbetweenthem,then,mustbe
grammaticalsimilarity.Butcantheselanguagegroupsreallybeconsidered
grammaticallysimilar?Thankstotypologicalstudiescarriedoutinrecentyears,
wenow㎞owthatlanguageswithasufHxingagglutinativemorphologyanda
su切ect-o切ect-verbsyntax(andthecloselyrelatedmodifier-modifiedword
order)constitutethemostcommonlanguagetypologyintheworld.Atthesame
time,theIndiclanguagesdemonstratethatsuchdistinguishingfeaturesasword
orderareeasilychangedduetoextemalinfluence.Allthissuggeststhatthe
"gra㎜aticalsimil肛ities"amonglanguagesthatsharesuchgeneralfeaturesare
notverymeaningful.
Isitpossibletoidentifymorespecificgrammaticalsimilaritiesthatcould
notbeascribedtocoincidence?Inanefforttoanswerthisquestion,Ihave
endeavoredtocontrastgra㎜aticalformsfoundinthesel耳nguages,
emphasizingfunctionratherthanform.
Tbcontrastformsindetailcanalsocontributetoourunderstandingof
typology.Afbwyearsago,Kamei,Kono,andChinoproposedan``Altaictype"
ofsyntax(1996,28-9).However,itremainsforfuturestudiestoilluminatethe
essentialcharacteristicsofthisAltaictype.Itshouldbepossibletomakea
significantcontributiontosuchtypologicalresearchbycarefUllycontrasting
grammaticalelementsinvariousAItaiclanguages,whichepitomizethistype,
andanalyzingtheextentoftheirsimilaritiesanddif£erences.
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